
端末・配信状況調査　 別添　参考

価格 その他
（1）端末基礎機能

販売価格 通信費等運営費(月間) 製品紹介ホームページURL （備考）

伊藤忠テクノソ
リューションズ株式

会社
1

伊藤忠テクノソリューションズ株式会
社

ユレキテル ver.1 2008年4月～ Ａ，Ｃ 端末予報型 サーバシステム
数百万円程度（システム
込み）

2.5万円
　（配信費用月額　回線別途）

配信会社に委託
特になし（事例紹介）

約15秒おきヘルスチェック　24時間コールセンタ等で監視
電話連絡

1 株式会社エイツー HomeSeismo（ホームサイスモ） HS301 2007年9月11日～ Ａ，C 端末予報型 緊急地震速報専用端末 N/A

（税込・年一括前払）
ベーシックプラン：3,150円
ライトプラン：1,890円
スペシャルプラン：5,250円

http://www.a-
2.co.jp/homeseismo/

対応。
端末とサーバー間で約10秒毎に死活監視を行い、切断し
たときはLEDランプでお知らせ。
ユーザページ・端末設定画面（共に要ログイン）でも切断
が表示される。

■シーファイブ配信サーバと接続の場合。
端末から バ 向 秒毎 活監視を送信

端末 製造者（製造元） 製品名
型番

（ｿﾌﾄｳｪｱの場合はﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理番号） 製造年月日
サーバーとの接続監視、通信障害の検知

　　　　　　　　　　　　　　　　　製品の用途

　Ａ　機械・館内放送設備等の自動制御
　Ｂ　オペレーターを介した機械・館内放送設備等の制御
　Ｃ　端末の報知による人の危険回避

演算方式 受信装置の種類
事業者

（許可番号順）

2 株式会社エイツー 緊急地震速報受信装置 EQ-RV10（EQ-ReporterⅡ） 2007年7月～ Ａ 端末予報型 緊急地震速報専用端末 N/A N/A
http://www.ccccc5.com/eq/
http://www.ccccc5.com/eq_k/

端末からサーバに向けて60秒毎に死活監視を送信。
切断時、端末側ではLEDランプの点滅で確認可能。
サーバ側では5分以上死活監視が途絶えた際に管理者
へ切断通知のメール送信。
サーバによる端末のタイムアウト状況については8分毎に
チェックする。
■NTT-COM配信サーバと接続の場合。
HW-HC：NTT-COM側より30秒毎にping監視（西日本の場
合は常にエラー）
アプリ-HC：端末認証完了後、端末からサーバへ30秒毎
にアプリケーションヘルスチェックを送る。
受信-HC：サーバから端末へ30秒毎にダミーデータを送
信。受信結果はアプリケーションヘルスチェックの返答と
併せて送られる。
NTT-COMサーバ側で10分間おきに状態確認が行われ
る。確認時に状態遷移があった場合メール通知。

1
株式会社先端力学シミュレーション研
究所

緊急地震速報活用防災システム
ASU-QUICK

Version 2.24 2010年1月21日 Ｂ，Ｃ 端末予報型 Windows用のソフトウェア ¥200,000

(a)\25,000(回線費除く) [ANETスタン
ダードプラン]
(b)\6,000(回線費除く) [ANETシンプル
プラン]
(c)\200,000/年(回線費除く) [REICイン
ターネット接続]
(d)\22,500(回線費除く)[アイテック阪急
阪神]
(e)\30,000[スカパーJSAT]

http://www.astom.jp/quick.html

サーバーから定期的に送信される死活監視用の電文受
信の監視と、サーバーへ定期的に送信する死活監視用
の電文送信で死活監視を行う。切断したときには画面に

表示。

株式会社エイツー

2
株式会社先端力学シミュレーション研
究所

ASU-QUICK放送設備連動オプショ
ン

Version 2.24B 2010年1月21日 Ａ，Ｂ 端末予報型 Windows用のソフトウェア ¥300,000

(a)\25,000(回線費除く) [ANETスタン
ダードプラン]
(b)\6,000(回線費除く) [ANETシンプル
プラン]
(c)\200,000/年(回線費除く) [REICイン
ターネット接続]
(d)\22,500(回線費除く)[アイテック阪急
阪神]
(e)\30,000[スカパーJSAT]

http://www.astom.jp/announce.ht
ml

サーバーから定期的に送信される死活監視用の電文受
信の監視と、サーバーへ定期的に送信する死活監視用
の電文送信で死活監視を行う。切断したときには画面に
表示。

3

販売者：アイテック阪急阪神株式会社
製造者：株式会社先端力学シミュレー
ション研究所

鉄道事業者向け
緊急地震速報受信システムQuick-i

Version 2.20 2007年8月3日 Ａ，Ｂ 端末予報型 Windows用のソフトウェア
Type-A:\500,000
Type-B:\850,000 \22,500(回線費除く)

http://mmm.itec.hankyu-
hanshin.co.jp/service/isp/quicki.h
tml

アイテック阪急阪神株式会社への
OEM供給商品

サーバーから15秒毎に送信される死活監視用の電文受
信の監視と、65秒毎にサーバーへ送信する死活監視用
の電文送信で死活監視を行う。切断したときには画面表
示とPCスピーカーからの出力、ネットワーク信号灯、表示
端末(Patlite FTE-D04)で知らせる。

4

販売：株式会社高見沢サイバネティッ
クス
製造：株式会社先端力学シミュレー
ション研究所

Tacy-Quick Version 2.21 2008年2月13日 Ａ，Ｂ 端末予報型 Windows用のソフトウェア
\4,500,000程度（システム
構成による）

N/A
http://www.tacy.co.jp/products/t
okki/str/tacy_quick.html

株式会社高見沢サイバネティック
スへのOEM供給商品

サーバーから定期的に送信される死活監視用の電文受
信の監視により死活監視を行う。切断したときには画面
に表示。

5
製造：シンクレイヤ株式会社
（予報業務：株式会社先端力学シミュ
レーション研究所）

告知放送受信端末
AFM-300シリーズ
AFM-400シリーズ

2006年2月～ Ａ，Ｃ サーバー予報型 CATV網内での告知放送端末
（端末単体での販売はな
し）

（端末単体での販売はなし）
http://www.synclayer.com/jpn/ne
xtzone/nfm/nfm.html

センターソフトはシンクレイヤ株式
会社へのOEM供給商品

端末制御キャリア監視機能あり。端末はセンターからの
FSK-RF制御信号で動作するが、その信号が何らかの原
因で途絶えた場合やキャリアを捕捉できないとき、端末の

株式会社 先端力学
シミュレーション研

究所

レーション研究所）
リ ） 会社 供給商品 絶 場合 リ を捕捉 、端末

LEDを早点滅させて知らせる。

6

販売：株式会社ピーシーデポコーポ
レーション
製造：プラネックスコミュニケーション
ズ株式会社（予報業務：株式会社先
端力学シミュレーション研究所）

MZK-WDPR(PCD-SSWU01) PCD-SSWU01 2010年3月14日 Ｃ 端末予報型
緊急地震速報受信機能付きルー
タ

（一般発売されていない） （一般発売されていない）
http://www.pcdepot.co.jp/co_ir/p
ress/2010/pdf/126803018910153
.pdf

一般発売はされていない。会員向
けの無料サービス。

サーバーから2分おきに送信される死活確認用電文を監
視し、5分間無通信の場合は切断し、再接続を行う。ソ
ケットの切断は画面にアイコンで表示。通信状態は正常・
異常ともに画面上に常時表示される。

1 情報事務資材株式会社 緊急地震速報受信装置 ＥＱＲ１ 2007年2月1日 該当しない 端末予報型 サーバー N/A N/A http://www.web-jjs.jp/ ヘルスチェックによる監視

2 情報事務資材株式会社 表示ソフトウェア ＥＱＲ１－ＨＫ 2007年3月1日 Ｃ 端末予報型 ソフトウェア N/A N/A http://www.web-jjs.jp/ ヘルスチェックによる監視

3 情報事務資材株式会社 カウントダウン表示器 ＥＱＲ１－ＣＮＴ 2007年3月1日 Ｃ 端末予報型 専用機器 N/A N/A http://www.web-jjs.jp/ ヘルスチェックによる監視

情報事務資材株式
会社
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端末・配信状況調査　 別添　参考

伊藤忠テクノソ
リューションズ株式

会社

事業者

（許可番号順）

（1）端末基礎機能

音声や表示による報知機能

予測震度及び猶予時間の伝達＊
１

画面表示やライトなど(具体的な
報知内容を記述のこと)

○ 動作しない
○

動作ログを保存
固定器具を使用 切断時ランプ表示あり あり ○

画面表示及び表示灯、追加機器
で音声可能

　　　　　　　　　　　　○
任意時刻テスト電文（申込制）に
よるセルフ訓練可能

　　　　　　　　　　　　　○
任意時刻テスト電文（申込制）に
よるセルフ訓練可能　　個別訓練
可能

○
×

別途トレーニング機能で実施可能

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文は廃棄し動作しない。

通常1ヶ月程度端末内に保存
（期間ではなくデータ量で古いも
のから消えるため、端末の動作状
況によって異なる）

対策可能。
地震計内蔵の為、固定して使うのが前提。

固定用のねじ止めあり

あり：センターとの切断が継続すると自動再起動

あり、接点数3（a接点2、b接点1）
放送連動（ガイダンスが流れてい
る間動作）とワンショット（設定した
時間動作）のどちらかを選択可。
ベーシックプランはワンショット設
定を選択した接点のみ、接点毎に
閾値設定可。

○

音声による伝達
回転ライト、PC表示ソフト、LED表
示機器等と連動可

テスト報を受けて音声出力と接点
出力の試験が可能。

　　　　　　　　　　○

「動作確認（試験放送）」にて接点
出力も動作。
ベーシックプランはワンショット（設
定した時間接点出力動作）につい
ては、動作確認（試験放送）では
動作させない設定可。
放送連動（ガイダンスが流れてい
る間接点出力動作）については、
必ず動作。

　　　　　　　　　　　○

「動作確認（試験放送）」にて接点
出力も動作。
ベーシックプランはワンショット（設
定した時間接点出力動作）につい
ては、動作確認（試験放送）では
動作させない設定可。
放送連動（ガイダンスが流れてい
る間接点出力動作）については、
必ず動作。

○

受信してから0.2秒以内に報知または制御を開始 不正な緊急地震速報（予報）を受信した場合の対処方法 動作履歴の保存 耐震固定等地震の揺れへの対策が可能 自己診断機能 外部出力機能 テスト報により試験ができること
端末単独で外部出力の試験がで
きること

端末単独で外部出力の試験機能
を有している

　　有している：○
　　有してしない：×

訓練報により訓練支援の報知が
できる

　　できる：○
　　できない：×

株式会社エイツー

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文は廃棄し動作しない。

あり：端末メモリの分保存。概ね1
週間程度。

端末専用設置盤、或いは収納ラック等に
ねじ止め固定。

　　　　　　　　　　　　　　○：
■シーファイブ配信サーバと接続の場合。
チェックアライブ先（配信サーバ）へ到達できない
状態が続いた場合自動リブート。
■NTT-COM配信サーバと接続の場合。
NTT-COMサーバとの接続不可が続いた場合自
動リブート。

あり：接点数4。接点毎に震度閾
値の設定が可能。

　　　　　　　　　　　○

■アイホンインターホンとの接続
の場合
設定した震度閾値を超えた場合
に予測震度と猶予時間を報知。
■パナソニック電工製インターホ
ンとの接続の場合
震度3以上～5弱未満：REIC報知
音→「地震が来ます」を繰り返し。
繰り返しは閾値を超えた速報受
信のタイミングより約60秒間。
5弱以上：REIC報知音→「大きな
地震が来ます」を繰り返し。繰り返
しは閾値を超えた速報受信のタイ
ミングより約60秒間。

なし
テスト報を受けて音声出力と接点
出力の試験が可能。

○
テストコマンドで可能

○
テストコマンドで可能

○

○
古い緊急地震速報を受信したり、電文が壊れている場合
は、破棄して動作しない。

あり：動作ログに保存。保存期間
は無期限。

PCの耐震固定器具を使用すれば可能。
あり：サーバーとの接続状態が異常の場合は画
面に表示。

なし ○

PC画面(予想震度・猶予時間の表
示、震央から地震波が伝わる様
子のアニメーション表示)での伝達
とPCスピーカーからの報知音出
力。
また警報について、自地域が警
報対象となっている場合、他地域
に警報が発表されている場合に
表示。

N/A N/A 外部出力なし ○

株式会社 先端力学
シミュレーション研

究所

○（0.1秒以下）
古い緊急地震速報を受信したり、電文が壊れている場合
は、破棄して動作しない。

あり：動作ログに保存。保存期間
は無期限。

PCの耐震固定器具を使用すれば可能。
あり：サーバーとの接続状態が異常の場合は画

面に表示。

あり：接点数4。接点毎に役割設
定可能（緊急地震速報、キャンセ
ル、訓練、リセット）。PATLITE
PHC-100Aを接続。

○

PC画面(予想震度・猶予時間の表
示、震央から地震波が伝わる様
子のアニメーション表示)での伝
達。
また警報について、自地域が警
報対象となっている場合、他地域
に警報が発表されている場合に
表示。

○：ソフト内部でのテスト機能を
使って出力可能。配信事業者から
送信されるテスト報では、外部出
力を行うことが可能。

○：ソフト内部でのテスト機能を
使って、ソフトから制御対象機器
までのテストを行うことが可能。配
信事業者から送信されるテスト報
では、制御対象機器まで含めた
一連のテストを行うことが可能。

○ ○

○（0.1秒以下）
古い緊急地震速報を受信したり、電文が壊れている場合
は、破棄して動作しない。

あり：1年間保存、のち自動消去。 PCの耐震固定器具を使用。

あり：配信事業者サーバーとの接続状態異常
時、さらに上位の気象業務支援センターまでの
状態で異常が生じた場合、画面とPCスピーカー
からの出力、ネットワーク信号灯、表示端末で知
らせる。下位に接続したネットワーク信号灯、表
示端末についても同様に異常検知時には出力。

あり：接点数16。接点毎に対象評
価点と閾値を設定可能。また、
キャンセル時にも出力可能。

○
PC画面、ネットワーク信号灯(光と
ブザー)、表示端末(画面表示とブ
ザー)による伝達。

○：テスト電文を受けて接点出力
することが可能。（テストには接点
出力あり・なし2種類からの選択が
可能。接点出力ありの場合は、パ
スワード入力を求める）

○：テスト電文を受けて、サー
バーから制御対象機器まで含め
た一連のテストを行うことが可能。

×：サーバに接続した状態でのみ
テスト出力を行える仕様としてあ

る。

×：誤作動防止のため、訓練報は
常に破棄する。

○
古い緊急地震速報を受信したり、電文が壊れている場合
は、破棄して動作しない。

あり：動作ログに保存。保存期間
は無期限。

PCの耐震固定器具を使用すれば可能
あり：サーバーとの接続状態が異常の場合は画
面に表示。

あり：LAN内に接続された表示端
末IP-361-3(予想震度・猶予時間
の表示、4接点出力)に出力可能。

○

PC画面(予想震度・猶予時間の表
示、震央から地震波が伝わる様
子のアニメーション表示)での伝達
とPCスピーカーからの報知音出
力。ネットワーク接続された表示
端末での予想震度・猶予時間の
表示と音声出力。

○：PCソフト内でテスト地震を発
生させ、表示端末に出力可能。配
信事業者から送信されるテスト報
では、外部出力を行うことが可

能。

○：PCソフト内でのテスト地震発
生により、制御対象機器まで含め
た一連のテストを行うことが可能。
配信事業者から送信されるテスト
報では、制御対象機器まで含め

た一連のテストを行うことが可能。

○ ○

○ 端末予報を行わないため、該当しない。

なし：端末に録音機能はあるが、
再生音声で誤認識するのを防ぐ
ため、運用上緊急地震速報は端

○：壁掛け用のねじ止めあり
あり：ハードウェア障害通知機能あり。内部ICの
動作状況を確認し、異常がある場合には、端末
のLEDを早点滅させて知らせる

特定用途端末（例えばAFM-410B
など）ではあり。外部出力機能が

ない端末もあり
○

端末本体のランプと音声出力。予
想震度と５秒ごとの猶予時間を報
知

○：テスト報を受けて接点信号を
出力することが可能。

○：テスト報を受けて制御対象機
器まで含めた一連のテストを行う

ことが可能
× ○

情報事務資材株式
会社

、 用 緊 震 報 端
末録音を実施していない。

のLEDを早点滅させて知らせる。 ない端末もあり。 知。
す 能。

ことが可能。

○
古い緊急地震速報を受信したり、電文が壊れている場合
は、破棄して動作しない。

あり：動作ログに保存。保存期間
は約1ヶ月（規定容量に達するま
で）。

×
あり：サーバーとの接続状態は、常にアイコンで
表示される。緑：正常、赤：異常。

なし ○

液晶画面で予想震度、主要動到
達までの猶予時間、震央地名を
表示。音声で予想震度と５秒ごと
の猶予時間を報知。

N/A N/A 外部出力なし
○：ただし現時点ではウェザー

ニューズから訓練報は配信されて
いない。

開始
過去の緊急地震速報や動作の判断に必要な要素が欠損
したような電文では動作しない。ただし、電文は保存して
おく。

あり サーバーラックに取付 あり あり

利用者毎の震度及び到達予想時
間を
計算して、各端末に送信する。

なし なし あり Ｏ Ｘ

開始
過去の緊急地震速報や動作の判断に必要な要素が欠損
したような電文では動作しない。ただし、電文は保存して
おく。

あり 該当しないなし なし なし

電文受信時に評価地点の予測震
度と主要動到達までの時間を表
示し、到達するまでカウントダウン
する。

地図上に主な地域の震度及びＰ
波、Ｓ波を波動表示する。
また、音声で“地震が発生しまし
た、身の安全を確保してください”
を繰り返し通報する。

なし なし Ｘ Ｘ

開始 動作しない。 なし 壁等にアンカーによる固定 あり なし Ｎ／Ａ

７セグメント及びＬＥＤ（強・弱）によ
る予測震度表示。
７セグメント(２桁)による主要動到
達までの時間を表示し、１秒毎に
カウントダウンする。

できる なし Ｘ Ｘ
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端末・配信状況調査　 別添　参考

伊藤忠テクノソ
リューションズ株式

会社

事業者

（許可番号順）

（1）端末基礎機能 （2）地震動予報機能 （3）報知・制御出力条件設定機能

×
別途トレーニング機能で実施可能

○ ○ ○ あり NTPによる自動較正 動作しない あり 改修による

震度閾値設定任意
猶予時間がない場合の報知もあ
り

接点動作内容任意 不可（追加機器により対応可）
×（高度利用者向けであるため、

具体的表示のみ）
固定

　　　　　　　　　　　○

ベーシックプランはワンショット（設
定した時間接点出力動作）につい
ては、訓練報では動作させない設
定可。
放送連動（ガイダンスが流れてい
る間接点出力動作）については、
必ず動作。

　　　　　　　　　　　○
「動作確認（試験放送）」で可能

○ ○ あり

NTPによる自動校正を10分毎に
実施
（同期安定時は最長1時間毎に実
施）

行わない。
サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去のものや
動作の判断に必要な重要な要素
が欠損した緊急地震速報（予報）
を受信しても地震動予報を行わな
い。

参照可能。
予測震度が1.0以上のとき、イン
ターネット上のユーザページ画面
にて参照可能。2ヶ月分保存。

対応可能。
通信回線経由でソフトウェアの自
動更新を無償で行う。

利用者が任意に設定
（デフォルト：震度4）
猶予時間がない場合の報知もあ
り

なし
NHK音またはREIC音の選択機能

あり（デフォルトはＮＨＫ音）
　　利用者側でガイダンス内容を

選択できる：◎
設定機能あり（デフォルトは、１地
点の緊急地震速報は使用しない）

　　　　　　　　　　　○
■シーファイブサーバとの接続の
場合

緊急地震速報の精度情報による
動作

時刻のズレが日本標準時に対し1
秒以内になるよう自動時刻校正

不正な緊急地震速報（予報）を受
信した場合は地震動予報を行わ
ない

予報履歴の保存し、利用者が参
照可能

気象庁の発表する緊急地震速報
の内容等の変更に対応可能

予測震度や猶予時間の閾値 緊急地震速報(警報)による動作 報知音の選択

予想した震度や猶予時間の報知
表現
具体的な数値を使わない表現に
しているか？
　　利用者側で表示選択できる：
◎
　　している：○
　　していない：×

訓練が実施できる機能を有するこ
と（オペレーターによる訓練も含
む）

利用者の特定する場所での震度
や到達時間の予想

訓練報により訓練用の外部出力
を動作できる

　　できる：○
　　できない：×

端末単独で訓練報知できる

　　できる：○
　　できない：×

訓練電文を受信し、報知を確認で
きること

株式会社エイツー

○
○

テストコマンドで可能

　　　　　　　　　　　○：
■アイホンインターホンとの接続
の場合
設定した震度閾値を超えた場合
に予測震度と猶予時間を報知。
■パナソニック電工製インターホ
ンとの接続の場合
震度3以上～5弱未満：REIC報知
音→「地震が来ます」を繰り返し。
繰り返しは閾値を超えた速報受
信のタイミングより約60秒間。
5弱以上：REIC報知音→「大きな
地震が来ます」を繰り返し。繰り返
しは閾値を超えた速報受信のタイ
ミングより約60秒間。

　　　　　　　　　　○：
テスト報を送信する事で訓練が可
能。端末ログイン時にテストコマン
ドによる訓練が可能。

あり：端末に設定した緯度経度で
震度、猶予時間を算出。

場合
NTPによる自動校正を10分毎に
実施（同期安定時は最長1時間毎
に実施）
■NTT-COMサーバとの接続の
場合
＜NTP成功状態から失敗状態へ
変移した場合のNTP間隔＞
おおよそ3600秒毎に実行される。
（※長時間の通信エラー下におい
て端末が再起動する場合、認証
成功となるまでのNTP間隔がおお
よそ60秒毎）
＜NTP失敗時のNTP間隔の確認
＞
おおよそ60秒毎に実行される。
※NTT-COM配信サーバとの接
続時はNTT-COM動作指定に準
拠。

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去のものや
動作の判断に必要な重要な要素
が欠損した緊急地震速報（予報）
を受信しても地震動予報を行わな
い。

なし：直接サービスを受けるユー
ザーは履歴の確認不可。シーファ
イブによる履歴確認は可能。
※ユーザー：マンション入居者な
どを指す

　　　　　　　　　　○

■シーファイブ配信サーバ経由の
場合
IPv4通信回線経由でファームの
更新が可能。
■NTT-COM配信サーバ経由の
場合
遠隔地からのリモート対応は不
可。現地対応が必要。

震度閾値の設定が可能。猶予時
間がない場合の報知は行う。

なし

音声ファイルの変更により報知音
の変更可能。基本的にはNHK報
知音を採用。
※パナソニック電工製インターホ
ンが使用されている場合のみ
REIC報知音を使用。

×
あいまい表現なし

設定機能あり。デフォルトは1観測
点の緊急地震速報は採用しな
い。

外部出力なし × ○ ○ あり

あり：NTPによる時刻校正機能、
またはナウキャストテスト電文に
よる簡易校正機能。NTPを選択し
た場合、時刻校正間隔は設定可
能。

古い緊急地震速報を受信したり、
電文が壊れている場合は、破棄し
て動作しない。

あり：PC画面で参照可能。永久保
存。

あり：ソフトウェアの手動更新。

予測震度：設定機能あり（デフォ
ルトは震度１）

猶予時間：設定機能なし。主要動
到達が過ぎた情報でも出力する。

設定機能あり：1点処理でも表示
する、2点以上の処理時のみ表示
する、警報発表時のみ表示する、
警報対象時のみ表示する、の中
から選択。（デフォルト：2点以上の
処理時のみ表示する）

設定機能あり：デフォルトはNHK
音

×

設定機能あり：1点処理でも表示
する、2点以上の処理時のみ表示
する、警報発表時のみ表示する、
警報対象時のみ表示する、の中

から選択。（デフォルト：2点以上の
処理時のみ表示する）

株式会社 先端力学
シミュレーション研

究所

○ ○ ○ ○ あり

あり：NTPによる時刻校正機能、
またはナウキャストテスト電文に
よる簡易校正機能。NTPを選択し
た場合、時刻校正間隔は設定可

能。

古い緊急地震速報を受信したり、
電文が壊れている場合は、破棄し
て動作しない。

あり：PC画面で参照可能。永久保
存。

あり：ソフトウェアの手動更新。

予測震度：設定機能あり（デフォ
ルトは震度４）
猶予時間：設定機能あり（デフォ
ルトは主要動到達後30秒。これよ
り古い情報は出力しない）

設定機能あり：接点出力条件で、
1点処理でも放送を実施する、2点
以上の処理時のみ放送を実施す
る、警報対象時のみ放送を実施
する、の中から選択。（デフォルト：
2点以上の処理時のみ放送を実
施する）

設定機能あり：デフォルトはNHK
音

○：画面では具体的な数値を使う
が、外部出力では具体的な数値

を使わない。

設定機能あり：接点出力条件で、
1点処理でも放送を実施する、2点
以上の処理時のみ放送を実施す
る、警報対象時のみ放送を実施
する、の中から選択。（デフォルト：
2点以上の処理時のみ放送を実
施する）

× ×
×：誤作動防止のため、訓練報は
常に破棄する。

×：訓練報は常に破棄する。オペ
レーター訓練を行いたい場合は、
テスト機能を使用する。

あり：7カ所まで登録可
あり：NTPによる時刻校正を2分毎
に実施（時刻校正間隔は設定可
能）。

古い緊急地震速報を受信したり、
電文が壊れている場合は、破棄し
て動作しない。

あり：PC画面で参照可能。永久保
存。

あり：ソフトウェアの手動更新。鉄
道事業者の場合、更新作業可能
な日時は非常に限られているた
め、自動更新の機能は必要ない。

予測震度：設定機能あり（デフォ
ルトは震度４）
猶予時間：設定機能あり（デフォ
ルトは主要動到達後15秒。これよ
り古い情報は出力しない）

設定機能なし：動作しない

設定機能なし（PCからは音の出
力はない。ネットワーク信号灯、
表示端末には内蔵されている報
知音選択あり）

○：画面では具体的な数値を使う
が、外部出力では具体的な数値

を使わない。

設定機能あり：震源決定を条件と
しない、2点以上の処理のみ採
用、の中から選択。（デフォルト：2
点以上の処理のみ採用）

○ × ○ ○ あり

あり：NTPによる時刻校正機能、
またはナウキャストテスト電文に
よる簡易校正機能。NTPを選択し
た場合、時刻校正間隔は設定可
能。

古い緊急地震速報を受信したり、
電文が壊れている場合は、破棄し
て動作しない。

あり：PC画面で参照可能。永久保
存。

あり：ソフトウェアの手動更新

予想震度（デフォルト：震度2）・猶
予時間（デフォルト：-10秒以上の
猶予時間で出力）について設定機
能あり。

設定機能なし：動作しない
設定機能あり（デフォルト：NHK
音）

○：画面・表示端末では具体的な
数値を使うが、外部出力では具体

的な数値を使わない。

設定機能あり：震源決定フラグを
条件としない、2点以上の処理結
果のみ採用、5点以上の処理結果
のみ採用の中から選択。（デフォ
ルト：2点以上の処理結果のみ採
用）

× × ○ ○
あり（地域で指定。CATVのサービ
スエリアを最大99のグループに分
割可能 ）

あり：センターソフトでNTPによる
時刻校正機能あり。時刻校正間
隔は設定可能

古い緊急地震速報を受信したり、
電文が壊れている場合は、破棄し
て動作しない

あり：センターソフトPC画面で参照
可能。永久保存。

あり：センターソフトの手動更新

予想震度（デフォルト：震度3）・猶
予時間（デフォルト：-10秒以上の
猶予時間で出力）について設定機
能あり。ただし、CATV事業者が
共通で条件設定を行うため 各戸

設定機能なし：動作しない
設定機能あり（デフォルト：オリジ
ナルサイレン音）

×
設定機能あり：震源決定フラグを
条件としない、2点以上の処理結
果のみ採用から選択

情報事務資材株式
会社

割可能。） 隔は設定可能。 て動作しない。
能。永久保存。

共通で条件設定を行うため、各戸
個別の設定はできない。以下、全
ての設定についても共通。

音）
果のみ採用から選択。

外部出力なし × ○ ○ あり（郵便番号単位で指定）
あり：NTPによる時刻校正を2時間
毎に実施。

古い緊急地震速報を受信したり、
電文が壊れている場合は、破棄し
て動作しない。

△：ルータ内にログとして記録さ
れている。ログフォーマットは利用
者には公開されていない。

あり：ファームウェアのネットワー
ク越しでのアップデートが可能。

予想震度については設定機能あ
り（デフォルト：震度３）。
猶予時間については設定なし。-
60秒以上の猶予時間で出力。

設定機能なし：動作しない 設定機能なし：NHK音 ×
設定機能なし：2地点以上の緊急
地震速報のみ使用。

Ｘ Ｏ なし Ｎ／Ａ あり

インターネット時刻のＳＮＴＰサー
バーへの問合せによる校正。
電波時計による校正。

過去のものや動作の判断に必要
な要素が欠損した緊急地震速報
（予報）を受信しても地震動予報を
行わない。

可能 可能 予測震度の閾値設定 あり なし Ｘ あり

Ｘ Ｘ なし Ｎ／Ａ あり

インターネット時刻のＳＮＴＰサー
バーへの問合せによる校正。
電波時計による校正。

過去のものや動作の判断に必要
な要素が欠損した緊急地震速報
（予報）を受信しても地震動予報を
行わない。

可能 可能 予測震度の閾値設定 あり ＮＨＫ音のみ Ｘ あり

Ｘ Ｘ なし Ｎ／Ａ 該当しない なし なし なし 該当しない 該当しない Ｎ／Ａ 独自音（ピーローピーロー） Ｘ Ｎ／Ａ
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端末・配信状況調査　 別添　参考

伊藤忠テクノソ
リューションズ株式

会社

事業者

（許可番号順）

（3）報知・制御出力条件設定機能

配信・許可事業者の通信能力

気象庁の発表から端末に届くまで
1秒未満

気象業務支援センターから事業
者のサーバーまでの通信回線の
冗長化

サーバーから端末間の論理通信
回線の冗長化

複数サーバーから端末に緊急地
震速報を同時に配信

　している：○
　していない：×

セキュリティ対策(なりすまし防止
等)

× 配信側で対応 ○
最大予測震度、最短到達時刻を

優先
なし なし 一部可（カスタマイズ対応） Ｎ／Ａ ○ ○ 可能 ○ 専用線・ＩＰ－ＶＰＮ

動作しない 排他処理機能あり

変更する：×
ただし一度報知を開始した地震に
ついて、設定閾値を越えない予想
震度になっても報知の中断はされ
ない。報知内容の変更のみ行う。

大きい方の予測震度、短い方の
猶予時間をお知らせ

設定機能あり（デフォルトは動作し
ない）

ガイダンス発報中は、緊急地震速
報ガイダンスを中止し、キャンセ
ル報受信をお知らせ。放送連動
設定の接点はガイダンス終了と
共に動作終了。ワンショット設定
の接点の動作はキャンセル報に
影響されない。
ガイダンス終了後は、最後に報知
した地震に対してキャンセル報が
出されたときに、お知らせするか
設定機能あり（デフォルトはお知ら
せしない。放送連動設定の接点
のみ動作。ワンショット設定にした
接点は動作しない）

訓練報を受信するかの設定機能あり。
（ユーザ登録時に選択。受信する場合、訓練報を受
けた際に始めと終わりに訓練である旨のガイダンス
が流れる。ベーシックプランは、ワンショット設定の
接点について動作させるか選択可。デフォルトは動
作する）

インターネット上のユーザページからユーザ自身が
テスト報（震度、猶予時間を設定可）を配信する機
能あり
（受信時には、始めと終わりに訓練である旨のガイ
ダンスが流れる他は、通常の緊急地震速報と同じ
ように動作。ベーシックプランは、ワンショット設定の
接点についてのみ、動作させるか選択可。デフォル
トは動作する）

○ 将来対応予定 ○：サーバーは２台１組の構成。 将来対応予定

対策済み。
VPN端末個別認証接続。
ユーザページ、端末設定画面は
パスワードによるアクセス制限。

100ガル超え緊急地震速報に対
する動作

同一内容の緊急地震速報を複数
受信した場合の動作

同一地震について複数回緊急地
震速報（業）を受信した場合の動
作
緊急地震速報（予報）の続報によ
り緊急地震速報（業）の予想震度
が小さくなる・猶予時間も短くなっ
ても報知を変更しない？

　　変更しない：○　変更する：×

ある地震の緊急地震速報を受信
した後、続けて別の地震の緊急
地震速報を受信した場合の動作

深発地震についての緊急地震速
報(業)に対する動作

キャンセル報を受信した際の動作 訓練報を受信した際の動作 テスト報を受信した際の動作

株式会社エイツー

動作しない（100ガル越えの緊急
地震速報には地震情報が含まれ

ていないため破棄します）
排他処理機能あり

×
震度が小さくなった場合は報知し
ないが、猶予時間が短くなった場

合は報知内容に反映させる。

最初の地震で予測震度が震度閾
地を超えた場合→続けて受信し
た別地震は採用しない。
最初の地震で予測震度が震度閾
地を超えない場合→続けて受信
した別地震の予測震度が震度閾
地を超えた場合動作。

採用しない。
既に報知した地震に対して動作
中にキャンセル報を受信した場合
のみ動作する。

設定機能あり。訓練報を採用した場合は試験であ
り本当の地震ではない事をアナウンスする。

設定機能あり。テスト報を採用した場合は試験であ
り本当の地震ではない事をアナウンスする。

○
○：気象業務支援センターと東西
に設定している2箇所の配信サー
バと接続

○：東西に設置している2箇所の
配信サーバより速報を同時配信

○
配信サーバでIPアドレスによるア
クセスを制限。

設定機能あり：デフォルトは使用し
ない（精度情報による動作で、1点
処理でも表示するに設定した場合

は使用することになる）。

排他処理機能あり ×
設定機能なし：常に新しいものに

更新される。
設定機能なし：動作しない

既に出力した地震に対してキャン
セル報が出されたときのみ動作

する。

設定機能あり：デフォルトでは動作しない設定。動
作する設定では、訓練報受信時にPC画面に「訓練
報」と表示。

(a)(b)設定機能あり：テストフラグのついた電文をテ
スト報として送信可能。訓練報と同じ動作をする。
(c)設定機能なし：顧客専用のWeb画面から本物と
同じ電文をテスト報として送信可能。この場合、本
物と同じ動作をする。
(d)設定機能なし：動作しない
(e)設定機能なし：動作しない

(a)～(e)○ (a)～(e)○

(a)○
(b)×
(c)対応可能
(d)対応可能
(e)対応可能

(a) ○
(b) ×
(c) ×
(d) ○
(e) ×

(a)専用線・IP-VPN前提
(b)独自の暗号化
(c)配信電文の暗号化(AES,RC4,
個別キー設定可能)
(d)インターネットVPNとし、通信内
容を傍受されないようにしている。
(e)配信情報は暗号化して送信さ
れ、契約情報をもとに受信側で暗
号解除される。

株式会社 先端力学
シミュレーション研

究所

設定機能なし：動作しない。 排他処理機能あり
○：画面では報知を変更するが、

外部出力では変更しない。
設定機能なし：常に新しいものに
更新される。

設定機能なし：動作しない
既に出力した地震に対してキャン
セル報が出されたときのみ動作
する。

設定機能あり：デフォルトでは動作しない設定。動
作する設定では、訓練報に対応する接点出力が行

われる。

(a)(b)設定機能あり：テストフラグのついた電文をテ
スト報として送信可能。訓練報と同じ動作をする。
(c)設定機能なし：顧客専用のWeb画面から本物と
同じ電文をテスト報として送信可能。この場合、本
物と同じ動作をする。
(d)設定機能なし：動作しない
(e)設定機能なし：動作しない

(a)～(e)○ (a)～(e)○

(a)○
(b)×
(c)対応可能
(d)対応可能
(e)対応可能

(a) ○
(b) ×
(c) ×
(d) ○
(e) ×

(a)専用線・IP-VPN前提
(b)独自の暗号化
(c)配信電文の暗号化(AES,RC4,
個別キー設定可能)
(d)インターネットVPNとし、通信内
容を傍受されないようにしている。
(e)配信情報は暗号化して送信さ
れ、契約情報をもとに受信側で暗
号解除される。

設定機能なし：動作しない。 排他処理機能あり ○

設定機能あり：随時更新、ピーク
ホールド（予測震度がより大きい
とき更新）、初期値ホールド（更新
しない）から選択。デフォルトは
ピークホールド。

設定機能なし：動作しない
既に出力した地震に対してキャン
セル報が出されたときのみ動作
する。

設定機能なし：常に破棄する（誤動作防止のため）
設定機能あり：画面表示のみ行うか、接点出力まで
行うか選択できる。画面上では、「テスト報」と表示さ

れる。
○

○：専用線とIP-VPNで物理的に
冗長化されている。

○ ○

専用線／IP-VPNなどのオープン
でない通信経路でサービスを行っ
ている。インターネットを用いる場
合は、インターネットPVNとし、通
信内容を傍受されないようにして
いる。

設定機能あり：画面出力について
は、精度情報による動作で震源
決定フラグを条件としない設定に
した場合は使用し、それ以外の設
定では使用しない。（デフォルトで
は動作しない）
外部出力については動作しない。

排他処理機能あり
○：画面では報知を変更するが、
外部出力では変更しないようにも

設定でできる。

設定機能なし：常に新しいものに
更新される。

設定機能なし：動作しない

設定機能あり：既に報知した地震
に対してキャンセル報が出された
とき出力する、出力しないから選
択。（デフォルト：既に報知した地
震に対してキャンセル報が出され
たとき出力する）

設定機能あり：デフォルトは動作しない。動作する
設定では、画面表示では「訓練報」と表示される。
外部出力は本物と同じ動作。

設定機能あり：デフォルトでは動作しない。PCソフト
内でのテスト地震により、画面表示では「テスト」と
表示し、外部出力は本物と同じ動作をする。

○ ○ 対応可能 ○
回線に専用線またはIP-VPNを使
用している

設定機能なし：動作しない
センターソフトにおいて排他処理
機能あり。端末へは同一内容の
情報は送信されない

○
設定機能なし：常に新しいものに
更新される。

設定機能なし：動作しない
既に報知した地震に対してキャン
セル報が出されたときのみ動作
する

設定機能あり：デフォルトは動作しない。動作する
設定では、本物と同じ動作をする。訓練報出力時に
は、事前に訓練を行う旨の放送をセンターから行う

端末には設定機能なし：動作する。
センターソフトでテスト報を出力するグループを選択
して、一部のグループに対してテスト報の出力が可
能。テスト出力では、「ただいまから緊急地震速報

○

(a)CATV事業者がC-ALERT協議
会から受信する場合：冗長化対応
可能
(b)CATV事業者がスカパーJSAT

論理回線は一系統 ×：放送型のため。
CATV局が放送に使用するネット
ワークを使用するため、第三者が
なりすますことはない

情報事務資材株式
会社

情報は送信されない。
更新 。

する。
、事前 訓練を行う旨 放送を 行う

運用とする。
能。 、 緊 震 報
の試験放送を行います」と２回報知する。

( ) 事業者
から受信する場合：冗長化されな
い

なりすますことはない。

設定機能なし：動作しない 排他処理機能あり ○
音声出力中は、別の地震の緊急
地震速報の出力は行わない。

設定機能なし：動作しない
既に報知した地震に対してキャン
セル報が出されたときのみ動作
する。

設定機能あり：デフォルトは動作しない。動作する
設定では、音声出力開始時に「ただいまから、緊急
地震速報の訓練を行います。」、終了時に「緊急地
震速報の訓練を終了します。」と報知。また、画面
上にも訓練報と表示。

テストは端末内の「テスト出力」ボタンからのみ行え
る。配信事業者からのテスト報配信はない。
音声出力開始時に「ただいまから、緊急地震速報
のテスト出力を行います。」、終了時に「緊急地震速
報のテスト出力を終了します。」と報知。また、画面
上にもテストと表示。

インターネット回線を利用するた
め、1秒未満という保証はできない
が、ベストエフォートの場合では1
秒未満とする。

○
サーバーおよびIPアドレスは複数
か用意されており、冗長化されて
いる。

×
サーバー接続時、ユーザ名とパス
ワードで認証を行う。その後はソ
ケット接続を保つ。

通常通り ２通目以降は廃棄 Ｘ 最新の地震情報を報知 設定により各端末に報知 端末に対して取消しを指示 何もしない 設定により報知（表示、音声） １秒未満
デジタル専用回線（６４Kｂｐｓ）

二重化 可能 Ｏ 公開鍵認証方式を採用

通常通り ２通目以降は廃棄 Ｘ
最新の地震情報を報知
オペレータにより選択可

“深発地震発生”を表示
地図上に震源マークを表示 取消しました。のメッセージ表示 何もしない ファイルに保存 Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｘ Ｎ／Ａ 深発地震発生用のマーク表示 表示が全て消える Ｎ／Ａ 全表示が点滅 Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ

4　頁目／全　30　頁



端末・配信状況調査　 別添　参考

伊藤忠テクノソ
リューションズ株式

会社

事業者

（許可番号順）

サーバーの機能 サーバーの機能

通信回線
サーバーから端末間の物理通信
回線の冗長化

セキュリティ対策(ウイルス対策
等)

不正な緊急地震速報（予報）を受
信した場合は配信等を行わない

設置環境良好(耐震対策等) 端末毎に接続の確認可能 端末毎に個別配信可能

端末毎に利用者の求めに応じて
訓練報・テスト報配信可能

どちらも配信している：　1
テスト報のみ配信している：　2
訓練報のみ配信している：　3
どちらも配信していない：　×

配信履歴の保存・管理 冗長化 無停電化 保守体制が整備

専用線・ＩＰ－ＶＰＮ推奨　固定ＩＰ 実施
高度セキュリティ確保済みのデー
タセンタ

○
耐震化された建物内で、耐震固
定も実施、空調導入済み

約15秒おきヘルスチェック　24時
間コールセンタ等で監視　電話連
絡

お客様申し込み可能のテスト報 × 保存
受信サーバー・各種配信サーバは２台１組の構成で、各
サーバーはそれぞれ別回線で気象業務支援センターか
ら緊急地震速報(予報)を受信している

データセンタの機能十分
24時間電話受付
機器保守は別途保守契約による

・インターネット
・NTTフレッツ網IPv6網（東：ドット
ネット。西：v6アプリ）

対応可能（特殊契約）
対策済み。
ウイルス対策、意図しない他者の
侵入を防ぐソフトの導入済み

行わない。
過去のものや地震動予報に必要
な要素が欠損した緊急地震速報
（予報）を受信した場合は廃棄し
配信や緊急地震速報（業）に用い
ない。

・FISC安全対策基準をクリア
・ビル全体は免震構造（震度7相
当に対応）、ラック本体は架台へ
固定
・ビル及びデータセンター設備
は、建築法と消防法に則り施工
・2系統異変電所受電及び非常用
自家発電施設
・警備員常時2名体制（24時間365
日警備）
・7重セキュリティ
・システム24時間365日監視
　（HomeSeismoお問い合わせ窓
口は平日9時30分～17時まで）

あり：ユーザページにて接続状態
をリアルタイム表示。端末のLED
でも確認可能。
サーバーとの切断が継続すると
E-mailにて利用者へ伝達する設
定機能あり。
ベーシックプラン：24時間以上
ライトプラン　　：1週間以上

端末毎に訓練報配信設定が可
能。
インターネット上のユーザページ
からユーザ自身がテスト報（震
度、猶予時間を設定可）を配信可
能。

どちらも配信している：　1
テスト報は利用者自身がインター
ネット上のユーザページより配信

約半年間の端末ごとに配信した
結果を保存可能。（期間ではなく
データ量で古いものから消える）
端末が震度１以上を予測した場
合は端末の動作履歴をセンター
にて別途保存管理

冗長化済み。サーバーは２台１組の構成。

対応済み。
データセンター提供の無停電電
源装置の導入により瞬断も生じな
い

平日9時30分～17時までの対応
端末が故障したときには別途契
約で代替端末を貸し出し可能
（代理店による保守サービスもあ
り）

（4）配信・許可事業者の能力

株式会社エイツー

気象業務支援センター～配信
サーバ（IP-VPN/64k）
配信サーバ～端末（インターネッ
ト）

なし

データセンターのゲートウェイに
ファイアーウォールを設置し外部
からの通信遮断、通信確認を実
施。

過去のものや地震動予報に必要
な要素が欠損した緊急地震速報
（予報）を受信した場合は廃棄し
配信や緊急地震速報（業）に用い
ない。

配信サーバはデータセンターに設
置

端末からの死活監視送信を記録
し、送信がない場合は管理者へ
メール通知。

サーバに個別配信機能はない
が、遠隔地より端末毎のテスト配
信は可能。
端末毎の個別配信選択は不可
（サーバへ死活監視を送信してい
る端末へ配信される）

1
記録領域の空きがあれば永続的
に保存可能。

東西のデータセンターへ各1台づつ配信サーバを設置し、
それぞれ別回線で気象業務支援センターより緊急地震
速報を受信。

データセンターに無停電電源装
置が導入されている。

ユーザー専用問い合わせ窓口を
用意。08:00-23:00 365日対応。端
末故障時は保守器を持参し現地
対応可能。配信サーバ故障時は
サーバ保守業者による復旧体制
あり。

(a)専用線・IP-VPNを前提
(b)安定した回線
(c)専用線/IP-VPN/インターネット
(d)インターネット(ルータ間でイン
ターネットVPNを構築)
(e)衛星専用線

(a)ほとんどの場合実施
(b)実施
(c)対応可能
(d)対応可能
(e)対応可能

(a)(b)高度セキュリティ確保済みの
データセンター
(c)ウィルス対策ソフトを導入済み
(d) ウィルス対策、意図しない他
者の侵入への対応をサーバー
機、ルータ等の通信機器で行って
いる。
(e)配信システムはインターネット
から独立しており、許可された運
用者以外は操作できないセキュリ
ティ対策が施されている。配信セ
ンターは、情報セキュリティマネジ
メントシステム(ISMS)認定、
ISO/IEC27001取得済み。

(a) (b) そのまま配信する。壊れた
電文や古い電文への対処は端末
にゆだねる。
(c) - (e) 電文が壊れている場合
は破棄して再配信しない。フォー
マットが正しく古い電文への対処
は端末にゆだねる（配信する）。

(a)(b)耐震化された建物内で、耐
震固定も実施、空調導入済み
(c)免震化されたデータセンターに
設置
(d) 耐震化された建物内で、耐震
固定も実施、空調導入済み
(e)建物の構造物やラックの据え
付けなどサービス提供に関する
設備は震度7の揺れでも耐えられ
るように考慮。空調や入室管理、
監視カメラなども設置。配信セン
ターの事業所全体をカバーする特
殊な避雷システムを導入し、構造
物への落雷や雷サージによる被
害も回避できる設備。

(a)約15秒毎にヘルスチェック。24
時間コールセンターで監視し、電
話連絡。
(b) 約15秒毎にヘルスチェック。異
常検知時120分おきにメール連
絡。
(c)サーバーから約50秒毎に死活
監視を実施。切断時にはメールで
通知。
(d)サーバーから15秒毎に送信す
る死活監視用の電文の送信と、
65秒毎に端末から送信される死
活監視用の電文受信で死活監視
を行う。利用者に対して電話等で
通知(24時間体制)。
(e)サーバーでは接続状態は確認
できない。

(a)(b)通常なし。端末毎にテスト報
の配信が可能。
(c)端末毎に本物、訓練の配信が
可能。
(d)個別配信はできない。
(e)個別配信はできない。

(a) (b) ２
(c) １：利用者がユーザ用Web画

面から指定することで可能。
(d) ２：端末から指定することで可

能。
(e) ×

(a)(b)保存
(c)最低1年間保存
(d) 全ての端末との接続履歴、配
信履歴を保存している。保存期間
は無期限。
(e)配信履歴を保存している。

(a)(b)受信サーバー・各種配信サーバーは2台1組の構成
で、各サーバーはそれぞれ別回線で気象業務支援セン
ターから緊急地震速報(予報)を受信している。
(c)複数台のサーバーでデュアル配信が可能。ロードバラ
ンサーにより冗長化されたサーバーからの配信が可能。
(d) サーバーは2台構成で、各サーバーはそれぞれ2回線
を使って(論理4回線、物理2回線)気象業務支援センター
から緊急地震速報(予報)を受信している。
(e)サーバーは2台1組の構成で、各サーバーはそれぞれ
別回線で気象業務支援センターから緊急地震速報(予報)
を受信している。

(a)(b) 無停電化されたデータセン
ター内に設置
(c)停電発生確率が極めて低い
データセンターに設置。停電時に
はデータセンターの無停電装置
がバックアップ。
(d) 無停電化されたデータセン
ター内に設置
(e)配信センターは2系統の商用
電源を受電、CVCFや発動発電機
も備え、ノンストップで電源供給可
能。また、配信サーバーなど2系
統で構成されるものはそれぞれ
別の電源系統から供給を行い、
万が一問題が発生してもサービ
ス継続されるように考慮。

(a)24時間電話受付。機器保守は
別途保守契約による。
(b)日中電話受付。
(c)24時間メール受付。通常は業
務時間内に電話で受付。
(d)24時間電話受付。
(e)配信センターでは24時間365
日、気象業務支援センターとの接
続状態、各種サーバーの状態、
衛星回線の状態などを監視し、障
害発生時には迅速に対応できる
体制。販売代理店による保守サ
ポートを契約可能。

株式会社 先端力学
シミュレーション研

究所

できない。

(a)専用線・IP-VPNを前提
(b)安定した回線
(c)専用線/IP-VPN/インターネット
(d)インターネット(ルータ間でイン
ターネットVPNを構築)
(e)衛星専用線

(a)ほとんどの場合実施
(b)実施
(c)対応可能
(d)対応可能
(e)対応可能

(a)(b)高度セキュリティ確保済みの
データセンター
(c)ウィルス対策ソフトを導入済み
(d) ウィルス対策、意図しない他
者の侵入への対応をサーバー
機、ルータ等の通信機器で行って
いる。
(e)配信システムはインターネット
から独立しており、許可された運
用者以外は操作できないセキュリ
ティ対策が施されている。配信セ
ンターは、情報セキュリティマネジ
メントシステム(ISMS)認定、
ISO/IEC27001取得済み。

(a) (b) そのまま配信する。壊れた
電文や古い電文への対処は端末
にゆだねる。
(c) - (e) 電文が壊れている場合
は破棄して再配信しない。フォー
マットが正しく古い電文への対処
は端末にゆだねる（配信する）。

(a)(b)耐震化された建物内で、耐
震固定も実施、空調導入済み
(c)免震化されたデータセンターに
設置
(d) 耐震化された建物内で、耐震
固定も実施、空調導入済み
(e)建物の構造物やラックの据え
付けなどサービス提供に関する
設備は震度7の揺れでも耐えられ
るように考慮。空調や入室管理、
監視カメラなども設置。配信セン
ターの事業所全体をカバーする特
殊な避雷システムを導入し、構造
物への落雷や雷サージによる被
害も回避できる設備。

(a)約15秒毎にヘルスチェック。24
時間コールセンターで監視し、電
話連絡。
(b) 約15秒毎にヘルスチェック。異
常検知時120分おきにメール連
絡。
(c)サーバーから約50秒毎に死活
監視を実施。切断時にはメールで
通知。
(d)サーバーから15秒毎に送信す
る死活監視用の電文の送信と、
65秒毎に端末から送信される死
活監視用の電文受信で死活監視
を行う。利用者に対して電話等で
通知(24時間体制)。
(e) サーバーでは接続状態は確
認できない。

(a)(b)通常なし。端末毎にテスト報
の配信が可能。
(c)端末毎に本物、訓練の配信が
可能。
(d)個別配信はできない。
(e)個別配信はできない。

(a) (b) ２
(c) １：利用者がユーザ用Web画
面から指定することで可能。
(d) ２：端末から指定することで可
能。
(e) ×

(a)(b)保存
(c)最低1年間保存
(d) 全ての端末との接続履歴、配
信履歴を保存している。保存期間
は無期限。
(e)配信履歴を保存している。

(a)(b)受信サーバー・各種配信サーバーは2台1組の構成
で、各サーバーはそれぞれ別回線で気象業務支援セン
ターから緊急地震速報(予報)を受信している。
(c)複数台のサーバーでデュアル配信が可能。ロードバラ
ンサーにより冗長化されたサーバーからの配信が可能。
(d) サーバーは2台構成で、各サーバーはそれぞれ2回線
を使って(論理4回線、物理2回線)気象業務支援センター
から緊急地震速報(予報)を受信している。
(e)サーバーは2台1組の構成で、各サーバーはそれぞれ
別回線で気象業務支援センターから緊急地震速報(予報)
を受信している。

(a)(b) 無停電化されたデータセン
ター内に設置
(c)停電発生確率が極めて低い
データセンターに設置。停電時に
はデータセンターの無停電装置
がバックアップ。
(d) 無停電化されたデータセン
ター内に設置
(e)配信センターは2系統の商用
電源を受電、CVCFや発動発電機
も備え、ノンストップで電源供給可
能。また、配信サーバーなど2系
統で構成されるものはそれぞれ
別の電源系統から供給を行い、
万が一問題が発生してもサービ
ス継続されるように考慮。

(a)24時間電話受付。機器保守は
別途保守契約による。
(b)日中電話受付。
(c)24時間メール受付。通常は業
務時間内に電話で受付。
(d)24時間電話受付。
(e)配信センターでは24時間365
日、気象業務支援センターとの接
続状態、各種サーバーの状態、
衛星回線の状態などを監視し、障
害発生時には迅速に対応できる
体制。販売代理店による保守サ
ポートを契約可能。

専用線／IP-VPN／インターネット
（ルータ間でインターネットVPNを
構築）

対応可能

ウィルス対策、意図しない他者の
侵入への対応をサーバー機、
ルータ等の通信機器で行ってい
る。

電文が壊れている場合は破棄し
て再配信しない。フォーマットが正
しく古い電文への対処は端末に
ゆだねる（配信する）。

耐震化された建物内で、耐震固
定も実施、空調導入済み

サーバーから15秒毎に送信する
死活監視用の電文の送信と、65
秒毎に端末から送信される死活
監視用の電文受信で死活監視を
行う。利用者に対して電話等で通
知(24時間体制)。

テスト情報に限り、個別配信可
能。本物の緊急地震速報、訓練
報については全端末に配信。

２：端末から指定することで可能。
全ての端末との接続履歴、配信
履歴を保存している。保存期間は
無期限。

サーバーは2台構成で、各サーバーはそれぞれ2回線を
使って(論理4回線、物理2回線)気象業務支援センターか
ら緊急地震速報(予報)を受信している。

無停電化されたデータセンター内
に設置

24時間電話受付。端末が故障し
た場合は、コールドスタンバイの
予備機との交換が可能。

専用線・IP-VPN 対応可能 ウィルス対策ソフトを導入済み。

電文が壊れている場合は破棄し
て再配信しない。フォーマットが正
しく古い電文への対処は端末に
ゆだねる（配信する）。

免震化されたデータセンターに設
置。

サーバーから約50秒毎に死活監
視を実施。切断時にはメールで通
知。

端末毎に本物、訓練の配信が可
能。

１：利用者がユーザ用Web画面か
ら指定することで可能。

最低一年間保存。
複数台のサーバーでデュアル配信が可能。ロードバラン
サーにより冗長化されたサーバーからの配信が可能。

停電発生確率が極めて低いデー
タセンターに設置。停電時には
データセンターの無停電装置が
バックアップ。

24時間メール受付。通常は業務
時間内に電話で受付。

CATV網

CATV事業者インフラにより冗長
化を考慮。CATV事業者によって
は、重要線路における光伝送路
の冗長化、線路内の光受信ノード
の機器冗長化などで伝送路の

ウィルス対策、情報暗号化、端末
認証機能あり。

古い緊急地震速報を受信したり、
電文が壊れている場合は、破棄し
て動作しない

CATV事業者の環境によるが、お
おむね耐震固定実施、空調導入
済みの良好な環境に設置

放送型のため、接続確認機能は
ない。

グループ毎にテスト報の配信が可
能。

×

告知放送の放送履歴は緊急地震
速報以外の緊急放送や一般放送
も含めて1万件保存され、それ以
上になると古いものから削除され

システム主要構成機器は冗長化されている。
自家発電設備、放送機材無停電
化あり。

システムエンジニアによる対応と
一部リモート監視機能あり。

情報事務資材株式
会社

の機器冗長化などで伝送路の
ルートが冗長化されている場合も
ある。

認証機能あり。
て動作しない。 済みの良好な環境に設置。

。 能。
上になると古いものから削除され
る。

あり。 部リ 視機能あり。

インターネット回線
インターネット回線であるので、網
の部分のみ冗長構成である。

ウィルス等の影響を受けにくい独
自ソフトウェアを含む構成を使
用。

電文が壊れている場合でも電文
種別が読めれば配信を行う。古い
電文・壊れた電文への対処は主
に端末にゆだねる。

耐震固定、冗長電源等装備した
サーバールームに設置されてい
る。

固有端末のハードウェアIDおよび
認証情報により接続状況の確認
は可能。

個別配信の機能はなし。 × 保存機能あり。 冗長化されている。 無停電電源が装備されている。
コールセンターにて受付(9:00～
21:00)。
代替機交換可能。

専用回線、ＩＰＶＰＮ，インターネッ
ト

可能 Linux Server Security Soft

過去のものや地震動予報に必要
な要素が欠損した緊急地震速報
（予報）を受信した場合は破棄し
配信や緊急地震速報（業）に用い
ない

良好 可能 可能 2 あり あり あり 整備されている

Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ 整備されている

Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ 整備されている
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端末・配信状況調査　 別添　参考

伊藤忠テクノソ
リューションズ株式

会社

事業者

（許可番号順）

配信・許可事業者によるサポート 配信・許可事業者によるサポート

利用者に連絡する手段あり 利用者の利用方法の把握 気象庁から端末までの配信経路を公開

サーバー端末間の通信手順やデータフォーマットを公
開

　　公開する：○
　　公開しない：×

利用者からの配信状況問い合わせに対応可能
ガイドラインに記された必須項目を全て満たした場合にはその

旨を公開

・　気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保守
によるサービス停止の通知等をメールで連絡
・　大きい地震の場合当日（または翌日）速報を送付
・　毎月ニュースレターを送付

販売時も事後も利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切な利用
についてご案内

利用者に対する配信経路は一経路のみ。
気象業務支援センター　→　ＡＮＥＴ　→　顧客

×（データフォーマットについては、秘密保持契約締結
先には公開）

24時間、緊急地震速報や自社ソフトウェア等の専門的な知識を有す
る職員が対応可能（夜間はコールセンタ取次ぎ）

(ガイドライン制定時には対応予定)
現状は既に明示している

気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保守によ
るサービス停止の通知等をメールで連絡

エイツーは把握していない
代理店によっては運用までサポート可

気象業務支援センター　→　HomeSeismoデータセンター（株式会社エイツー）　→　緊急地震
速報受信端末（HomeSeismo　HS301）
Webサイトに明示している。

別途契約で、
気象業務支援センター　→　HomeSeismo再配信サーバー（契約者）　→　緊急地震速報受
信端末（HomeSeismo　HS301）も可。

△：公開可能なものは公開する。
セキュリティ上公開できないものもあり。

平日9時30分～17時までの対応 (ガイドライン制定時には対応予定)

株式会社エイツー

各端末の設置場所の連絡先を所有（主にマンション設置のため管理会社、
管理人室）
端末メンテナンス時などは管理会社経由で入居者への告知を書面で行う。

弊社が端末を導入後、ユーザーが設定変更などはできない。
※端末メンテナンス等はシーファイブが実施。

マンション入居説明会などで入居者へ説明。
気象業務支援センター→株式会社シーファイブ→緊急地震速報受信端末（EQ-RV10）

△：公開可能なものは公開する。
セキュリティ上公開できないものもあり。

ユーザー専用問い合わせ窓口を用意。08:00-23:00 365日対応。 (ガイドライン制定時には対応予定)

(a)(b)気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保
守によるサービス停止の通知等をメールで連絡。大きい地震の場合、当日
(または翌日)速報を送付。毎月ニュースレターを送付。
(c)顧客専用のメーリングリストを作成して、気象庁からの情報を配信。
(d)気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保守
によるサービス停止の通知等を電話・メールで連絡。
(e) 気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保守
によるサービス停止の通知等を電話・メール・サービス専用WEBで連絡。

(a)(b)販売時も事後も利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切
な利用についてご案内。
(c)顧客導入時に、顧客毎に管理表を作成して利用形態を把握。
(d) 端末設置時に利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切な利
用について助言を実施。
(e)サービス契約時に利用者の利用形態を把握し、必要に応じて緊急地震
速報の適切な利用について、助言を実施。

(a)(b)利用者に対する配信経路は一経路のみ。気象業務支援センター→ANET→端末
(c)利用者に対する配信経路は一経路のみ。気象業務支援センター→リアルタイム地震情報
利用協議会→端末。配信構成図を渡して明示。
(d)利用者に対する配信経路は１経路のみ。気象業務支援センター→アイテック阪急阪神
(株)→Quick-i。取扱説明書に明示。
(e)利用者に対する配信経路は一経路のみ。気象業務支援センター→スカパーJSAT(株)→
衛星受信機→端末。サービス専用WEBや取扱説明書に明示。

(a) - (e)：○：秘密保持契約の上、配信事業者より手
順・フォーマットが公開されている。

(a)24時間緊急地震速報の専門的知識を有する職員が対応可能。夜
間はコールセンターで取次ぎ。
(b)日中、緊急地震速報の専門的知識を有する職員が対応可能。
(c)保守専用員が電話対応。
(d) 24時間緊急地震速報や端末の専門的知識を有する職員が対応
可能。
(e)代理店経由、24時間配信状況の問い合わせに対応。サービス専
用WEBでは常時、配信状況を公開。

ガイドライン制定時には対応予定。

株式会社 先端力学
シミュレーション研

究所

(a)(b)気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保
守によるサービス停止の通知等をメールで連絡。大きい地震の場合、当日
(または翌日)速報を送付。毎月ニュースレターを送付。
(c)顧客専用のメーリングリストを作成して、気象庁からの情報を配信。
(d)気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保守
によるサービス停止の通知等を電話・メールで連絡。
(e) 気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保守
によるサービス停止の通知等を電話・メール・サービス専用WEBで連絡。

(a)(b)販売時も事後も利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切
な利用についてご案内。
(c)顧客導入時に、顧客毎に管理表を作成して利用形態を把握。
(d) 端末設置時に利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切な利
用について助言を実施。
(e)サービス契約時に利用者の利用形態を把握し、必要に応じて緊急地震
速報の適切な利用について、助言を実施。

(a)(b)利用者に対する配信経路は一経路のみ。気象業務支援センター→ANET→端末
(c)利用者に対する配信経路は一経路のみ。気象業務支援センター→リアルタイム地震情報
利用協議会→端末。配信構成図を渡して明示。
(d)利用者に対する配信経路は１経路のみ。気象業務支援センター→アイテック阪急阪神
(株)→Quick-i。取扱説明書に明示。
(e)利用者に対する配信経路は一経路のみ。気象業務支援センター→スカパーJSAT(株)→
衛星受信機→端末。サービス専用WEBや取扱説明書に明示。

(a) - (e)：○：秘密保持契約の上、配信事業者より手
順・フォーマットが公開されている。

(a)24時間緊急地震速報の専門的知識を有する職員が対応可能。夜
間はコールセンターで取次ぎ。
(b)日中、緊急地震速報の専門的知識を有する職員が対応可能。
(c)保守専用員が電話対応。
(d) 24時間緊急地震速報や端末の専門的知識を有する職員が対応
可能。
(e)代理店経由、24時間配信状況の問い合わせに対応。サービス専
用WEBでは常時、配信状況を公開。

ガイドライン制定時には対応予定。

気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保守によ
るサービス停止の通知等を電話・メールで連絡。

端末設置時に利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切な利用
について助言を実施。

利用者に対する配信経路は１経路のみ。気象業務支援センター→アイテック阪急阪神(株)→
Quick-i。
取扱説明書に明示するとともに、気象業務支援センターとアイテック阪急阪神の間の接続状
態についても端末PC画面に表示。これにより、緊急地震速報を受信できる状態であるか否
かが分かる。

○：秘密保持契約の上、配信事業者より手順・フォー
マットが公開されている。

24時間緊急地震速報や端末の専門的知識を有する職員が対応可
能。

ガイドライン制定時には対応予定。

顧客専用のメーリングリストを作成して、気象庁からの情報を配信。
導入時に利用形態を把握。設置工事まで一貫して行うため、先に接続さ
れる機器についても把握している。

利用者に対する配信経路は一経路のみ。気象業務支援センター→リアルタイム地震情報利
用協議会→端末。配信構成図を渡して明示。

○：秘密保持契約の上、配信事業者より手順・フォー
マットが公開されている。

保守専用員が電話対応。 ガイドライン制定時には対応予定

気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保守によ
るサービス停止の通知等を通知している。

端末設置時に把握できている。
利用者に対する配信経路は、CATV事業者ごとに異なるが、1つのCATV事業者につき一経
路のみ。気象業務支援センター→C-ALERT協議会→CATV事業者→端末、または気象業務
支援センター→スカパーJSAT→CATV事業者→端末

×：告知システムの一部であるため、センター設備と端
末間の仕様のみを取り出すことはできない。従って公
開しない

平日日中の対応可能。 ガイドライン制定時には対応予定

情報事務資材株式
会社

停 通 等を通 。
支援センター→スカパーJSAT→CATV事業者→端末 開しない。

あり（電話、郵送、端末の画面表示が可能）
データベースにて管理。ただし、端末は外部出力機能を持たないため、端
末からの報知以外の用途には使用できない。

利用者に対する配信経路は、一経路のみ。気象業務支援センター→ウェザーニューズ→端
末
現状では取扱説明書には記載なし。

○：秘密保持契約の上、配信事業者より手順・フォー
マットが公開されている。

配信記録の確認等の問い合わせはコールセンターで対応。 ガイドライン制定時には対応予定

あり 把握 明示 × 可能 明示する

あり 把握 明示 N/A 可能 明示する

あり 把握 明示 N/A 可能 明示する
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端末・配信状況調査　 別添　参考

価格 その他
（1）端末基礎機能

販売価格 通信費等運営費(月間) 製品紹介ホームページURL （備考）

端末 製造者（製造元） 製品名
型番

（ｿﾌﾄｳｪｱの場合はﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理番号） 製造年月日
サーバーとの接続監視、通信障害の検知

　　　　　　　　　　　　　　　　　製品の用途

　Ａ　機械・館内放送設備等の自動制御
　Ｂ　オペレーターを介した機械・館内放送設備等の制御
　Ｃ　端末の報知による人の危険回避

演算方式 受信装置の種類
事業者

（許可番号順）

1

伊藤忠テクノソリューションズ株
式会社・
三菱スペース・ソフトウェア株式
会社

緊急地震速報受信・通報システ
ム

タイプＡ・タイプＢ・タイプＳ 2006年08月～ Ａ 端末予報型
サーバシステム一式
（LinuxまたはWindows向けソフ
ト内蔵）

数百万円程度（システ
ム込み）

2.5万円　（配信費用月額　回線別
途）

http://www.anetrt.net/
約15秒おきヘルスチェック　24時間コールセンタ等
で監視　電話連絡

2 株式会社ＡＮＥＴ ＥＱＭｅｓｓｅｎｇｅｒ　ＤＸ ver.2 2009年10月～ Ａ 端末予報型

サーバシステム・Windows向け
ソフト
　（システム販売前提）

百数十万円程度（シス
テム込み）

2.5万円　（配信費用月額　回線別
途）

http://www.anetrt.net/
http://www.anetrt.net/servic
e/eew/receive/soft.html

約15秒おきヘルスチェック　24時間コールセンタ等
で監視　電話連絡

3 株式会社ＡＮＥＴ ＥＱＭｅｓｓｅｎｇｅｒ　７ ver.2 2009年10月～ Ａ 端末予報型
ＰＣ・Windows向けソフト
　（システム販売前提）

数十万円（システム込
み）

2.5万円　（配信費用月額　回線別
途）

http://www.anetrt.net/
http://www.anetrt.net/servic
e/eew/receive/soft.html

約15秒おきヘルスチェック　24時間コールセンタ等
で監視　電話連絡

4 株式会社ＡＮＥＴ
ＥＱＭｅｓｓｅｎｇｅｒ　Ｓｔ
ｄ

ver.2 2008年10月～ Ｃ 端末予報型 ＰＣ・Windows向けソフト
定価　４万円（ソフト
のみ）

0.6万円　（配信費用月額　回線別
途）

http://www.anetrt.net/
http://www.anetrt.net/servic
e/eew/receive/soft.html

約15秒おきヘルスチェック　120分おきメール連絡

5 株式会社ＡＮＥＴ ＥＱ＋ （型番なし） 2009年10月～ Ａ，Ｂ，Ｃ

配信側サーバにて予測　結果を
配信

※気象情報配信も含む
ＰＣ・Windows向けソフト 配信費用に含む

3.0万円　（配信費用月額　回線別
途）
※気象情報配信も含む

http://www.anetrt.net/
http://www2.anetrt.net/index
html

接続が切断される度に画面表示、メール連絡

株式会社ＡＮＥＴ

5 株式会社ＡＮＥＴ ＥＱ＋ （型番なし） 2009年10月 Ａ，Ｂ，Ｃ
※気象情報配信も含む

ＰＣ Windows向けソフト 配信費用に含む
※気象情報配信も含む

http //www.anetrt.net/
.html

接続が切断される度に画面表示、メ ル連絡

6
計算結果配信：株式会社ＡＮＥＴ
端末：パトライト株式会社 ＦＴＥ－ＡＮＴ （型番なし） 2007年10月～ Ａ，Ｂ，Ｃ

配信側サーバにて予測　結果を
配信

表示専用端末 端末定価　20万円弱
2.5万円　（配信費用月額　回線別
途）

http://www.anetrt.net/
約15秒おきヘルスチェック　24時間コールセンタ等
で監視　電話連絡

1 パトライト株式会社 ＦＴＥ－ＭＪ N/A 2007年10月～ Ａ，Ｂ，Ｃ サーバ予報型 緊急地震速報専用端末 ｵｰﾌﾟﾝ価格 販売店による
http://www.patlite.jp/download/P
ATLITE_FTE-D04_2224H.pdf

サーバーから端末に向けて15秒毎に送信される死活監
視データを監視。切断したときは液晶画面にて表示

2 明星電気㈱ ＱＣＡＳＴ　受信ユニット
Ｓ７４０－ＭＪ
(Ver2.0.6)／ 2008年1月31日～ Ａ，Ｃ サーバ予報型

緊急地震速報専用端末
（再配信あり） Ｎ／Ａ

配信事業者による
保守費用は別途

http://www.meisei.co.jp/special/q
cast/
http://www.meisei.co.jp/products
/earthq/s740.html

製造中止予定なし

端末及びサーバ相互に設定時間
（デホルト60秒）毎に死活監視を行い、切断したときは表
示、メール通知、接点出力。

http://www.meisei.co.jp/special/q
cast/

端末 び バ相 定時

三菱スペース・ソフ
トウエア株式会社

1 明星電気㈱ ＱＣＡＳＴ　受信ユニット
Ｓ７４０

(Ver2.0.6) 2008年1月31日～ Ａ，Ｃ 端末予報型
緊急地震速報専用端末

（再配信あり） 標準価格　３３万円
配信事業者による
保守費用は別途

cast/
　及び
http://www.meisei.co.jp/products
/earthq/s740.html

製造中止予定なし

端末及びサーバ相互に設定時間
（デホルト60秒）毎に死活監視を行い、切断したときは表
示、メール通知、接点出力。

2 明星電気㈱ ＱＣＡＳＴ　受信装置

Ｓ７０４－FC2
(Ver3.0.2)

2004年2月1日～ Ａ，Ｃ 端末予報型
緊急地震速報専用端末

（再配信あり）ソフトハード一体 標準価格　２１０万円
配信事業者による
保守費用は別途

http://www.meisei.co.jp/special/q
cast/
http://www.meisei.co.jp/products
/earthq/s704.html

製造中止予定なし

端末及びサーバ相互に設定時間
（デホルト60秒）毎に死活監視を行い、切断したときは表
示、メール通知、接点出力。

3 明星電気㈱ ＱＣＡＳＴ　警報ユニット
Ｓ７０５

(～Ver4.2.9) 2004年2月1日～ Ａ，Ｃ 端末予報型 緊急地震速報専用端末 標準価格　９８万円
配信事業者による
保守費用は別途 なし H.20年3月製造中止

端末及びサーバ相互に設定時間
（デホルト60秒）毎に死活監視を行い、切断したときは表
示、メール通知、接点出力。

明星電気株式会社

1 （株）ハレックス
緊急地震速報提供システム
“なまずきん” Ver. 3.36 2010年3月31日 Ａ，Ｂ，Ｃ 端末予報型 緊急地震速報専用端末

210,000円（基本構成、3
年保守契約の場合）

75,000円（基本構成：3年契約）
http://www.halex.co.jp/halexbrain
/earthquake/index.html

センターサーバから端末に向けて30秒ごとに死活監視を
行い、切断したときは画面に表示

2 （株）パトライト FTE-D04型 N/A N/A Ａ，Ｃ サーバ予報型 緊急地震速報表示端末 N/A N/A http://www.patlite.jp
センターサーバからサーバに向けて30秒ごとに死活監視
を行い、切断したときは画面に表示

3 (株)ハレックス なまずきん　Desktop Ver.4.1.1.0(OCN)、Ver.4.1.1.1(FLETS) 2009年6月24日 Ｃ 端末予報型 汎用PC（OS: Windows） 該当しない 500円（月額）
http://www.ocn.ne.jp/jishinsokuho
/howto/#01

インターネットによる提供のため、監視機能はなし

1 白山工業株式会社 表示ソフトウェア KS-2000H（ver.1.5） 2009年10月1日 Ｂ，Ｃ 端末予報型 ウィンドウズ用のソフトウェア N/A N/A
http://www.hakusan.co.jp/kinkyu-
jishin/pdf/cat_ks-2000h.pdf

ソフトから受信端末（KB-2000Tなど）に対して10秒ごとに
死活監視を行い、異常時には画面で通知。

2 白山工業株式会社 緊急地震速報 受信機

KB-2000T・KB-2100T（ver.1.5）
KB-2000J・KB-2100J（ver.1.5）
SB-2000・SB-2100（ver.1.5）
KB-3000（ver.2.0）＋KB-1100（ver.2.0）
※KB-3000（再配信サーバ）とKB-1100（接点
制御端末）はセットで使用

2000シリーズ ： 2009年11月30日
2100シリーズ ： 2009年11月30日
KB-3000・KB-1100 ：2009年10月
7日

Ａ，Ｂ，Ｃ 端末予報型 緊急地震速報専用端末 N/A N/A
http://www.hakusan.co.jp/kinkyu-
jishin/products/index.shtml

死活監視の間隔は配信事業者のサービスに依存する
が、端末側ではサーバとの接続が切断された場合にLED
の点滅および接点出力にて通知可能。

株式会社ハレックス

白山工業株式会社
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

株式会社ＡＮＥＴ

（1）端末基礎機能

音声や表示による報知機能

予測震度及び猶予時間の伝達＊
１

画面表示やライトなど(具体的な
報知内容を記述のこと)

受信してから0.2秒以内に報知または制御を開始 不正な緊急地震速報（予報）を受信した場合の対処方法 動作履歴の保存 耐震固定等地震の揺れへの対策が可能 自己診断機能 外部出力機能 テスト報により試験ができること
端末単独で外部出力の試験がで
きること

端末単独で外部出力の試験機能
を有している

　　有している：○
　　有してしない：×

訓練報により訓練支援の報知が
できる

　　できる：○
　　できない：×

○ 動作しない ○ 耐震固定器具を使用 切断時画面表示あり あり　別途接点装置必要 ○ 画面表示、別途表示灯等 該当しない ○ ○ ×

○ 動作しない ○ 耐震固定器具を使用 切断時画面表示あり あり　別途接点装置必要 ○ 画面表示、別途表示灯等

　　　　　　　○
任意時刻テスト電文（申込制）
によるセルフ訓練可能

○ ○ ×

○ 動作しない ○ 耐震固定器具を使用 切断時画面表示あり あり　別途接点装置必要 ○ 画面表示、別途表示灯等

　　　　　　　○
任意時刻テスト電文（申込制）
によるセルフ訓練可能

○ ○ ×

○ 動作しない なし 耐震固定器具を使用 切断時画面表示あり なし ○ 画面表示、別途表示灯等 該当しない ○ ○ ×

○ 動作しない ○ 耐震固定器具を使用 切断時画面表示あり あり　別途接点装置必要 ○ 画面表示、別途表示灯等 該当しない ○ ○ ×

三菱スペース・ソフ
トウエア株式会社

○ 動作しない ○ 耐震固定器具を使用 切断時画面表示あり あり　別途接点装置必要 ○ 画面表示、別途表示灯等 該当しない ○ ○

○ 動作しない なし 壁掛け用のねじ止めあり 切断時画面表示あり あり　接点装置内蔵　４接点 ○ 画面表示、別途表示灯等

　　　　　　　○
任意時刻テスト電文（申込制）
によるセルフ訓練可能

○ ○ ×

○

端末としては、配信サーバーから専用のプロトコルで送
信された情報を受信すると、必ず地震速報を報知しま
す。
よって、不正な地震速報は、配信サーバー側で不正と判
断し、送信しないことにより、端末では受信せず、動作し
ないことになります。

あり、20電文まで保存可。 壁掛け用のねじ止めあり
切断時、時刻合わせ失敗時等、液晶画面にメッ
セージを表示

あり、接点数４。接点毎に震度、タ
イミングの指定が可能。

液晶画面：予測震度と猶予時間
音声：猶予時間のみ（デフォルト）

端末自体が備えているLEDラン
プ、液晶画面、後付音声による伝
達

　　　　　　　　　　　○：
テスト電文を受けて接点信号とし
て出力することが可能。

　　　　　　　　　　　○：
制御対象機器を接続しておけば、
テスト電文を受けて制御対象機器
まで含めた一連のテストを実施す
ることが可能

○
本体機能に単独で動作するデモ
モードがあり、実際に受信する地
震速報を設定し、端末単独で訓

練報知可能。
その際に外部出力リレーの制御
設定をしていれば、端末単独でリ
レー（外部出力）を制御します。

○
配信サーバーから訓練報を地震
速報として送信され、端末で受信
することにより、訓練報により訓

練支援の報知が可能となります。

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文はログは残すが動作しない。

あり、保存情報は以下の通り
（ａ）　電文データ
（ｂ）　上位サーバ通信履歴
（ｃ）　演算結果
（ｄ）　エラー
（ｅ）　操作、接点出力、動作履歴
など
（ｆ）　過去地震
（ｇ）　再配信状態
（ｈ）　メール送信
（ｉ）　その他　ＩＰ－Ｖ６状態記録）

壁かけ用金具とのねじ止めあり
あり：通信障害時には、表示、接点出力、停電時
にＬＥＤ表示、その他のエラー、時刻情報未受信
では、表示及びメール通知

あり：接点数８
接点毎に震度、時間の範囲設定
可
キャンセル報、通信障害、深発地
震津波条件及び訓練報動作の設
定可能
メールにより外部通知可能

○

大型LED表示器及び内臓スピー
カにより、推定震度及び猶予時間
を文字、音声により伝達する。
あいまい表現音声が可能

○ ：テスト電文を受けて接点信号
として出力することが可能。
また、個別の設定により出力しな
いことも可能。

○：テスト電文を受けて制御対象
機器まで含めた一連のテスト機能
を行うことが可能。

○ ○

あり、保存情報は以下の通り
（ａ）　電文データ
（ｂ）　上位サーバ通信履歴
（ｃ）　演算結果

あり：接点数８
接点毎に震度、時間の範囲設定

大型LED表示器及び内臓スピー ○ ：テスト電文を受けて接点信号

明星電気株式会社

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文はログは残すが動作しない。

（ｄ）　エラー
（ｅ）　操作、接点出力、動作履歴
など
（ｆ）　過去地震
（ｇ）　再配信状態
（ｈ）　メール送信
（ｉ）　その他　ＩＰ－Ｖ６状態記録）

壁かけ用金具とのねじ止めあり
あり：通信障害時には、表示、接点出力、停電時
にＬＥＤ表示、その他のエラー、時刻情報未受信
では、表示及びメール通知

可
キャンセル報、通信障害、深発地
震津波条件及び訓練報動作の設
定可能
メールにより外部通知可能

○

大型LED表示器及び内臓スピー
カにより、推定震度及び猶予時間
を文字、音声により伝達する。
あいまい表現音声が可能

○ ：テスト電文を受けて接点信号
として出力することが可能。
また、個別の設定により出力しな
いことも可能。

○：テスト電文を受けて制御対象
機器まで含めた一連のテスト機能
を行うことが可能。

○ ○

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文はログは残すが動作しない。

あり、保存情報は以下の通り
（ａ）　電文データ
（ｂ）　上位サーバ通信履歴
（ｃ）　演算結果
（ｄ）　エラー
（ｅ）　操作、接点出力、動作履歴
など
（ｆ）　過去地震
（ｇ）　再配信状態
（ｈ）　メール送信

要望によりＰＣの耐震固定器具を使用
あり：通信障害時には、表示、接点出力、その他
のエラー、時刻情報未受信では、表示及びメー

ル通知

あり：接点数１６
接点毎に震度、時間の範囲設定
可
キャンセル報、通信障害、深発地
震津波条件及び訓練報動作の設
定可能
メールにより外部通知可能

○

文字、音声による伝達に加え、震
央から地震波が伝わる様子のア
ニメーション表示機能有
別ウインドウにより最大２００地点
の推定結果の表示が可能

○ ：テスト電文を受けて接点信号
として出力することが可能。
また、個別の設定により出力しな
いことも可能。

○：テスト電文を受けて制御対象
機器まで含めた一連のテスト機能
を行うことが可能。

○ ○

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文はログは残すが動作しない。

あり、保存情報は以下の通り
（ａ）　電文データ
（ｂ）　上位サーバ通信履歴
（ｃ）　演算結果
（ｄ）　エラー
（ｅ）　操作、接点出力、動作履歴
など
（ｆ）　過去地震

壁かけ用金具とのねじ止めあり
あり：通信障害時には、表示、接点出力、その他
のエラー、時刻情報未受信で表示

あり：接点数８
接点毎に震度、時間の範囲設定
可
キャンセル報、通信障害、深発地
震津波条件及び訓練報動作の設
定可能

○

大型LED表示器及び内臓スピー
カにより、推定震度及び猶予時間
を文字、音声により伝達する。
あいまい表現による報知を行う。

○ ：テスト電文を受けて接点信号
として出力する ○：テスト電文を受けて制御対象

機器まで含めた一連のテスト機能
を行うことが可能。

× ×

株式会社ハレックス

白山工業株式会社

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文は廃棄し動作しない。

あり（1ヶ月単位で、容量の許す限
り保存が可能）

PCの耐震固定器具を使用 エラーは端末ログに出力。
あり：接点数８、接点ごとに閾値設

定可
○

文字、音声による伝達に加え、震
央から地震波が伝わる様子のア
ニメーション表示機能あり　また、
三色灯による警告機能あり

○：テスト電文を受けて接点信号
として出力することが可能

○：テスト電文を受けて制御対象
機器までを含めた一連の機能を
テストすることが可能

○ ○

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文は廃棄し動作しない。

最大20件まで保存 壁かけ用のねじ止めあり N/A
あり：接点数４、接点ごとに閾値設

定可
○

端末自体が備えている三色灯、
文字、音声による伝達

○：テスト電文を受けて接点信号
として出力することが可能

○：テスト電文を受けて制御対象
機器までを含めた一連の機能を
テストすることが可能

○ ○

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文は廃棄し動作しない。

一部あり。電文受信履歴、エラー
履歴をそれぞれのログファイルに
保存。それらを見るユーザイン
ターフェースはない。

契約した個人のPCであるため不明
通信障害時には、回線切断の旨をメイン画面に
表示する。

個人PCモニター画面と音声で報
知する機能に特化しているため、
外部出力はなし

○
文字、音声による伝達に加え、震
央から地震波が伝わる様子のア
ニメーション表示機能あり

個人PCモニター画面と音声で報
知する機能に特化しているため、
外部出力はなし

個人PCモニター画面と音声で報
知する機能に特化しているため、
外部出力はなし

× ○

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文は廃棄し動作しない。

状況によるが数ヶ月は保存可能。 PCの耐震固定器具を使用
時刻同期の異常、配信が受けられなくなった場
合など、異常を表示で通知する機能あり。

ソフトウェアのためなし ○
文字、音声による伝達に加え、震
央から地震波が伝わる様子のア
ニメーション表示機能あり

○：テスト電文による動作と分か
る表示

ソフトウェアのためなし × ○

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文は廃棄し動作しない。

状況によるが数ヶ月は保存可能。
一部の機種でラックマウント金具あり。金
具がない物はPC用の耐震ベルトなどで固
定。

時刻同期の異常、配信が受けられなくなった場
合など、LEDの点滅および接点出力にて通知可
能。

2000シリーズ ： 8接点
2100シリーズ ： 18接点

KB-3000・KB-1100 ： 18接点
接点ごとに個別に閾値や異常通

知などを設定可能

○
（ただし、接点に接続された機器

に依存）

○
（ただし、接点に接続された機器

に依存）
○：テスト電文を受けて接点信号
として出力することが可能。

×：制御対象機器は、エレベータ・
放送設備など他社製品のため、
確認できるのは弊社側接点出力

まで。

○ ○
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

株式会社ＡＮＥＴ

（1）端末基礎機能 （2）地震動予報機能 （3）報知・制御出力条件設定機能

緊急地震速報の精度情報による
動作

時刻のズレが日本標準時に対し1
秒以内になるよう自動時刻校正

不正な緊急地震速報（予報）を受
信した場合は地震動予報を行わ
ない

予報履歴の保存し、利用者が参
照可能

気象庁の発表する緊急地震速報
の内容等の変更に対応可能

予測震度や猶予時間の閾値 緊急地震速報(警報)による動作 報知音の選択

予想した震度や猶予時間の報知
表現
具体的な数値を使わない表現に
しているか？
　　利用者側で表示選択できる：
◎
　　している：○
　　していない：×

訓練が実施できる機能を有するこ
と（オペレーターによる訓練も含
む）

利用者の特定する場所での震度
や到達時間の予想

訓練報により訓練用の外部出力
を動作できる

　　できる：○
　　できない：×

端末単独で訓練報知できる

　　できる：○
　　できない：×

訓練電文を受信し、報知を確認で
きること

× ○ × ○ あり NTPによる自動較正 動作しない あり 改修による

震度閾値設定
猶予時間がない場合の報知もあ

り
事前設定 可能

×（高度利用者向けであるため、
具体的表示のみ）

事前設定

×
　　　　　　　○
（ＡＮＥＴサーバからのテスト
報も利用可能）

× ○ あり NTPによる自動較正 動作しない
あり（既存電文全てについて再

計算）
改修による

震度閾値設定
猶予時間がない場合の報知もあ

り
接点動作内容任意 可能

×（高度利用者向けであるため、
具体的表示のみ）

固定

×
　　　　　　　○
（ＡＮＥＴサーバからのテスト
報も利用可能）

× ○ あり NTPによる自動較正 動作しない
あり（既存電文全てについて再

計算）
改修による

震度閾値設定
猶予時間がない場合の報知もあ

り
音量・接点動作内容任意 可能

×（高度利用者向けであるため、
具体的表示のみ）

固定

×
　　　　　　　○
（ＡＮＥＴサーバからのテスト
報も利用可能）

× ○ あり NTPによる自動較正 動作しない
あり（既存電文全てについて再

計算）
改修による

震度閾値設定任意
猶予時間がない場合の報知もあ

り
音量任意 可能

×（高度利用者向けであるため、
具体的表示のみ）

固定

× ○ × ○ あり NTPによる自動較正 動作しない あり 改修による

震度閾値設定任意
猶予時間がない場合の報知もあ

り
音量任意 可能

×（高度利用者向けであるため、
具体的表示のみ）

固定

三菱スペース・ソフ
トウエア株式会社

○ ○ あり NTPによる自動較正 動作しない あり 改修による
り

音量任意 可能
具体的表示のみ）

固定

×

　　　　　　　○
（ﾊﾟﾄﾗｲﾄ社製端末の機能。ＡＮ
ＥＴサーバからのテスト報も利
用可能）

× ○ あり NTPによる自動較正 動作しない あり　20地震分 配信サーバ側で対応

震度閾値設定任意
猶予時間がない場合の報知もあ

り
接点動作内容任意 可能

×（高度利用者向けであるため、
具体的表示のみ）

固定

○
実際の地震速報受信時の設定で
外部出力リレーを動作するように
設定しておれば、訓練報を配信
サーバー側で実際の地震速報と
して送信することにより訓練用の

外部出力を動作できます。

○
本体機能に単独で動作するデモ
モードがあり、実際に受信する地
震速報を設定し、端末単独で訓

練報知可能。

○ ○ あり
NTPによる自動校正を0.5時間毎
に実施

端末には予報機能なし あり　20電文 配信サーバ側で吸収

震度閾値設定任意
猶予時間がない場合の報知もあ

り
（予報）との区別なし 可能 ◎ なし

○ ○ ○

○
押しボタンスイッチにより、予め設
定された推定震度、猶予時間で

訓練可能
あり

①NTPによる自動校正（間隔設定
可能）
②規定条件により定時報で校正
可能

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去の緊急地
震速報を受信したり、動作の判断
に必要な要素が欠損したような電
文はログは残すが動作しない。

履歴ファイルを利用者が読み出し
て参照可能

配信サーバ側で吸収

震度閾値による動作設定機能あ
り

猶予時間がない場合の報知もあ
り

なし（通信記録のみ）
設定機能あり（デフォルトはＮＨＫ

音）
◎

設定機能あり（デフォルトは、１地
点の緊急地震速報は使用しない）

○ ①NTPによる自動校正（間隔設定 サーバーや通信回線等に何らか
あ ド 信 線経

震度閾値による動作設定機能あ

明星電気株式会社

○ ○ ○

○
押しボタンスイッチにより、予め設
定された推定震度、猶予時間で

訓練可能
あり

①NTPによる自動校正（間隔設定
可能）
②規定条件により定時報で校正
可能

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去の緊急地
震速報を受信したり、動作の判断
に必要な要素が欠損したような電
文はログは残すが動作しない。

履歴ファイルを利用者が読み出し
て参照可能

あり：メモリカード又は通信回線経
由でソフトウェアの更新が可能。
対応条件は別途

震度閾値による動作設定機能あ
り

猶予時間がない場合の報知もあ
り

なし（通信記録のみ）
設定機能あり（デフォルトはＮＨＫ

音）
◎

設定機能あり（デフォルトは、１地
点の緊急地震速報は使用しない）

× ○ ○

○
予め設定した地震情報により訓

練可能
あり

①NTPによる自動校正（間隔設定
可能）
②規定条件により定時報で校正
可能

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去の緊急地
震速報を受信したり、動作の判断
に必要な要素が欠損したような電
文はログは残すが動作しない。

履歴ファイル（任意設定件数）を
参照可能

あり：ソフトウェアの更新が可能。
対応条件は別途

震度閾値による動作設定機能あ
り

猶予時間がない場合の報知もあ
り

なし（通信記録のみ）
設定機能あり（デフォルトはＮＨＫ

音）
◎

設定機能あり（デフォルトは、１地
点の緊急地震速報は使用しない）

× ×
○

（但し、動作は通常の地震） × あり

①NTPによる自動校正（間隔設定
可能）
②規定条件により定時報で校正
可能

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去の緊急地
震速報を受信したり、動作の判断
に必要な要素が欠損したような電
文はログは残すが動作しない。

履歴ファイルを利用者が読み出し
て参照可能

あり：通信回線経由又はメモリ
カードでソフトウェアの更新が可
能。
対応条件は別途

震度閾値による動作設定機能あ
り

猶予時間がない場合の報知もあ
り

なし（通信記録のみ）
設定機能あり（デフォルトはＮＨＫ

音）
○

設定機能あり（デフォルトは、１地
点の緊急地震速報は使用しない）

サーバーや通信回線等に何らか 設定機能あり（デフォルトは０だ

株式会社ハレックス

白山工業株式会社

○ ○ ○ ○ あり NTPによる自動校正を行う。

サ バ や通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去のものや
動作の判断に必要な重要な要素
が欠損した緊急地震速報（予報）
を受信しても地震動予報を行わな
い。

あり：設定値分（デフォルト：3,000）
を保存

あり：通信回線経由でソフトウェア
のバージョンアップが可能。無

償。

設定機能あり（デフォルトは０だ
が、運用開始に際しては、個々の
ユーザと打ち合わせの上、最適な
値に設定する）
猶予時間がない場合の報知もあ
り

設定機能あり（デフォルトは動作
なし）

設定機能あり（デフォルトは当社
独自音）

◎
設定機能あり（デフォルトは、1地
点の緊急地震速報は使用しない）

Ｎ／Ａ ○ ○ ○ あり NTPによる自動校正を行う。

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去のものや
動作の判断に必要な重要な要素
が欠損した緊急地震速報（予報）
を受信しても地震動予報を行わな

N/A 不可 製造元の仕様による 製造元の仕様による 製造元の仕様による N/A 製造元の仕様による

× × ○ ○ あり NTPによる自動校正を行う。

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去のものや
動作の判断に必要な重要な要素
が欠損した緊急地震速報（予報）
を受信しても地震動予報を行わな
い。

予報履歴はなしい。電文受信の
履歴はログファイルに保存。見る
ためのユーザーインターフェイス
はなしい。

あり：通信回線経由でソフトウェア
の自動更新が可能。無償。

設定機能あり（デフォルトは０で、
運用開始に際して個々のユーザ
が希望の値に設定する）
猶予時間がない場合の報知もあ
り

設定機能なし
不可。地震情報や現在地への到
達時刻は、言葉による音声にて
報知する方式。

◎ 動作する。

× ○ ○ ○ あり
自社製のNTPクライアントソフトを

使用

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去の緊急地
震速報を受信したり、動作の判断
に必要な要素が欠損したような電

文は廃棄し動作しない。

あり。ソフトウェアのメニューにて
参照可能。期間はHDDの容量が
許す限り。

対応可能。現地でバージョンアッ
プを実施。あり償。

設定機能あり。猶予時間がない
場合の報知もあり。

設定機能あり。 設定機能あり。

×
（どのメーカーでも同じだと思いま
すが、PC上の画面に震度と猶予

時間を表示します）

設定機能あり（デフォルトは、１地
点の緊急地震速報は使用しな
い）。

○ ○ ○ ○ あり
30分ごとにNTPにて自動校正。衛
星の場合は衛星からの時刻パ
ケットにて校正。

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去の緊急地
震速報を受信したり、動作の判断
に必要な要素が欠損したような電
文は廃棄し動作しない。

あり。端末のWEB画面やログ管理
ツールから閲覧可能。状況による
が数ヶ月は保存可能。

対応可能。現地でバージョンアッ
プを実施。有償。

設定機能あり。猶予時間がない
場合の報知もあり。

設定機能あり。
なし。（接点に接続された機器に

依存）

◎
（接点の先に接続される機器に依

存します）

設定機能あり（デフォルトは、１地
点の緊急地震速報は使用しな
い）。
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

株式会社ＡＮＥＴ

（3）報知・制御出力条件設定機能

配信・許可事業者の通信能力

気象庁の発表から端末に届くまで
1秒未満

気象業務支援センターから事業
者のサーバーまでの通信回線の
冗長化

サーバーから端末間の論理通信
回線の冗長化

複数サーバーから端末に緊急地
震速報を同時に配信

　している：○
　していない：×

セキュリティ対策(なりすまし防止
等)

100ガル超え緊急地震速報に対
する動作

同一内容の緊急地震速報を複数
受信した場合の動作

同一地震について複数回緊急地
震速報（業）を受信した場合の動
作
緊急地震速報（予報）の続報によ
り緊急地震速報（業）の予想震度
が小さくなる・猶予時間も短くなっ
ても報知を変更しない？

　　変更しない：○　変更する：×

ある地震の緊急地震速報を受信
した後、続けて別の地震の緊急
地震速報を受信した場合の動作

深発地震についての緊急地震速
報(業)に対する動作

キャンセル報を受信した際の動作 訓練報を受信した際の動作 テスト報を受信した際の動作

事前設定 配信側で対応
△（画面表示は最新のもの　ただ

し出力動作は最大のもの）
排他処理機能あり 事前設定 事前設定 なし なし ○ ○ 可能 ○ 専用線・ＩＰ-ＶＰＮ前提

× 配信側で対応
△（画面表示は最新のもの　ただ

し出力動作は最大のもの）
排他処理機能あり なし なし なし 通常と同じ ○ ○ 可能 ○ 独自の暗号化

× 配信側で対応
△（画面表示は最新のもの　ただ

し出力動作は最大のもの）
排他処理機能あり なし なし なし 通常と同じ ○ ○ 可能 ○ 独自の暗号化

× 配信側で対応 × 排他処理機能あり なし なし なし なし ○ ○ 可能 ○ 独自の暗号化

× 配信側で対応
△（画面表示は最新のもの　ただ

し出力動作は最大のもの）
排他処理機能あり なし なし なし 通常と同じ ○ ○ 可能 ○ 独自の暗号化

三菱スペース・ソフ
トウエア株式会社

配信側で対応
し出力動作は最大のもの）

排他処理機能あり なし なし なし 通常と同じ ○ ○ 可能 ○ 独自の暗号化

× 配信側で対応
△（画面表示は最新のもの　ただ

し出力動作は最大のもの）
排他処理機能あり なし 画面表示 なし 通常と同じ ○ ○ 可能 ○ 独自の暗号化

100ガル超え緊急地震速報は、配
信サーバから配信されない。

配信側で対応 ○ 配信サーバ側にて設定可能
深発地震の緊急地震速報は、配
信サーバから配信されない。

地震に対してキャンセル報が出さ
れたときにのみ動作する。

気象庁より配信される訓練報は、端末へは配信さ
れない。

一方、設定により配信サービスによる訓練報の配
信が可能。この場合、端末は緊急地震速報と同じ

動作を行う。

テスト報は、端末へは配信されない。 ○ N/A N/A N/A N/A

100ガル超え緊急地震速報は、配
信サーバから配信されない。

配信側で対応
設定した震度しきい値により

○および×の動作条件が可能
到着順に　動作設定に従って処

理する
深発地震の緊急地震速報は、配
信サーバから配信されない。

有効時間以内のキャンセル報は
キャンセル動作　する／しない設
定可（デホルト　「する」）
　キャンセル動作を以下に示す
・ 表示消灯、音声停止
・ キャンセル音声
・ 動作接点解除
・ キャンセル接点出力
・ ログ記録
ただし、同時刻に複数の地震発
生の場合キャンセル報を原則受
け付けない。

気象庁より配信される訓練報は、端末へは配信さ
れない。
一方、設定により配信サービスによる訓練報の配
信が可能。この場合、端末は緊急地震速報と同じ
動作を行う。

テスト報は、端末へは配信されない。 ○ N/A N/A N/A N/A

有効時間以内のキャンセル報は
キャンセル動作　する／しない設
定可
　　　　　　　　デホルト　「する」
　キャンセル動作を以下に示す 設定機能あり（デフォルトは動作しない設定 動作

信事業者 れ す

明星電気株式会社

報知／制御出力しない 通信ログに記録するのみ
設定した震度しきい値により

○および×の動作条件が可能
到着順に動作設定に従って処理
する

設定機能あり
（デフォルトは通常動作と同じ）

キャン 動作を以下 示す
・ 表示消灯、音声停止
・ キャンセル音声
・ 動作接点解除
・ キャンセル接点出力
・ ログ記録
ただし、同時刻に複数の地震発
生の場合キャンセル報を原則受
け付けない。

設定機能あり（デフォルトは動作しない設定。動作
する設定では、訓練報を受けた際には報知音の後
に「これは訓練報です。地震ではありません。」を報
知し、推定震度、猶予時間の表示を行う）制御接点
は個別に動作設定が可能

配信事業者により下記２つに分かれます
・動作テストアナウンス
・通常地震アナウンス

該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない

報知／制御出力しない 通信ログに記録するのみ
設定した震度しきい値により

○および×の動作条件が可能
到着順に動作設定に従って処理
する

設定機能あり
（デフォルトは通常動作と同じ）

有効時間以内のキャンセル報は
キャンセル動作　する／しない設
定可
　　　　　　　　デホルト　「する」
　キャンセル動作を以下に示す
・ 表示消灯、音声停止
・ キャンセル音声
・ 動作接点解除
・ キャンセル接点出力
・ ログ記録
ただし、同時刻に複数の地震発
生の場合キャンセル報を原則受
け付けない。

設定機能あり（デフォルトは動作しない設定。動作
する設定では、訓練報を受けた際には報知音の後
に「これは訓練報です。地震ではありません。」を報
知し、推定震度、猶予時間の表示を行う）制御接点
は個別に動作設定が可能

配信事業者により下記２つに分かれます
・動作テストアナウンス
・通常地震アナウンス

該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない

設定機能あり（デフォルトは、報知
／制御出力しない）

通信ログに記録するのみ
設定した震度しきい値により

○および×の動作条件が可能
到着順に動作設定に従って処理
する

設定機能　なし

有効時間以内のキャンセル報は
キャンセル動作　する／しない設
定可
　　　　　　　　デホルト　「する」
　キャンセル動作を以下に示す
・ 表示消灯、音声停止
・ キャンセル音声
・ 動作接点解除
・ キャンセル接点出力
・ ログ記録

設定機能あり．デフォルトは動作しない
動作する設定では通常地震動

配信事業者により下記２つに分かれます
・動作テストアナウンス
・通常地震アナウンス

該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない

株式会社ハレックス

白山工業株式会社

設定機能あり（デフォルトは、使用
しない）

排他処理機能あり ○ 入電順に表示
設定機能あり（デフォルトは動作

する）
発表表示の情報に対してのみ動

作する。
設定機能あり（デフォルトは動作しない設定。動作
する設定では、実際の地震の際と同じ動作）

設定機能あり（デフォルトは動作しない設定。動作
する設定では、実際の地震の際と同じ動作）

○ ○ 対応可能 ○ N/A

製造元の仕様による 製造元の仕様による N/A 製造元の仕様による 製造元の仕様による 製造元の仕様による 製造元の仕様による 製造元の仕様による ○ ○ 対応可能 × N/A

動作する。
排他処理機能あり。コードに書き
込まれているのでユーザは変更

できない。
○

地震IDが異なり、現在報知中の
地震到達予測が10秒以内で無く、
フィルタリング条件を満たせば新
着の地震情報を報知する。

設定機能なし。700kmより深い場
合は深さ700kmとして計算続行。

変更可能。
動作する。 動作する。 動作する。

以下の事項については、配信事
業者であるNTTコミニュケーション
ズの所掌

N/A N/A × N/A

受信履歴に文字にて震源情報の
み表示。描画には使用しない。

下記の多重地震に順ずる。
×

（表示ソフトですから、受信した最
新の情報のみを表示します）

予測震度が大きい・猶予時間が
短い、のいずれかを報知。完了後
に別の地震の緊急地震速報を報
知。

震源情報とEBIを表示。震度計算
は行わない。

既に報知した地震に対してキャン
セル報が出されたときにのみ動

作する。

設定機能あり。（デフォルトは動作しない設定。動作
する設定では、訓練報を受けた際は、画面上に「訓
練」と表示）。

訓練報に同じ。ただし画面上に「テスト」と表示。
ここで「テスト報」とは識別符20を指す。 該当しない 該当しない 該当しない Ｎ／Ａ 該当しない

設定機能あり（デフォルトは、使用
しない）。

排他処理機能あり。
○

（ただし設定に依存します）

予測震度が大きい・猶予時間が
短い、のいずれかを報知。完了後
に別の地震の緊急地震速報で制
御。

震度計算は行わない。受信ログ
は残す。

既に報知した地震に対してキャン
セル報が出されたときにのみ動

作する。

設定機能あり。（デフォルトは動作しない設定。動作
する設定では、訓練報を受けた際は、ログに「訓
練」と表示）。

訓練報に同じ。ただしログ上に「テスト」と表示。
ここで「テスト報」とは識別符20を指す。 該当しない 該当しない 該当しない Ｎ／Ａ 該当しない
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

株式会社ＡＮＥＴ

サーバーの機能 サーバーの機能

通信回線
サーバーから端末間の物理通信
回線の冗長化

セキュリティ対策(ウイルス対策
等)

不正な緊急地震速報（予報）を受
信した場合は配信等を行わない

設置環境良好(耐震対策等) 端末毎に接続の確認可能 端末毎に個別配信可能

端末毎に利用者の求めに応じて
訓練報・テスト報配信可能

どちらも配信している：　1
テスト報のみ配信している：　2
訓練報のみ配信している：　3
どちらも配信していない：　×

配信履歴の保存・管理 冗長化 無停電化 保守体制が整備

（4）配信・許可事業者の能力

専用線・ＩＰ-ＶＰＮ ほとんどの場合実施
高度セキュリティ確保済みの
データセンタ

行わない
耐震化された建物内で、耐震固
定も実施、空調導入済み

約15秒おきヘルスチェック　24
時間コールセンタ等で監視　電
話連絡

通常なし × 保存
受信サーバー・各種配信サーバは２台１組の構成
で、各サーバーはそれぞれ別回線で気象業務支援セ
ンターから緊急地震速報(予報)を受信している

データセンタの機能十分
24時間電話受付
機器保守は別途保守契約による

専用線・ＩＰ－ＶＰＮ推奨　固
定ＩＰ

実施
高度セキュリティ確保済みの
データセンタ

行わない
耐震化された建物内で、耐震固
定も実施、空調導入済み

約15秒おきヘルスチェック　24
時間コールセンタ等で監視　電
話連絡

お客様申し込み可能のテスト報 2 保存
受信サーバー・各種配信サーバは２台１組の構成
で、各サーバーはそれぞれ別回線で気象業務支援セ
ンターから緊急地震速報(予報)を受信している

データセンタの機能十分
24時間電話受付
機器保守は別途保守契約による

専用線・ＩＰ－ＶＰＮ推奨　固
定ＩＰ

実施
高度セキュリティ確保済みの
データセンタ

行わない
耐震化された建物内で、耐震固
定も実施、空調導入済み

約15秒おきヘルスチェック　24
時間コールセンタ等で監視　電
話連絡

お客様申し込み可能のテスト報 2 保存
受信サーバー・各種配信サーバは２台１組の構成
で、各サーバーはそれぞれ別回線で気象業務支援セ
ンターから緊急地震速報(予報)を受信している

データセンタの機能十分
24時間電話受付
機器保守は別途保守契約による

安定した回線　固定ＩＰ不要 実施
高度セキュリティ確保済みの
データセンタ

行わない
耐震化された建物内で、耐震固
定も実施、空調導入済み

約15秒おきヘルスチェック
120分おきメール連絡

通常なし × 保存
受信サーバー・各種配信サーバは２台１組の構成
で、各サーバーはそれぞれ別回線で気象業務支援セ
ンターから緊急地震速報(予報)を受信している

データセンタの機能十分
日中電話受付
作業はお客様による

安定した回線　固定ＩＰ不要 実施
高度セキュリティ確保済みの
デ タセンタ

行わない
耐震化された建物内で、耐震固
定も実施 空調導入済み

接続が切断される度に画面表
示 メ ル連絡

通常なし × 保存
受信サーバー・各種配信サーバは２台１組の構成
で、各サーバーはそれぞれ別回線で気象業務支援セ データセンタの機能十分

日中電話受付
作業はお客様による

三菱スペース・ソフ
トウエア株式会社

安定した回線　固定ＩＰ不要 実施
データセンタ

行わない
定も実施、空調導入済み 示、メール連絡

通常なし 保存 で、各サ バ はそれぞれ別回線で気象業務支援セ
ンターから緊急地震速報(予報)を受信している

デ タセンタの機能十分 作業はお客様による

専用線・ＩＰ－ＶＰＮ推奨　固
定ＩＰ

実施
高度セキュリティ確保済みの
データセンタ

行わない
耐震化された建物内で、耐震固
定も実施、空調導入済み

約15秒おきヘルスチェック　24
時間コールセンタ等で監視　電
話連絡

お客様申し込み可能のテスト報 2 保存
受信サーバー・各種配信サーバは２台１組の構成
で、各サーバーはそれぞれ別回線で気象業務支援セ
ンターから緊急地震速報(予報)を受信している

データセンタの機能十分
24時間電話受付
機器保守は別途保守契約による

インターネット N/A N/A N/A

耐震化（震度７クラス対応。地震リ
スク分析においてPML値最高ラン
ク）されたデータセンターに設置。
データセンターは、安全確実でゆ
とりのある電源・空調設備。耐震
固定も実施

サーバーから端末の接続・切断
状況の確認を所定の間隔で実
施。切断継続時、利用者にメール
で通知。別途、販売店からの電話
サービスもあり。

端末毎に、配信条件（震度しきい
値）の設定、配信サービスによる
訓練報の設定が可能

N/A
配信履歴の閲覧が可能。また、特
に、保存期限は設けない

N/A
データセンターによる24時間365
日の電源供給サービス

24時間365日電話受付
代替品確保は、販売店サービス
の範疇。機器保守は別途メーカ保
守契約による。

インターネット N/A N/A N/A

耐震化（震度７クラス対応。地震リ
スク分析においてPML値最高ラン
ク）されたデータセンターに設置。
データセンターは、安全確実でゆ
とりのある電源・空調設備。耐震
固定も実施

サーバーから端末の接続・切断
状況の確認を所定の間隔で実
施。切断継続時、利用者にメール
で通知。別途、販売店からの電話
サービスもあり。

端末毎に、配信条件（震度しきい
値）の設定、配信サービスによる
訓練報の設定が可能

N/A
配信履歴の閲覧が可能。また、特
に、保存期限は設けない

N/A
データセンターによる24時間365
日の電源供給サービス

24時間365日電話受付
代替品確保は、販売店サービス
の範疇。機器保守は別途メーカ保
守契約による。

時 話

明星電気株式会社

該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない

24時間電話受付
保守サービスメニューにより対応
可

該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない

24時間電話受付
保守サービスメニューにより対応
可

該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない

24時間電話受付
保守サービスメニューにより対応
可

過去のものや地震動予報に必要
サーバーから端末の接続・切断

株式会社ハレックス

白山工業株式会社

専用線/　IP-VPN（Bフレッツグ
ループアクセスへの対応可）

対応可能 N/A

過去のものや地震動予報に必要
な要素が欠損した緊急地震速報
（予報）を受信した場合は廃棄し
配信や緊急地震速報（業）に用い
ない。

耐震化された建物内で、耐震固
定も実施、空調導入済み

サ バ から端末の接続 切断
状況の確認を30秒ごとに実施。
切断時には、利用者に対して10
分以内に電話やメール等で通
知。

端末ごとに実際の緊急地震速報
や訓練、テスト報の配信設定が可
能

1
1ヶ月間の端末ごとに配信した結
果を保存可能

サーバは2台1組（フォルトトレラント）の構成で、各サーバ
はそれぞれ別回線で気象業務支援センターから緊急地
震速報（予報）を受信している。

データセンターへの無停電電源
装置の導入により瞬断も生じな
い。

24時間対応可能。PCが故障した
ときは、メーカによる当日4時間対
応オンサイト保守により復旧を図
る。

専用線/　IP-VPN（Bフレッツグ
ループアクセスへの対応可）

対応可能 N/A

過去のものや地震動予報に必要
な要素が欠損した緊急地震速報
（予報）を受信した場合は廃棄し
配信や緊急地震速報（業）に用い
ない。

耐震化された建物内で、耐震固
定も実施、空調導入済み

サーバーから端末の接続・切断
状況の確認を30秒ごとに実施。
切断時には、利用者に対して10
分以内に電話やメール等で通
知。

端末ごとに実際の緊急地震速報
や訓練、テスト報の配信設定が可
能

1
1ヶ月間の端末ごとに配信した結
果を保存可能

サーバは2台1組（フォルトトレラント）の構成で、各サーバ
はそれぞれ別回線で気象業務支援センターから緊急地
震速報（予報）を受信している。

データセンターへの無停電電源
装置の導入により瞬断も生じな
い。

24時間対応可能。PCが故障した
ときは、メーカによる当日4時間対
応オンサイト保守により復旧を図
る。

N/A N/A N/A

過去のものや地震動予報に必要
な要素が欠損した緊急地震速報
（予報）を受信した場合は廃棄し
配信や緊急地震速報（業）に用い
ない。

N/A N/A N/A × N/A N/A N/A N/A

該当しない 該当しない 該当しない Ｎ／Ａ 該当しない 該当しない 該当しない Ｎ／Ａ 該当しない 該当しない 該当しない
保守会社が数社あり
体制は各社のサービスに依存

該当しない 該当しない 該当しない Ｎ／Ａ 該当しない 該当しない 該当しない Ｎ／Ａ 該当しない 該当しない 該当しない
保守会社が数社あり
体制は各社のサービスに依存
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

株式会社ＡＮＥＴ

配信・許可事業者によるサポート 配信・許可事業者によるサポート

利用者に連絡する手段あり 利用者の利用方法の把握 気象庁から端末までの配信経路を公開

サーバー端末間の通信手順やデータフォーマットを公
開

　　公開する：○
　　公開しない：×

利用者からの配信状況問い合わせに対応可能
ガイドラインに記された必須項目を全て満たした場合にはその

旨を公開

・　気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保
守によるサービス停止の通知等をメールで連絡
・　大きい地震の場合当日（または翌日）速報を送付
・　毎月ニュースレターを送付

販売時も事後も利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切な
利用についてご案内

利用者に対する配信経路：
気象業務支援センター　→　ＡＮＥＴ　→　顧客

×（データフォーマットについては、秘密保持契約締結
先には公開）

24時間、緊急地震速報や自社ソフトウェア等の専門的な知識を
有する職員が対応可能（夜間はコールセンタ取次ぎ）

(ガイドライン制定時には対応予定)
現状は既に明示している

・　気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保
守によるサービス停止の通知等をメールで連絡
・　大きい地震の場合当日（または翌日）速報を送付
・　毎月ニュースレターを送付

販売時も事後も利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切な
利用についてご案内

利用者に対する配信経路：
気象業務支援センター　→　ＡＮＥＴ　→　顧客

×（データフォーマットについては、秘密保持契約締結
先には公開）

24時間、緊急地震速報や自社ソフトウェア等の専門的な知識を
有する職員が対応可能（夜間はコールセンタ取次ぎ）
　および、お客様毎の専用ＷＥＢページ

(ガイドライン制定時には対応予定)
現状は既に明示している

・　気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保
守によるサービス停止の通知等をメールで連絡
・　大きい地震の場合当日（または翌日）速報を送付
・　毎月ニュースレターを送付

販売時も事後も利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切な
利用についてご案内

利用者に対する配信経路：
気象業務支援センター　→　ＡＮＥＴ　→　顧客

×（データフォーマットについては、秘密保持契約締結
先には公開）

24時間、緊急地震速報や自社ソフトウェア等の専門的な知識を
有する職員が対応可能（夜間はコールセンタ取次ぎ）
　および、お客様毎の専用ＷＥＢページ

(ガイドライン制定時には対応予定)
現状は既に明示している

・　気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保
守によるサービス停止の通知等をメールで連絡
・　大きい地震の場合当日（または翌日）速報を送付
・　毎月ニュースレターを送付

販売時も事後も利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切な
利用についてご案内

利用者に対する配信経路：
気象業務支援センター　→　ＡＮＥＴ　→　顧客

×（データフォーマットについては、秘密保持契約締結
先には公開）

日中、緊急地震速報や自社ソフトウェア等の専門的な知識を有
する職員が対応可能

(ガイドライン制定時には対応予定)
現状は既に明示している

・　気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保
守によるサービス停止の通知等をメールで連絡
・　大きい地震の場合当日（または翌日）速報を送付

販売時も事後も利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切な
利用についてご案内

利用者に対する配信経路：
気象業務支援センタ → ＡＮＥＴ → 顧客

×（データフォーマットについては、秘密保持契約締結
先には公開）

日中、緊急地震速報や自社ソフトウェア等の専門的な知識を有
する職員が対応可能

(ガイドライン制定時には対応予定)
現状は既に明示している

三菱スペース・ソフ
トウエア株式会社

　大きい地震の場合当日（または翌日）速報を送付
・　毎月ニュースレターを送付

利用についてご案内 気象業務支援センター　→　ＡＮＥＴ　→　顧客 先には公開） する職員が対応可能
現状は既に明示している

・　気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保
守によるサービス停止の通知等をメールで連絡
・　大きい地震の場合当日（または翌日）速報を送付
・　毎月ニュースレターを送付

販売時も事後も利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切な
利用についてご案内

利用者に対する配信経路：
気象業務支援センター　→　ＡＮＥＴ　→　顧客

×（データフォーマットについては、秘密保持契約締結
先には公開）

24時間、緊急地震速報や自社ソフトウェア等の専門的な知識を
有する職員が対応可能（夜間はコールセンタ取次ぎ）
　および、お客様毎の専用ＷＥＢページ

(ガイドライン制定時には対応予定)
現状は既に明示している

N/A N/A

利用者に対する配信経路は一経路のみ。
気象業務支援センター　→　MSS／MJ@lert　→　緊急地震速報受信端末。
販売店が契約時に説明している。

N/A N/A N/A

N/A N/A

利用者に対する配信経路は一経路のみ。
気象業務支援センター　→　MSS／MJ@lert　→　緊急地震速報受信端末。
販売店が契約時に説明している。

N/A N/A N/A

明星電気株式会社

販売店及び営業担当より気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知
らせ等を電話・メールで連絡

販売店及び営業担当は利用者の利用形態の把握に努め、緊急地震速報
の適切な利用について、助言を実施

販売店　及び　営業担当より利用者に説明
配信は別途配信事業者との契約による ○ 別途配信事業者との契約による ガイドライン制定時には対応予定

販売店及び営業担当より気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知
らせ等を電話・メールで連絡

販売店及び営業担当は利用者の利用形態の把握に努め、緊急地震速報
の適切な利用について、助言を実施

販売店　及び　営業担当より利用者に説明
配信は別途配信事業者との契約による ○ 別途配信事業者との契約による ガイドライン制定時には対応予定

販売店及び営業担当より気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知
らせ等を電話・メールで連絡

販売店及び営業担当は利用者の利用形態の把握に努め、緊急地震速報
の適切な利用について、助言を実施

販売店　及び　営業担当より利用者に説明
配信は別途配信事業者との契約による ○ 別途配信事業者との契約による N/A

株式会社ハレックス

白山工業株式会社

気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバ保守による
サービス停止の通知等をメール・電話等で連絡

端末販売時に利用者の利用形態を把握するとともに、緊急地震速報の発
信状況や効果、地震に関する話題等をまとめたマンスリーレポートを発行
し、ウェブサイトに掲載。

利用者に対する配信経路は一経路のみ。
気象業務支援センター　→　（株）ハレックス　→　緊急地震速報専用端末
サービス仕様書に明示している。

○
24時間、緊急地震速報や自社ソフトウェア等の専門的な知識を有す
る職員が対応可能

ガイドライン制定時には対応可能

気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバ保守による
サービス停止の通知等をメール・電話等で連絡

端末販売時に利用者の利用形態を把握するとともに、緊急地震速報の発
信状況や効果、地震に関する話題等をまとめたマンスリーレポートを発行
し、ウェブサイトに掲載。

利用者に対する配信経路は一経路のみ。
気象業務支援センター　→　（株）ハレックス　→　緊急地震速報専用端末
サービス仕様書に明示している。

N/A
24時間、緊急地震速報や自社ソフトウェア等の専門的な知識を有す
る職員が対応可能

ガイドライン制定時には対応可能

N/A
緊急地震速報の発信状況や効果、地震に関する話題等をまとめたマンス
リーレポートを発行し、ウェブサイトに掲載。

N/A N/A N/A N/A

直販以外は代理店を経由しての連絡となる。 防災センターなどにて画面表示。 問い合わせに応じて開示。ただし配信プロバイダの協力が必要。 Ｎ／Ａ 配信プロバイダの協力が必要。 メリットがあれば対応したい。

直販以外は代理店を経由しての連絡となる。
エレベータ制御、非常放送・業務放送の鳴動、自動ドア制御、など。個別
には把握していない。

問い合わせに応じて開示。ただし配信プロバイダの協力が必要。 Ｎ／Ａ 配信プロバイダの協力が必要。 メリットがあれば対応したい。
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端末・配信状況調査　 別添　参考

価格 その他
（1）端末基礎機能

販売価格 通信費等運営費(月間) 製品紹介ホームページURL （備考）

端末 製造者（製造元） 製品名
型番

（ｿﾌﾄｳｪｱの場合はﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理番号） 製造年月日
サーバーとの接続監視、通信障害の検知

　　　　　　　　　　　　　　　　　製品の用途

　Ａ　機械・館内放送設備等の自動制御
　Ｂ　オペレーターを介した機械・館内放送設備等の制御
　Ｃ　端末の報知による人の危険回避

演算方式 受信装置の種類
事業者

（許可番号順）

株式会社 小堀鐸二
研究所

1 ㈱小堀鐸二研究所 基幹システム 客先により受注生産 随時 Ａ，C 端末予報型 ウィンドウズ用のソフトウェア 仕様により異なる 仕様により異なる なし 今後の製造予定なし
毎秒の死活監視を行っている。切断は自動的に関係者
へメール通知、画面上に表示。ブザーを鳴らす仕様も用
意されている。

独立行政法人防災
科学技術研究所

1 防災科学技術研究所 緊急地震速報受信システム V1.0 2008年4月1日 C（ハード+ソフトを機能追加し、Ａの実験は過去に実施） 端末予報型 ウィンドウズ用のソフトウェア Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ なし
販売していません。利用実験も、
平成22年度までであり、配信も含
め、以降は未定。

端末からサーバーに向けて5分毎に死活監視を行い、接
続状況を画面背景色で表示。（OK：ベージュ、NG：赤）

1 アールシーソリューション(株)
ゆれくるコール” クライアントアプリ
ケーション

Ver1.0.0 2010年1月18日 Ａ，Ｃ サーバ予報型 ウィンドウズ用のソフトウェア ソフトウエア無償 月額250円の予定 なし
端末からサーバーに向けて５０秒毎に死活監視を行い、
切断したときは画面に表示。

2 (株)パトライト 緊急地震速報表示端末 FTE-D04 不明 Ａ，Ｃ サーバ予報型 緊急地震速報専用端末 約15万円 月額3,000円
http://www.patlite.co.jp/product/
detail.php?i=296

弊社開発の通信装置GM3000を
介してサーバとデータ送受信。
GM3000を利用しない場合は、ゆ
れくるコール” クライアントアプリ
ケーションが必要。

端末からサーバーに向けて５０秒毎に死活監視を行い、
切断したときはLEDランプの点滅、画面表示でお知らせ。

1 DXアンテナ株式会社 緊急告知放送端末装置 RKW30J 2008年1月 Ｃ 端末予報型
専用端末(緊急地震速報＋簡易
告知放送兼用)

なし（レンタルのみ）
480円もしくは800円（税抜）
※端末レンタル費用含む

http://www.dxantenna.co.jp/catal
og/pdf/catv/08705.pdf

http://www.jcom.co.jp/services/s
ecure.html

【接続監視】
なし。
【通信障害検知】
受信装置兼通信装置から60秒に1回送信される自動時刻
校正を、n回受信できなかった場合に、音声とアラームラ
ンプで報知する。
※通信装置での一括設定。

2 DXアンテナ株式会社 緊急地震速報端末装置 RKW33J 2009年3月 Ａ 端末予報型
専用端末(緊急地震速報＋簡易
告知放送兼用)

300,000円（定価）

4,500～15,000円（税抜）
※契約者の属性、保守/監視サービス
の内容により変動。

なし

【接続監視】
監視サーバーから60秒毎に死活監視を行い、切断された
場合は、監視サーバー側で異常と判断する。
※通信用機器の外付けが必要なため、有料オプション
【通信障害検知】
受信装置兼通信装置から60秒に1回送信される自動時刻
校正を、n回受信できなかった場合に、文字表示｢ツウシ
ンイジヨウ｣とアラームランプで報知する。
※通信装置での一括設定

アールシーソリュー
ション株式会社

3 DXアンテナ株式会社 緊急地震速報端末装置 RKW51J 2008年8月 Ａ 端末予報型
専用端末(緊急地震速報＋簡易
告知放送兼用)

350,000円（定価）

4,500～15,000円（税抜）
※契約者の属性、保守/監視サービス
の内容により変動。
※別途、①通信回線(専用線等)費用が
30,000円程度、②サーバ接続料金とし
て100,000円/月が必要。

なし

【接続監視】
監視サーバーから60秒毎に死活監視を行い、切断された
場合は、監視サーバー側で異常と判断する。
※通信用機器の外付けが必要なため、有料オプション
【通信障害検知】
受信装置兼通信装置から60秒に1回送信される自動時刻
校正を、n回受信できなかった場合に、文字表示｢ツウシ
ンイジヨウ｣とアラームランプで報知する。
※通信装置での一括設定

4 DXアンテナ株式会社 緊急地震速報システム受信端末 BFX100 2007年12月 Ｃ 端末予報型
専用端末(緊急地震速報＋簡易

告知放送兼用)
なし（レンタルのみ）

480円もしくは800円（税抜）
※端末レンタル費用含む なし

http://www.jcom.co.jp/services/s
ecure.html

【接続監視】
なし。
【通信障害検知】
受信装置兼通信装置から60秒に1回送信される自動時刻
校正を、n回受信できなかった場合に、音声とアラームラ
ンプで報知する。
※通信装置での一括設定。

【接続監視】
監視サーバーから60秒毎に死活監視を行い、切断された
場合は 監視サーバー側で異常と判断する

株式会社ジュピター
テレコム

5 DXアンテナ株式会社 緊急地震速報システム受信端末 BFX9101 2009年2月 Ａ 端末予報型
専用端末(緊急地震速報＋簡易

告知放送兼用)
300,000円（定価）

4,500～15,000円（税抜）
※契約者の属性、保守/監視サービス
の内容により変動。

なし

場合は、監視サーバー側で異常と判断する。
※通信用機器の外付けが必要なため、有料オプション
【通信障害検知】
受信装置兼通信装置から60秒に1回送信される自動時刻
校正を、n回受信できなかった場合に、文字表示｢ツウシ
ンイジヨウ｣とアラームランプで報知する。
※通信装置での一括設定

6 DXアンテナ株式会社 緊急地震速報端末装置 RKW32J 2008年7月 Ａ 端末予報型
専用端末(緊急地震速報＋簡易

告知放送兼用)
300,000円（定価）

4,500～15,000円（税抜）
※契約者の属性、保守/監視サービス
の内容により変動。
※別途、通信回線(専用線等)費用が
30,000円程度必要。

なし

【接続監視】
監視サーバーから60秒毎に死活監視を行い、切断された
場合は、監視サーバー側で異常と判断する。
※通信用機器の外付けが必要なため、有料オプション
【通信障害検知】
受信装置兼通信装置から60秒に1回送信される自動時刻
校正を、n回受信できなかった場合に、文字表示｢ツウシ
ンイジヨウ｣とアラームランプで報知する。
※通信装置での一括設定

三洋電機コンシュー
マエレクトロニクス

株式会社

三洋電機コンシューマエレクトロニク
ス株式会社

緊急地震速報受信装置
TEL-LANW60 (Ver.1.1.1)
TEL-LANT60 (Ver.1.1.1)

2008年6月20日 Ｃ 端末予報型
緊急地震速報サービス対応

デジタルコードレス留守番電話機
オープン価格 ５００円（NTT ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ）

http://products.jp.sanyo.com/pro
ducts/tel/TEL-
LANW60_W/index.html

サーバーと端末間で死活監視を行い、約2 分半～3 分程
度で通信障害を検知可
能としている。通信障害発生を検知した場合は端末の
LCD 画面表示、LED ラン
プ表示、エラー音鳴動によって利用者へ通知する。
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

株式会社 小堀鐸二
研究所

独立行政法人防災
科学技術研究所

（1）端末基礎機能

音声や表示による報知機能

予測震度及び猶予時間の伝達＊
１

画面表示やライトなど(具体的な
報知内容を記述のこと)

受信してから0.2秒以内に報知または制御を開始 不正な緊急地震速報（予報）を受信した場合の対処方法 動作履歴の保存 耐震固定等地震の揺れへの対策が可能 自己診断機能 外部出力機能 テスト報により試験ができること
端末単独で外部出力の試験がで
きること

端末単独で外部出力の試験機能
を有している

　　有している：○
　　有してしない：×

訓練報により訓練支援の報知が
できる

　　できる：○
　　できない：×

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文は廃棄し動作しない。

あり、保存期限は基本的になしい PCの耐震固定器具を使用

あり：システムの一部に、監視機能だけを独立し
たPCを設置し、予報端末・制御装置・表示装置
等の異常を自動検知し、自動的に関係者にメー
ルで通報し、画面上に表示する、等を行う。再起
動の必要がある場合には、自動的にシステム再
起動も行う。

あり：出力点数は任意、接点毎に
閾値設定可

○ 文字、ブザー、光点滅による伝達
○：テスト電文を受けて接点信号
として出力することが可能

○：テスト電文を受けて制御対象
機器まで含めた一連のテスト機能
を行うことが可能

○ ○

○ サーバ側でコードチェックし、正常情報のみ配信

あり（ファイル内行数で制限）
・通信履歴：最新500件（約2日、件
数は最大値、エラー情報ありの場
合は、保存件数が減る）
・地震情報受信履歴：最新5000件
(1報1件で履歴保存)
・報知履歴：最新500件(件数は最
大値、エラー情報ありの場合は、
保存件数が減る)
・予報履歴：制限無（1つの地震を
1件「1報から最終報で1件」として
保存）

ＰＣの耐震固定器具を使用。 なし なし ○
文字、音声による伝達に加え、震
央から地震波が伝わる様子のア
ニメーション表示機能あり

Ｎ／Ａ Ｎ／Ａ × ×

サ バ や通信回線等に何らかの障害が発生し 過去 ○ テスト電文を受けて制御対象

アールシーソリュー
ション株式会社

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文は廃棄し動作しない。

あり、直近の500kバイトを保存 なし あり：障害が発生した旨を画面表示する。 あり、FTE-D04に出力可能 ○ 文字、音声による伝達
○：テスト電文を受けてFTE-D04
に出力することが可能。

○：テスト電文を受けて制御対象
機器まで含めた一連のテストを行
うことが可能。

○ ×

○
サーバーや通信回線等に何らかの障害が発生し、過去
の緊急地震速報を受信したり、動作の判断に必要な要素
が欠損したような電文は廃棄し動作しない。

あり、直近の20件を保存 壁かけ用のねじ止めあり
あり：停電時、時計情報が得られない又は通信
異常が発生した旨を画面表示し、LEDを点滅さ
せる。

あり、接点数４、接点毎に閾値設
定可

○
端末自体が備えているLEDラン
プ、文字による伝達

○：テスト電文を受けて接点信号
として出力することが可能。

○：テスト電文を受けて制御対象
機器まで含めた一連のテストを行
うことが可能。

○ ×

○
動作範囲外の過去時間である場合、動作に必要な要素
が欠損した電文は無視し動作しない。

動作の有無に関わらず、直近の3
データ（3電文）の受信時刻･震
度。

壁掛け用のネジ止めあり

受信装置兼通信装置から60秒に1回送信される
自動時刻校正を、n回受信できなかった場合に、
音声とアラームランプで報知する。
※通信装置での一括設定

なし ○
音声と共に、本体のライトが赤く
点滅し、ディスプレイに震度が表

示される。
接点出力なし 接点出力なし

○
※接点出力はなし。本体音声出

力と発光を行う。
○

○
動作範囲外の過去時間である場合、動作に必要な要素
が欠損した電文は無視し動作しない。

動作の有無に関わらず、直近の
10地震IDの、最大予測震度と最
大予測震度となった報の受信時
刻。

壁面固定

①受信装置兼通信装置から60秒に1回送信され
る自動時刻校正を、n回受信できなかった場合
に、文字表示｢ツウシンイジヨウ｣とアラームラン
プで報知する。
※通信装置での一括設定
②予備電源に切り替わった場合に、アラームラン
プで報知する

あり。閾値(震度3以上で震度毎)
設定が可能な3端子と、キャンセ
ル報用1端子。

○
音声・接点出力と共に、ディスプレ
イに震度が表示される

○：テスト電文を受けて接点信号
の出力が可能

○：テスト電文を受けて接点信号
の出力が可能

○ ○

株式会社ジュピター
テレコム

○
動作範囲外の過去時間である場合、動作に必要な要素
が欠損した電文は無視し動作しない。

動作の有無に関わらず、直近の
10地震IDの、最大予測震度と最
大予測震度となった報の受信時
刻。

壁面固定

①受信装置兼通信装置から60秒に1回送信され
る自動時刻校正を、n回受信できなかった場合
に、文字表示｢ツウシンイジヨウ｣とアラームラン
プで報知する。
※通信装置での一括設定
②予備電源に切り替わった場合に、アラームラン
プで報知する

あり。閾値(震度3以上で震度毎)
設定が可能な3端子と、キャンセ
ル報用1端子。

○
音声・接点出力と共に、ディスプレ
イに震度が表示される

○：テスト電文を受けて接点信号
の出力が可能

○：テスト電文を受けて接点信号
の出力が可能

○ ○

○
動作範囲外の過去時間である場合、動作に必要な要素
が欠損した電文は無視し動作しない。

動作の有無に関わらず、直近の5
データ（5電文）の受信時刻･震

度。
壁掛け用のネジ止めあり

受信装置兼通信装置から60秒に1回送信される
自動時刻校正を、n回受信できなかった場合に、
音声とアラームランプで報知する。
※通信装置での一括設定

なし ○
音声と共に、本体のライトが赤く
点滅し、ディスプレイに震度が表
示される。

接点出力なし 接点出力なし
                            ○
※接点出力はなし。本体音声出
力と発光を行う。

○

①受信装置兼通信装置から60秒に1回送信され
る自動時刻校正を n回受信できなかった場合

三洋電機コンシュー
マエレクトロニクス

株式会社

○
動作範囲外の過去時間である場合、動作に必要な要素
が欠損した電文は無視し動作しない。

動作の有無に関わらず、直近の
10地震IDの、最大予測震度と最
大予測震度となった報の受信時

刻。

壁面固定

る自動時刻校正を、n回受信できなかった場合
に、文字表示｢ツウシンイジヨウ｣とアラームラン
プで報知する。
※通信装置での一括設定
②予備電源に切り替わった場合に、アラームラン
プで報知する

あり。閾値(震度3以上で震度毎)
設定が可能な3端子と、キャンセ

ル報用1端子。
○

音声・接点出力と共に、ディスプレ
イに震度が表示される

○：テスト電文を受けて接点信号
の出力が可能

○：テスト電文を受けて接点信号
の出力が可能

○ ○

○
動作範囲外の過去時間である場合、動作に必要な要素
が欠損した電文は無視し動作しない。

動作の有無に関わらず、直近の
10地震IDの、最大予測震度と最
大予測震度となった報の受信時

刻。

壁面固定

①受信装置兼通信装置から60秒に1回送信され
る自動時刻校正を、n回受信できなかった場合
に、文字表示｢ツウシンイジヨウ｣とアラームラン
プで報知する。
※通信装置での一括設定
②予備電源に切り替わった場合に、アラームラン
プで報知する

あり。閾値(震度3以上で震度毎)
設定が可能な3端子と、キャンセ

ル報用1端子。
○

音声・接点出力と共に、ディスプレ
イに震度が表示される

○：テスト電文を受けて接点信号
の出力が可能

○：テスト電文を受けて接点信号
の出力が可能

○ ○

○ 予報しない。
過去20 件分の報知ログ保存機能
を有する。また、過去20 件分の通
信障害ログ保存機能を有する。

壁かけ用のねじ止めあり。

あり：上記死活監視を含めて障害発生時には
LCD 画面表示、LED ランプ表示、エ
ラー音鳴動によって、障害が発生した旨を利用
者へ通知する。

あり、スピーカ出力ソケット ○
端末自体が備えているLCD 画

面、LED ランプ、音声ガイダンス
による伝達

○：テスト電文を受けて接点信号
として出力することが可能。

○：テスト電文を受けて制御対象
機器まで含めた一連のテスト機能
を行うこと
が可能。

Ｘ
外部出力はありません。

○
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

株式会社 小堀鐸二
研究所

独立行政法人防災
科学技術研究所

（1）端末基礎機能 （2）地震動予報機能 （3）報知・制御出力条件設定機能

緊急地震速報の精度情報による
動作

時刻のズレが日本標準時に対し1
秒以内になるよう自動時刻校正

不正な緊急地震速報（予報）を受
信した場合は地震動予報を行わ
ない

予報履歴の保存し、利用者が参
照可能

気象庁の発表する緊急地震速報
の内容等の変更に対応可能

予測震度や猶予時間の閾値 緊急地震速報(警報)による動作 報知音の選択

予想した震度や猶予時間の報知
表現
具体的な数値を使わない表現に
しているか？
　　利用者側で表示選択できる：
◎
　　している：○
　　していない：×

訓練が実施できる機能を有するこ
と（オペレーターによる訓練も含
む）

利用者の特定する場所での震度
や到達時間の予想

訓練報により訓練用の外部出力
を動作できる

　　できる：○
　　できない：×

端末単独で訓練報知できる

　　できる：○
　　できない：×

訓練電文を受信し、報知を確認で
きること

○ ○ ○ ○ あり
NTPによる自動校正を15分毎に

実施

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去のものや
動作の判断に必要な重要な要素
が欠損した緊急地震速報（予報）
を受信しても地震動予報を行わな
い。

あり、当日分は端末の画面にても
参照可能、保存期限は基本的に

なしい

あり、通信回線経由でソフトウェア
の更新が可能。内容によりあり
償。

設定機能あり（設定内容は要求
仕様により異なる）猶予時間が無
い場合でも報知可能（設定内容は
要求仕様により異なる）

デフォルトは対応なし（設定により
対応も可能）

設定機能あり（デフォルトはNHK
のチャイム音）

　　　　　　　　　　　　×
（報知機能は施設管理者向けの
ものであり、内容を理解している
人向けのものである。混乱を起こ
す可能性のある一般向けの報知
はしていない。館内放送でも予想
震度や猶予時間は使わない。）

設定機能あり（デフォルトは、1地
点の緊急地震速報を使用する）

× × 未対応 ○ あり ウィンドウズの時刻校正機能使用
行いません。（サーバ側で配信し

ません）

あり、ソフトウェアのメニューにて
参照可能。予報履歴の保存件数
は制限なし。期間を指定し、日本
地図上への震源表示および数値
での確認（位置、規模、深さ）が可
能。

あり、必要に応じて、ソフトウェア
を改造し、CD等で更新ソフトウェ
アを配布。無償。

設定機能あり（予測震度デフォル
ト値：４）到達予測時間で報知は
消える

設定機能なし（報知しない） 設定機能なし（固定音） × 設定機能なし

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し 過去の緊急地 設定機能あり（デフ ルトは震度

アールシーソリュー
ション株式会社

× ○ ○ ○ あり ウィンドウズの時刻校正機能使用
の障害が発生し、過去の緊急地
震速報を受信したり、動作の判断
に必要な要素が欠損したような電
文は廃棄し動作しない。

なし
サーバ予報型のためサーバ側で
対応可能

設定機能あり（デフォルトは震度
３）猶予時間がない場合の報知も
あり

設定機能なし
設定機能あり（デフォルトはREIC

音）
× 設定機能なし

× ○ ○ ○ あり
NTPによる自動校正を60分毎に
実施

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去の緊急地
震速報を受信したり、動作の判断
に必要な要素が欠損したような電
文は廃棄し動作しない。

あり、端末の画面にて参照可能。
サーバ予報型のためサーバ側で
対応可能

設定機能あり（デフォルトは震度
３）猶予時間がない場合の報知も
あり

設定機能なし 設定機能なし × 設定機能なし

×
※接点出力はなし。｢テストです｣
文言を付加した本体音声出力と

発光を行う。

○ ○ ○ あり

NTPをもとにした受信装置兼通信
装置の時刻を、通信装置経由で
60秒に1回受信し、自動時刻校正
を行う。

動作範囲外の過去時間である場
合、動作に必要な要素が欠損し
た電文は無視し動作しない。

動作の有無に関わらず、直近の3
データ（3電文）の受信時刻･震

度。

ソフトウェアの更新が出来ないた
め不可。
ただし、変更の内容によっては、
受信装置兼通信装置(配信元)で
の対応は可能。

【予測震度】
｢震度3以上｣もしくは｢震度4以上｣
で選択可能
【猶予時間】
猶予時間がマイナスの場合も、｢
身を守ってください｣などのアナウ
ンスを行う。

なし 不可（REIC音で固定）。 ×

機能なし
ただし、受信装置兼通信装置で
の閾値設定は可能。

○
※訓練用の外部出力端子はな
し。本番と共用。音声は｢テストで
す｣文言を付加する。

○ ○ ○ あり

NTPをもとにした受信装置兼通信
装置の時刻を、通信装置経由で
60秒に1回受信し、自動時刻校正
を行う。

動作範囲外の過去時間である場
合、動作に必要な要素が欠損し
た電文は無視し動作しない。

動作の有無に関わらず、直近の
10地震IDの、最大予測震度と最
大予測震度となった報の受信時
刻。

ソフトウェアの更新が出来ないた
め不可。
ただし、変更の内容によっては、
受信装置兼通信装置(配信元)で
の対応は可能。

【予測震度】
｢震度3以上｣もしくは｢震度4以上｣
で選択可能
※接点出力は、震度3以上で自由
に設定可能。
【猶予時間】
猶予時間がマイナスの場合も、｢
身を守ってください｣などのアナウ
ンスを行う。

なし 可（デフォルトはREIC音）。 ◎

機能なし
ただし、受信装置兼通信装置で
の閾値設定は可能。

株式会社ジュピター
テレコム

○
※訓練用の外部出力端子はな
し。本番と共用。音声は｢テストで
す｣文言を付加する。

○ ○ ○ あり

NTPをもとにした受信装置兼通信
装置の時刻を、通信装置経由で
60秒に1回受信し、自動時刻校正
を行う。

動作範囲外の過去時間である場
合、動作に必要な要素が欠損し
た電文は無視し動作しない。

動作の有無に関わらず、直近の
10地震IDの、最大予測震度と最
大予測震度となった報の受信時
刻。

ソフトウェアの更新が出来ないた
め不可。
ただし、変更の内容によっては、
受信装置兼通信装置(配信元)で
の対応は可能。

【予測震度】
｢震度3以上｣もしくは｢震度4以上｣
で選択可能
※接点出力は、震度3以上で自由
に設定可能。
【猶予時間】
猶予時間がマイナスの場合も、｢
身を守ってください｣などのアナウ
ンスを行う。

なし 可（デフォルトはREIC音）。 ◎

機能なし
ただし、受信装置兼通信装置で
の閾値設定は可能。

×
※接点出力はなし。｢テストです｣
文言を付加した本体音声出力と
発光を行う。

○ ○ ○ あり

NTPをもとにした受信装置兼通信
装置の時刻を、通信装置経由で
60秒に1回受信し、自動時刻校正
を行う。

動作範囲外の過去時間である場
合、動作に必要な要素が欠損し
た電文は無視し動作しない。

動作の有無に関わらず、直近の5
データ（5電文）の受信時刻･震

度。

ソフトウェアの更新が出来ないた
め不可。
ただし、変更の内容によっては、
受信装置兼通信装置(配信元)で
の対応は可能。

【予測震度】
｢震度3以上｣もしくは｢震度4以上｣
で選択可能
※接点出力は、震度3以上で自由
に設定可能。
【猶予時間】
猶予時間がマイナスの場合も、｢
身を守ってください｣などのアナウ
ンスを行う。

なし 不可（REIC音で固定）。 ×

機能なし
ただし、受信装置兼通信装置で
の閾値設定は可能。

ソフトウェアの更新が出来ないた

【予測震度】
｢震度3以上｣もしくは｢震度4以上｣
で選択可能
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○
※訓練用の外部出力端子はな
し。本番と共用。音声は｢テストで
す｣文言を付加する。

○ ○ ○ あり

NTPをもとにした受信装置兼通信
装置の時刻を、通信装置経由で
60秒に1回受信し、自動時刻校正
を行う。

動作範囲外の過去時間である場
合、動作に必要な要素が欠損し
た電文は無視し動作しない。

動作の有無に関わらず、直近の
10地震IDの、最大予測震度と最
大予測震度となった報の受信時

刻。

ソフトウェアの更新が出来ないた
め不可。
ただし、変更の内容によっては、
受信装置兼通信装置(配信元)で
の対応は可能。

で選択可能
※接点出力は、震度3以上で自由
に設定可能。
【猶予時間】
猶予時間がマイナスの場合も、｢
身を守ってください｣などのアナウ
ンスを行う。

なし 可（デフォルトはREIC音）。 ◎

機能なし
ただし、受信装置兼通信装置で
の閾値設定は可能。

○
※訓練用の外部出力端子はな
し。本番と共用。音声は｢テストで
す｣文言を付加する。

○ ○ ○ あり

NTPをもとにした受信装置兼通信
装置の時刻を、通信装置経由で
60秒に1回受信し、自動時刻校正
を行う。

動作範囲外の過去時間である場
合、動作に必要な要素が欠損し
た電文は無視し動作しない。

動作の有無に関わらず、直近の
10地震IDの、最大予測震度と最
大予測震度となった報の受信時

刻。

ソフトウェアの更新が出来ないた
め不可。
ただし、変更の内容によっては、
受信装置兼通信装置(配信元)で
の対応は可能。

【予測震度】
｢震度3以上｣もしくは｢震度4以上｣
で選択可能
※接点出力は、震度3以上で自由
に設定可能。
【猶予時間】
猶予時間がマイナスの場合も、｢
身を守ってください｣などのアナウ
ンスを行う。

なし 可（デフォルトはREIC音）。 ◎

機能なし
ただし、受信装置兼通信装置で
の閾値設定は可能。

× ○ ○ ○ あり
NTP による自動校正を1 時間毎
に実施する。

予報しない。

あり、過去20 件分の地震につい
て保存し、ネットワーク接続したパ
ソコンのブラウザ画面にて参照可
能。

あり、通信回線経由でソフトウェア
の更新が可能。無償。

設定機能あり（震度3 又は震度4
を設定可能、初期値は震度3）。
猶予時間がない場合の報知もあ
り。

設定機能なし（動作しない固定）。 設定機能なし（ＮＨＫ音固定）。 ◎
設定機能なし（１地点の緊急地震
速報も使用する固定）。
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

株式会社 小堀鐸二
研究所

独立行政法人防災
科学技術研究所

（3）報知・制御出力条件設定機能

配信・許可事業者の通信能力

気象庁の発表から端末に届くまで
1秒未満

気象業務支援センターから事業
者のサーバーまでの通信回線の
冗長化

サーバーから端末間の論理通信
回線の冗長化

複数サーバーから端末に緊急地
震速報を同時に配信

　している：○
　していない：×

セキュリティ対策(なりすまし防止
等)

100ガル超え緊急地震速報に対
する動作

同一内容の緊急地震速報を複数
受信した場合の動作

同一地震について複数回緊急地
震速報（業）を受信した場合の動
作
緊急地震速報（予報）の続報によ
り緊急地震速報（業）の予想震度
が小さくなる・猶予時間も短くなっ
ても報知を変更しない？

　　変更しない：○　変更する：×

ある地震の緊急地震速報を受信
した後、続けて別の地震の緊急
地震速報を受信した場合の動作

深発地震についての緊急地震速
報(業)に対する動作

キャンセル報を受信した際の動作 訓練報を受信した際の動作 テスト報を受信した際の動作

設定機能あり（デフォルトは、使用
しない）

排他処理機能あり

×
（予想震度が小さくなっても報知を
変更しないが、猶予時間が短くな
る場合には変更する。しかし、館
内放送のような予想震度や猶予
時間を表現しないものでは変更し

ない。）

予測震度の大きくなった場合、到
着予想までの秒数が短くなった場
合に報知

別途申請している震度予測方法
であり、震度予測可能であるた

め、報知することが可能

既に放置した地震に対してキャン
セル報が出された時のみ動作す
る

設定機能あり（デフォルトは動作しない設定） 設定機能あり（デフォルトは動作しない設定）

○
（緊急地震速報受信は専用回線
ではなく一般回線経由であり、信
号伝達もLAN経由である。従っ

て、厳密に言えば、通信の仕組み
からして、到達時間の保証は出来
ない。しかし、通常は到達時間を

満たす。）

○ 対応可能

　　　　　　　　　該当しない
(配信者は客先が選定し、契約す
るものであり、当方の所掌外。当
方では、気象業務支援センター、
NTTコミュニケーションズ、あるい
は、IIJのサービスから選択して利
用することが可能である。)

インターネット配信電文の暗号化

設定機能なし（但し、マグニチュー
ドがないため、震度0となり報知し
ない）

排他処理機能なし ○ 後の地震を報知
設定機能なし（デフォルトは動作し
ない）

未対応
設定機能なし（サーバー側で送信に制限をかけて
いるため、送られてこない）

設定機能なし（サーバー側で送信に制限をかけてい
るため、送られてこない）

○ 対応可能 対応可能 × なし

設定機能なし(サ バ側で既に報

アールシーソリュー
ション株式会社

設定機能なし
設定機能なし(サーバ側で排他処
理を行っている)

○ 設定機能なし
設定機能なし(深発地震の場合は
サーバ側で処理対象外とする)

設定機能なし(サーバ側で既に報
知した地震に対してキャンセル報
を出すよう制御)

設定機能なし 設定機能なし ○ × × × 端末認証、配信電文の暗号化

設定機能なし
設定機能なし(サーバ側で排他処
理を行っている)

○ 設定機能なし
設定機能なし(深発地震の場合は
サーバ側で処理対象外とする)

設定機能なし(サーバ側で既に報
知した地震に対してキャンセル報
を出すよう制御)

設定機能なし 設定機能なし ○ × × × 端末認証

キャンセル報と同じ動作を行う。
※現在は配信事業者側でカット。 受信の都度演算を行う。

×
※予想震度が大きく、もしくは猶
予時間が短くなった場合は、アナ
ウンス文言の区切りで情報を更
新する。

識別IDに関わらず、受信の都度
演算を行い、その時点で最も大き
な予測震度で報知を行う。

通常の電文と同様に演算･報知す
る。

報知履歴の有無に関わらず、｢先
ほどの地震速報は誤りです｣のア
ナウンスを2回繰り返す。
※接点出力は、キャンセル報用
の主力端子が動作。

通常の電文と同様に演算･報知する。ただし、報知
の冒頭と最後に｢テストです｣とアナウンスする。
※接点出力は、通常の電文と同じ動作。

通常の電文と同様に演算･報知する。ただし、報知
の冒頭と最後に｢テストです｣とアナウンスする。
※接点出力は、通常の電文と同じ動作。

○ ○

【配信事業者～CATV局】
冗長化済み。
【CATV局～端末】
対応不可。

　　　　　　　　　　　○

※ただし、通信装置(HE制御装置)
～端末間は1対1（放送）。

【配信事業者～CATV局】
①専用線/VPNの場合、回線自体
のセキュリティ＋両端のルーター
での限定IPアドレス制御＋両端の
固有識別子による機器認証、で
対応。
②インターネットの場合、両端の
ルーターでの限定IPアドレス制御
＋両端の固有識別子による機器
認証、で対応。
【CATV局～端末】
放送サービスのため、対応不要

キャンセル報と同じ動作を行う。
※現在は配信事業者側でカット。 受信の都度演算を行う。

×
※予想震度が大きく、もしくは猶
予時間が短くなった場合は、アナ
ウンス文言の区切りで情報を更
新する。

識別IDに関わらず、受信の都度
演算を行い、その時点で最も大き
な予測震度で報知を行う。

通常の電文と同様に演算･報知す
る。

報知履歴の有無に関わらず、｢先
ほどの地震速報は誤りです｣のア
ナウンスを2回繰り返す。
※接点出力は、キャンセル報用
の主力端子が動作。

通常の電文と同様に演算･報知する。ただし、報知
の冒頭と最後に｢テストです｣とアナウンスする。
※接点出力は、通常の電文と同じ動作。

通常の電文と同様に演算･報知する。ただし、報知
の冒頭と最後に｢テストです｣とアナウンスする。
※接点出力は、通常の電文と同じ動作。

○ ○

【配信事業者～CATV局】
冗長化済み。
【CATV局～端末】
対応不可。

　　　　　　　　　　　○

※ただし、通信装置(HE制御装置)
～端末間は1対1（放送）。

【配信事業者～CATV局】
①専用線/VPNの場合、回線自体
のセキュリティ＋両端のルーター
での限定IPアドレス制御＋両端の
固有識別子による機器認証、で
対応。
②インターネットの場合、両端の
ルーターでの限定IPアドレス制御
＋両端の固有識別子による機器
認証、で対応。
【CATV局～端末】
放送サービスのため、対応不要
【配信事業者～CATV局】
①専用線/ 場合 回線自体

株式会社ジュピター
テレコム

キャンセル報と同じ動作を行う。
※現在は配信事業者側でカット。 受信の都度演算を行う。

×
※予想震度が大きく、もしくは猶
予時間が短くなった場合は、アナ
ウンス文言の区切りで情報を更
新する。

識別IDに関わらず、受信の都度
演算を行い、その時点で最も大き
な予測震度で報知を行う。

通常の電文と同様に演算･報知す
る。

報知履歴の有無に関わらず、｢先
ほどの地震速報は誤りです｣のア
ナウンスを2回繰り返す。
※接点出力は、キャンセル報用
の主力端子が動作。

通常の電文と同様に演算･報知する。ただし、報知
の冒頭と最後に｢テストです｣とアナウンスする。
※接点出力は、通常の電文と同じ動作。

通常の電文と同様に演算･報知する。ただし、報知
の冒頭と最後に｢テストです｣とアナウンスする。
※接点出力は、通常の電文と同じ動作。

○ ○

【配信事業者～CATV局】
冗長化済み。
【CATV局～端末】
標準では冗長化していないが、要
望により対応可。

　　　　　　　　　　○

※ただし、通信装置(HE制御装置)
～端末間は1対1（放送）。

①専用線/VPNの場合、回線自体
のセキュリティ＋両端のルーター
での限定IPアドレス制御＋両端の
固有識別子による機器認証、で
対応。
②インターネットの場合、両端の
ルーターでの限定IPアドレス制御
＋両端の固有識別子による機器
認証、で対応。
【CATV局～端末】
①専用線/VPNの場合、回線自体
のセキュリティ＋両端のルーター
での限定IPアドレス制御＋両端の
固有識別子による機器認証、で
対応。
②インターネットの場合、両端の
ルーターでの限定IPアドレス制御
＋両端の固有識別子による機器
認証、で対応。

キャンセル報と同じ動作を行う。
※現在は配信事業者側でカット。 受信の都度演算を行う。

×
※予想震度が大きく、もしくは猶
予時間が短くなった場合は、アナ
ウンス文言の区切りで情報を更
新する。

識別IDに関わらず、受信の都度
演算を行い、その時点で最も大き
な予測震度で報知を行う。

通常の電文と同様に演算･報知す
る。

報知履歴の有無に関わらず、｢先
ほどの地震速報は誤りです｣のア
ナウンスを2回繰り返す。
※接点出力は、キャンセル報用
の主力端子が動作。

通常の電文と同様に演算･報知する。ただし、報知
の冒頭と最後に｢テストです｣とアナウンスする。
※接点出力は、通常の電文と同じ動作。

通常の電文と同様に演算･報知する。ただし、報知
の冒頭と最後に｢テストです｣とアナウンスする。
※接点出力は、通常の電文と同じ動作。

○ ○

【配信事業者～CATV局】
冗長化済み。
【CATV局～端末】
対応不可。

　　　　　　　　　　　○

※ただし、通信装置(HE制御装置)
～端末間は1対1（放送）。

【配信事業者～CATV局】
①専用線/VPNの場合、回線自体
のセキュリティ＋両端のルーター
での限定IPアドレス制御＋両端の
固有識別子による機器認証、で
対応。
②インターネットの場合、両端の
ルーターでの限定IPアドレス制御
＋両端の固有識別子による機器
認証、で対応。
【CATV局～端末】
放送サービスのため、対応不要
【配信事業者～CATV局】
①専用線/VPNの場合、回線自体
のセキュリティ＋両端のルーター
での限定IPアドレス制御＋両端の

三洋電機コンシュー
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キャンセル報と同じ動作を行う。
※現在は配信事業者側でカット。 受信の都度演算を行う。

×
※予想震度が大きく、もしくは猶
予時間が短くなった場合は、アナ
ウンス文言の区切りで情報を更
新する。

識別IDに関わらず、受信の都度
演算を行い、その時点で最も大き
な予測震度で報知を行う。

通常の電文と同様に演算･報知す
る。

報知履歴の有無に関わらず、｢先
ほどの地震速報は誤りです｣のア
ナウンスを2回繰り返す。
※接点出力は、キャンセル報用
の主力端子が動作。

通常の電文と同様に演算･報知する。ただし、報知
の冒頭と最後に｢テストです｣とアナウンスする。
※接点出力は、通常の電文と同じ動作。

通常の電文と同様に演算･報知する。ただし、報知
の冒頭と最後に｢テストです｣とアナウンスする。
※接点出力は、通常の電文と同じ動作。

○ ○

【配信事業者～CATV局】
冗長化済み。
【CATV局～端末】
対応不可。

　　　　　　　　　　　○

※ただし、通信装置(HE制御装置)
～端末間は1対1（放送）。

での限定IPアドレス制御＋両端の
固有識別子による機器認証、で
対応。
②インターネットの場合、両端の
ルーターでの限定IPアドレス制御
＋両端の固有識別子による機器
認証、で対応。
【CATV局～端末】
放送サービスのため、対応不要

キャンセル報と同じ動作を行う。
※現在は配信事業者側でカット。 受信の都度演算を行う。

×
※予想震度が大きく、もしくは猶
予時間が短くなった場合は、アナ
ウンス文言の区切りで情報を更
新する。

識別IDに関わらず、受信の都度
演算を行い、その時点で最も大き
な予測震度で報知を行う。

通常の電文と同様に演算･報知す
る。

報知履歴の有無に関わらず、｢先
ほどの地震速報は誤りです｣のア
ナウンスを2回繰り返す。
※接点出力は、キャンセル報用
の主力端子が動作。

通常の電文と同様に演算･報知する。ただし、報知
の冒頭と最後に｢テストです｣とアナウンスする。
※接点出力は、通常の電文と同じ動作。

通常の電文と同様に演算･報知する。ただし、報知
の冒頭と最後に｢テストです｣とアナウンスする。
※接点出力は、通常の電文と同じ動作。

○ ○

【配信事業者～CATV局】
冗長化済み。
【CATV局～端末】
対応不可。

　　　　　　　　　　　○

※ただし、通信装置(HE制御装置)
～端末間は1対1（放送）。

【配信事業者～CATV局】
①専用線/VPNの場合、回線自体
のセキュリティ＋両端のルーター
での限定IPアドレス制御＋両端の
固有識別子による機器認証、で
対応。
②インターネットの場合、両端の
ルーターでの限定IPアドレス制御
＋両端の固有識別子による機器
認証、で対応。
【CATV局～端末】
放送サービスのため、対応不要

設定機能なし（使用しない固定）。 排他処理機能あり。 × 予測震度の大きい方を報知する。 設定機能なし（動作しない固定）。
既に報知した地震に対してキャン
セル報が出されたときにのみ動
作する。

設定機能なし（動作する固定）。
訓練報を受けた際にはチャイム音の後に「緊急地
震速報テストです」を2 回繰
り返し報知した後に訓練報の内容による報知を行
う。

設定機能なし（動作する固定）。
試験報を受けた際にはチャイム音の後に「緊急地
震速報テストです」を2 回繰
り返し報知した後に試験報の内容による報知を行
う。

○ 不明 不明 該当しない 不明
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

株式会社 小堀鐸二
研究所

独立行政法人防災
科学技術研究所

サーバーの機能 サーバーの機能

通信回線
サーバーから端末間の物理通信
回線の冗長化

セキュリティ対策(ウイルス対策
等)

不正な緊急地震速報（予報）を受
信した場合は配信等を行わない

設置環境良好(耐震対策等) 端末毎に接続の確認可能 端末毎に個別配信可能

端末毎に利用者の求めに応じて
訓練報・テスト報配信可能

どちらも配信している：　1
テスト報のみ配信している：　2
訓練報のみ配信している：　3
どちらも配信していない：　×

配信履歴の保存・管理 冗長化 無停電化 保守体制が整備

（4）配信・許可事業者の能力

専用線／インターネット、ユー
ザーの希望に応じて対応可能

対応可能

緊急地震速報受信機をLinuxで
ROMベースのウィルスに侵される
危険のない構成とし、同機とサー
バーを分離することで、サーバー
は外部へ接続されないためセ
キュリティが確保出来る

　　　　　　　　　該当しない
(配信者は客先が選定し、契約す
るものであり、当方の所掌外。当
方では、気象業務支援センター、
NTTコミュニケーションズ、あるい
は、IIJのサービスから選択して利
用することが可能である。)

耐震化された建物内で、耐震固
定も実施、空調導入済み

サーバーから端末への接続状況
の確認を毎秒行っている。管理者
に対して、切断時にメールによる
通報が自動的に行われる。

端末毎に配信設定が可能

　　　　　　　　　該当しない
(配信者は客先が選定し、契約す
るものであり、当方の所掌外。当
方では、気象業務支援センター、
NTTコミュニケーションズ、あるい
は、IIJのサービスから選択して利
用することが可能である。)

配信履歴をすべて保存
冗長化は選択可能である。稼動確保のため、監視機能
だけを独立したPCで設けており、再起動等の処置で対応
することを標準としている。

汎用のUPSを使用

監視機能PCにより、24時間の異
常監視を自動で行っている。異常
はメールで自動的管理者に知らさ
れる。復旧体制は、仕様により異
なる。

インターネットのみ対応 未対応 ウイルスソフトの導入済み 行いません。
耐震化された建物内で、空調導
入済み

接続確認は、端末側からのみ実
施。
接続している端末は、サーバー側
でモニタできる。

端末毎の配信設定は実施してい
ない。

×
全体への配信結果を保存。制限
なし

サーバーは１台の構成で、気象業務支援センターから緊
急地震速報(予報)を受信している（回線は、2系統準備し
ており、冗長化の準備はあり）

無停電電源装置の導入により瞬
断は生じない

平日9:00～17:30までの電話受付
と24時間メール受付での対応

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し 過去の緊急地

営業時間内の電話、メールによる
問い合わせに対応。

アールシーソリュー
ション株式会社

インターネット ×
ウイルス対策ソフト、ファイア
ウォールの導入済み

の障害が発生し、過去の緊急地
震速報を受信したり、動作の判断
に必要な要素が欠損したような電
文は廃棄し動作しない。

耐震化された建物内で、耐震固
定も実施、空調導入済み

サーバーから端末の接続・切断
状況の確認を５０秒毎に実施。

端末毎に緊急地震速報の配信設
定が可能

２
２年間の端末ごとに配信した結果
を保存可能

×
無停電電源装置の導入により瞬
断も生じない

問い合わせに対応。
サーバは24時間の監視体制あ
り。障害発生時に開発担当者へ
の緊急連絡手段あり。

インターネット ×
ウイルス対策ソフト、ファイア
ウォールの導入済み

サーバーや通信回線等に何らか
の障害が発生し、過去の緊急地
震速報を受信したり、動作の判断
に必要な要素が欠損したような電
文は廃棄し動作しない。

耐震化された建物内で、耐震固
定も実施、空調導入済み

サーバーから端末の接続・切断
状況の確認を５０秒毎に実施。
利用者に対して切断時の電話・
メール等での通知

端末毎に緊急地震速報の配信設
定が可能

２
２年間の端末ごとに配信した結果
を保存可能

×
無停電電源装置の導入により瞬
断も生じない

営業時間内の電話、メールによる
問い合わせに対応。
サーバは24時間の監視体制あ
り。障害発生時に開発担当者へ
の緊急連絡手段あり。

【配信事業者～CATV局】
IP専用線/VPNなどのクローズド
な回線の使用を推奨。
【CATV局～端末】
CATV(放送)回線のみ。

【配信事業者～CATV局】
冗長化済み。
【CATV局～端末】
対応不可。

【受信装置兼通信装置】
限定IPアドレス制御された通信の
みを行い、特定管理者のみアクセ
スを許容する。
【通信装置(HE制御装置)】
受信装置兼通信装置とは、限定
IPアドレス制御された通信のみを
行う。送出側は放送のため侵入
がなしい。

以下の場合を除き、全て配信を行
う。
・データの大きさやフォーマット自
体が異常
・過去に受配信したものと同一
・特定の排除条件を設定（35号電
文など）

【受信装置兼通信装置】
防犯･防火対策済、耐震化済の建
物内に耐震固定し、空調導入済
み。
【通信装置(HE制御装置)】
防犯･防火対策済、耐震化済の建
物内に耐震固定し、空調導入済
み

端末との接続確認は不可。
端末毎の配信は不可。

※テスト報を除く。 2

【受信装置兼通信装置】
受信履歴･配信履歴とも3年以上
保存。
【通信装置(HE制御装置)】
配信履歴を90日間保存。

【受信装置兼通信装置】
必ず2台1組の構成で、論理回線4回線（物理回線2回線）
で、気象業務支援センターからの受信を行っている。
【通信装置(HE制御装置)】
必ず2台1組の構成で、論理回線4回線（物理回線2回線）
で、受信装置兼通信装置からの受信を行っている。

各サーバーの収容施設が、すべ
て無停電化に対応済み。

【配信事業者】
24時間体制で、受信装置兼通信
装置の保守監視、通信装置の監
視を行う。受配信の回線･受信装
置兼通信装置とも冗長化されて
おり、故障時もサービス断は発生
しない。
【CATV局】
受信の回線･受信装置兼通信装
置とも冗長化されており、故障時
もサービス断は発生しない。

【配信事業者～CATV局】
IP専用線/VPNなどのクローズド
な回線の使用を推奨。
【CATV局～端末】
CATV(放送)回線のみ。

【配信事業者～CATV局】
冗長化済み。
【CATV局～端末】
対応不可。

【受信装置兼通信装置】
限定IPアドレス制御された通信の
みを行い、特定管理者のみアクセ
スを許容する。
【通信装置(HE制御装置)】
受信装置兼通信装置とは、限定
IPアドレス制御された通信のみを
行う。送出側は放送のため侵入
がなしい。

以下の場合を除き、全て配信を行
う。
・データの大きさやフォーマット自
体が異常
・過去に受配信したものと同一
・特定の排除条件を設定（36号電
文など）

【受信装置兼通信装置】
防犯･防火対策済、耐震化済の建
物内に耐震固定し、空調導入済
み。
【通信装置(HE制御装置)】
防犯･防火対策済、耐震化済の建
物内に耐震固定し、空調導入済
み

端末との接続確認は不可。
端末毎の配信は不可。

※テスト報を除く。 2

【受信装置兼通信装置】
受信履歴･配信履歴とも3年以上
保存。
【通信装置(HE制御装置)】
配信履歴を90日間保存。

【受信装置兼通信装置】
必ず2台1組の構成で、論理回線4回線（物理回線2回線）
で、気象業務支援センターからの受信を行っている。
【通信装置(IP-HE制御装置)】
1台のみの構成で、論理回線2回線（物理回線2回線）で、
受信装置兼通信装置からの受信を行っている。

各サーバーの収容施設が、すべ
て無停電化に対応済み。

【配信事業者】
24時間体制で、受信装置兼通信
装置の保守監視、通信装置の監
視を行う。受配信の回線･受信装
置兼通信装置とも冗長化されて
おり、故障時もサービス断は発生
しない。
【CATV局】
受信の回線･受信装置兼通信装
置とも冗長化されており、故障時
もサービス断は発生しない。

株式会社ジュピター
テレコム

【配信事業者～CATV局】
IP専用線/VPNなどのクローズド
な回線の使用を推奨。
【CATV局～端末】
IP回線のみ（専用線やVPNを推
奨）。

【配信事業者～CATV局】
冗長化済み。
【CATV局～端末】
標準では冗長化していないが、要
望により対応可。

【受信装置兼通信装置】
限定IPアドレス制御された通信の
みを行い、特定管理者のみアクセ
スを許容する。
【通信装置(IPHE制御装置)】
受信装置兼通信装置とは、限定
IPアドレス制御された通信のみを
行う。送出側は放送のため侵入
がなしい。

以下の場合を除き、全て配信を行
う。
・データの大きさやフォーマット自
体が異常
・過去に受配信したものと同一
・特定の排除条件を設定（37号電
文など）

【受信装置兼通信装置】
防犯･防火対策済、耐震化済の建
物内に耐震固定し、空調導入済
み。
【通信装置(HE制御装置)】
防犯･防火対策済、耐震化済の建
物内に耐震固定し、空調導入済
み

端末との接続確認は不可。
端末毎の配信は不可。

※テスト報を除く。 2

【受信装置兼通信装置】
受信履歴･配信履歴とも3年以上
保存。
【通信装置(HE制御装置)】
配信履歴を90日間保存。

【受信装置兼通信装置】
必ず2台1組の構成で、論理回線4回線（物理回線2回線）
で、気象業務支援センターからの受信を行っている。
【通信装置(HE制御装置)】
必ず2台1組の構成で、論理回線4回線（物理回線2回線）
で、受信装置兼通信装置からの受信を行っている。

各サーバーの収容施設が、すべ
て無停電化に対応済み。

【配信事業者】
24時間体制で、受信装置兼通信
装置の保守監視、通信装置の監
視を行う。受配信の回線･受信装
置兼通信装置とも冗長化されて
おり、故障時もサービス断は発生
しない。
【CATV局】
受信の回線･受信装置兼通信装
置とも冗長化されており、故障時
もサービス断は発生しない。

【配信事業者～CATV局】
IP専用線/VPNなどのクローズド
な回線の使用を推奨。
【CATV局～端末】
CATV(放送)回線のみ。

【配信事業者～CATV局】
冗長化済み。
【CATV局～端末】
対応不可。

【受信装置兼通信装置】
限定IPアドレス制御された通信の
みを行い、特定管理者のみアクセ
スを許容する。
【通信装置(HE制御装置)】
受信装置兼通信装置とは、限定
IPアドレス制御された通信のみを
行う。送出側も、限定IPアドレス制
御された通信のみを行う。

以下の場合を除き、全て配信を行
う。
・データの大きさやフォーマット自
体が異常
・過去に受配信したものと同一
・特定の排除条件を設定（38号電
文など）

【受信装置兼通信装置】
防犯･防火対策済、耐震化済の建
物内に耐震固定し、空調導入済

み。
【通信装置(HE制御装置)】

防犯･防火対策済、耐震化済の建
物内に耐震固定し、空調導入済

み

端末との接続確認は不可。
端末毎の配信は不可。

※テスト報を除く。 2

【受信装置兼通信装置】
受信履歴･配信履歴とも3年以上
保存。
【通信装置(HE制御装置)】
配信履歴を90日間保存。

【受信装置兼通信装置】
必ず2台1組の構成で、論理回線4回線（物理回線2回線）
で、気象業務支援センターからの受信を行っている。
【通信装置(HE制御装置)】
必ず2台1組の構成で、論理回線4回線（物理回線2回線）
で、受信装置兼通信装置からの受信を行っている。

各サーバーの収容施設が、すべ
て無停電化に対応済み。

【配信事業者】
24時間体制で、受信装置兼通信
装置の保守監視、通信装置の監
視を行う。受配信の回線･受信装
置兼通信装置とも冗長化されて
おり、故障時もサービス断は発生
しない。
【CATV局】
受信の回線･受信装置兼通信装
置とも冗長化されており、故障時
もサービス断は発生しない。

【配信事業者～CATV局】

【受信装置兼通信装置】
限定IPアドレス制御された通信の
みを行い 特定管理者のみアクセ

以下の場合を除き、全て配信を行
【受信装置兼通信装置】

防犯･防火対策済、耐震化済の建
【受信装置兼通信装置】

【受信装置兼通信装置】

【配信事業者】
24時間体制で、受信装置兼通信
装置の保守監視、通信装置の監
視を行う 受配信の回線 受信装

三洋電機コンシュー
マエレクトロニクス

株式会社

【配信事業者～CATV局】
IP専用線/VPNなどのクローズド
な回線の使用を推奨。
【CATV局～端末】
CATV(放送)回線のみ。

【配信事業者～CATV局】
冗長化済み。
【CATV局～端末】
対応不可。

みを行い、特定管理者のみアクセ
スを許容する。
【通信装置(HE制御装置)】
受信装置兼通信装置とは、限定
IPアドレス制御された通信のみを
行う。送出側は放送のため侵入
がなしい。

以下の場合を除き、全て配信を行
う。
・データの大きさやフォーマット自
体が異常
・過去に受配信したものと同一
・特定の排除条件を設定（39号電
文など）

防犯 防火対策済、耐震化済の建
物内に耐震固定し、空調導入済

み。
【通信装置(HE制御装置)】

防犯･防火対策済、耐震化済の建
物内に耐震固定し、空調導入済

み

端末との接続確認は不可。
端末毎の配信は不可。

※テスト報を除く。 2

【受信装置兼通信装置】
受信履歴･配信履歴とも3年以上
保存。
【通信装置(HE制御装置)】
配信履歴を90日間保存。

【受信装置兼通信装置】
必ず2台1組の構成で、論理回線4回線（物理回線2回線）
で、気象業務支援センターからの受信を行っている。
【通信装置(HE制御装置)】
必ず2台1組の構成で、論理回線4回線（物理回線2回線）
で、受信装置兼通信装置からの受信を行っている。

各サーバーの収容施設が、すべ
て無停電化に対応済み。

視を行う。受配信の回線･受信装
置兼通信装置とも冗長化されて
おり、故障時もサービス断は発生
しない。
【CATV局】
受信の回線･受信装置兼通信装
置とも冗長化されており、故障時
もサービス断は発生しない。

【配信事業者～CATV局】
IP専用線/VPNなどのクローズド
な回線の使用を推奨。
【CATV局～端末】
CATV(放送)回線のみ。

【配信事業者～CATV局】
冗長化済み。
【CATV局～端末】
対応不可。

【受信装置兼通信装置】
限定IPアドレス制御された通信の
みを行い、特定管理者のみアクセ
スを許容する。
【通信装置(HE制御装置)】
受信装置兼通信装置とは、限定
IPアドレス制御された通信のみを
行う。送出側は放送のため侵入
がなしい。

以下の場合を除き、全て配信を行
う。
・データの大きさやフォーマット自
体が異常
・過去に受配信したものと同一
・特定の排除条件を設定（40号電
文など）

【受信装置兼通信装置】
防犯･防火対策済、耐震化済の建
物内に耐震固定し、空調導入済

み。
【通信装置(HE制御装置)】

防犯･防火対策済、耐震化済の建
物内に耐震固定し、空調導入済

み

端末との接続確認は不可。
端末毎の配信は不可。

※テスト報を除く。 2

【受信装置兼通信装置】
受信履歴･配信履歴とも3年以上
保存。
【通信装置(HE制御装置)】
配信履歴を90日間保存。

【受信装置兼通信装置】
必ず2台1組の構成で、論理回線4回線（物理回線2回線）
で、気象業務支援センターからの受信を行っている。
【通信装置(HE制御装置)】
必ず2台1組の構成で、論理回線4回線（物理回線2回線）
で、受信装置兼通信装置からの受信を行っている。

各サーバーの収容施設が、すべ
て無停電化に対応済み。

【配信事業者】
24時間体制で、受信装置兼通信
装置の保守監視、通信装置の監
視を行う。受配信の回線･受信装
置兼通信装置とも冗長化されて
おり、故障時もサービス断は発生
しない。
【CATV局】
受信の回線･受信装置兼通信装
置とも冗長化されており、故障時
もサービス断は発生しない。

インターネット 不明 不明 該当しない 不明 不明 不明 該当しない 不明 不明 不明

365 日で電話受付を行い、端末が
故障したときには不良修理あるい
は代替端末
で対応をおこなう。
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

株式会社 小堀鐸二
研究所

独立行政法人防災
科学技術研究所

配信・許可事業者によるサポート 配信・許可事業者によるサポート

利用者に連絡する手段あり 利用者の利用方法の把握 気象庁から端末までの配信経路を公開

サーバー端末間の通信手順やデータフォーマットを公
開

　　公開する：○
　　公開しない：×

利用者からの配信状況問い合わせに対応可能
ガイドラインに記された必須項目を全て満たした場合にはその

旨を公開

電話・メールで連絡
変更もこちらの対応なしでは出来ないので、利用形態はすべて把握してい

る。
配信事業者との契約は利用者で行っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　該当しない
(配信者は客先が選定し、契約するものであり、当方の
所掌外。)

弊社営業時間内に対応可能 （ガイドライン制定時には対応予定）

気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保守によ
るサービス停止の通知等を電話・メールで連絡

実験として実施しているため、適宜、意見交換を実施

利用者に対する配信経路は、一経路のみ。
気象業務支援センター　→　防災科学技術研究所　→　緊急地震速報受信端末
利用者へは口頭での説明のみ

×

平日9:00～17:30までの電話受付と24時間メール受付での対応
緊急地震速報や自社ソフトウェア等の専門的な知識を有する職員が
対応可能

(ガイドライン制定時には対応予定)

アールシーソリュー
ション株式会社

気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保守によ
るサービス停止の通知等を電話・メールで連絡

ソフトウェア販売時に利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切
な利用について、助言を実施

明示していない。 ○
営業時間内の電話、メールによる問い合わせに対応。専門的な知識
を有する職員が対応可能。

ガイドライン制定時には対応予定

気象庁からの訓練等の緊急地震速報に係るお知らせやサーバー保守によ
るサービス停止の通知等を電話・メールで連絡

端末販売時に利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切な利用
について、助言を実施

明示していない。 ○
営業時間内の電話、メールによる問い合わせに対応。専門的な知識
を有する職員が対応可能。

ガイドライン制定時には対応予定

【配信事業者】
配信先(CATV局)への連絡が可能。
【許可事業者】
提供事業者 (CATV局)への連絡が可能。
【提供事業者 (CATV局)】
実利用者へ、メール･ホームページ告知･電話などでの連絡が可能。

【配信事業者/許可事業者】
配信契約時(＝システム･端末導入時)に、提供事業者向けに適切な利用
について説明し、継続して情報提供を行う。
【提供事業者 (CATV局)】
実利用者との契約時に、実利用者向けに、適切な利用について説明。

パンフレット･ホームページなどで、経路「気象業務支援センター→(株)テクノロジーネットワー
クス→各CATV局」を、実利用者に明示。

×
実利用者からの問合せを、各事業のカスタマーセンターで受付可能。
※受付時間はCATV局毎に設定。 満たした場合には、自社媒体などで発表予定。

【配信事業者】
配信先(CATV局)への連絡が可能。
【許可事業者】
提供事業者 (CATV局)への連絡が可能。
【提供事業者 (CATV局)】
実利用者へ、メール･ホームページ告知･電話などでの連絡が可能。

【配信事業者/許可事業者】
配信契約時(＝システム･端末導入時)に、提供事業者向けに適切な利用
について説明し、継続して情報提供を行う。
【提供事業者 (CATV局)】
実利用者との契約時に、実利用者向けに、適切な利用について説明。

パンフレット･ホームページなどで、経路「気象業務支援センター→(株)テクノロジーネットワー
クス→各CATV局」を、実利用者に明示。

×
実利用者からの問合せを、各事業のカスタマーセンターで受付可能。
※受付時間はCATV局毎に設定。 満たした場合には、自社媒体などで発表予定。

株式会社ジュピター
テレコム

【配信事業者】
配信先(CATV局)への連絡が可能。
【許可事業者】
提供事業者 (CATV局)への連絡が可能。
【提供事業者 (CATV局)】
実利用者へ、メール･ホームページ告知･電話などでの連絡が可能。

【配信事業者/許可事業者】
配信契約時(＝システム･端末導入時)に、提供事業者向けに適切な利用
について説明し、継続して情報提供を行う。
【提供事業者 (CATV局)】
実利用者との契約時に、実利用者向けに、適切な利用について説明。

パンフレット･ホームページなどで、経路「気象業務支援センター→(株)テクノロジーネットワー
クス→各CATV局」を、実利用者に明示。

×
実利用者からの問合せを、各事業のカスタマーセンターで受付可能。
※受付時間はCATV局毎に設定。 満たした場合には、自社媒体などで発表予定。

【配信事業者】
配信先(CATV局)への連絡が可能。
【許可事業者】
提供事業者 (CATV局)への連絡が可能。
【提供事業者 (CATV局)】
実利用者へ、メール･ホームページ告知･電話などでの連絡が可能。

【配信事業者/許可事業者】
配信契約時(＝システム･端末導入時)に、提供事業者向けに適切な利用
について説明し、継続して情報提供を行う。
【提供事業者 (CATV局)】
実利用者との契約時に、実利用者向けに、適切な利用について説明。

パンフレット･ホームページなどで、経路「気象業務支援センター→(株)テクノロジーネットワー
クス→各CATV局」を、実利用者に明示。

×
実利用者からの問合せを、各事業のカスタマーセンターで受付可能。
※受付時間はCATV局毎に設定。 満たした場合には、自社媒体などで発表予定。

【配信事業者】
【配信事業者/許可事業者】

三洋電機コンシュー
マエレクトロニクス

株式会社

【配信事業者】
配信先(CATV局)への連絡が可能。
【許可事業者】
提供事業者 (CATV局)への連絡が可能。
【提供事業者 (CATV局)】
実利用者へ、メール･ホームページ告知･電話などでの連絡が可能。

【配信事業者/許可事業者】
配信契約時(＝システム･端末導入時)に、提供事業者向けに適切な利用
について説明し、継続して情報提供を行う。
【提供事業者 (CATV局)】
実利用者との契約時に、実利用者向けに、適切な利用について説明。

パンフレット･ホームページなどで、経路「気象業務支援センター→(株)テクノロジーネットワー
クス→各CATV局」を、実利用者に明示。

×
実利用者からの問合せを、各事業のカスタマーセンターで受付可能。
※受付時間はCATV局毎に設定。 満たした場合には、自社媒体などで発表予定。

【配信事業者】
配信先(CATV局)への連絡が可能。
【許可事業者】
提供事業者 (CATV局)への連絡が可能。
【提供事業者 (CATV局)】
実利用者へ、メール･ホームページ告知･電話などでの連絡が可能。

【配信事業者/許可事業者】
配信契約時(＝システム･端末導入時)に、提供事業者向けに適切な利用
について説明し、継続して情報提供を行う。
【提供事業者 (CATV局)】
実利用者との契約時に、実利用者向けに、適切な利用について説明。

パンフレット･ホームページなどで、経路「気象業務支援センター→(株)テクノロジーネットワー
クス→各CATV局」を、実利用者に明示。

×
実利用者からの問合せを、各事業のカスタマーセンターで受付可能。
※受付時間はCATV局毎に設定。 満たした場合には、自社媒体などで発表予定。

利用者への連絡手段はありません。 販売時に利用者の利用形態を把握することはできません。
利用者に対する配信経路は、一経路のみ。
気象業務支援センター → ＮＴＴコミュニケーションズ(株) → 緊急地震
速報受信端末（ＴＥＬ－ＬＡＮ６０）

×
365 日、緊急地震速報や自社端末等の専門的な知識を有する職員
が対応可能。

利用者への連絡手段はありません。
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端末・配信状況調査　 別添　参考

価格 その他
（1）端末基礎機能

販売価格 通信費等運営費(月間) 製品紹介ホームページURL （備考）

端末 製造者（製造元） 製品名
型番

（ｿﾌﾄｳｪｱの場合はﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理番号） 製造年月日
サーバーとの接続監視、通信障害の検知

　　　　　　　　　　　　　　　　　製品の用途

　Ａ　機械・館内放送設備等の自動制御
　Ｂ　オペレーターを介した機械・館内放送設備等の制御
　Ｃ　端末の報知による人の危険回避

演算方式 受信装置の種類
事業者

（許可番号順）

安全・安心サポート
株式会社

1 安全・安心サポート株式会社 緊急地震速報受信クライアント Version1.14.0 2003年 Ａ，Ｂ，Ｃ 端末予報型 ウインドウズ用のソフトウェア 80,000円 12,500円

http://www.anan-
sup.co.jp/product/product_jishin_s
oft.html

サーバーから端末に向けて５０秒毎に死活監視を行い、
切断した時は画面表示とメール送信を行う。

エヌ・エス・シー株式
会社

1 （株）オリテックス SignalNow SIG-A 2008年8月1日 Ａ，Ｂ，Ｃ 端末予報型

「高度利用者向け緊急地震速報」
専用通報装置
(放送用音声出力タイミング他の
調整機能、外部装置の制御機能
付き）

オープン価格 10,000円（税別）

http://www.estrat.co.jp/index.htm
l

http://www.nscjapan.co.jp/busine
ss.html

端末側では、サーバーとの接続状態の確認を１分毎に行
い、切断を検知した場合には再接続を試行し、それでも
接続出来ないときは前面の表示装置での表示内容を点
滅させてお知らせ。
さらにサーバー側では、各端末との接続状態の確認を３
０分毎に行い、切断を検知した場合には再接続を待ち、
それでも復旧しないときはＥメールで切断通知メールを出
してお知らせ。

1
製造者：Takusu株式会社
          （株式会社　茨城富士）

Takusu-ＰⅡ

TP2100-TF-01

　　（音声２系統、リレー１２接点出力付き
　　　ラックマウント対応型）

2008年12月1日～ Ａ，Ｂ サ－バ－予報型

緊急地震速報専用端末
（多出力型）

（企業向け／ビル,マンション,工場,
集客施設など）

オープン価格
（参考標準価格1,200,000
円）
（設置調整費別途）

～10,000円
（「情報配信料のみです。別途回線使用
料、インターネット使用料などが必要で
す。」）

http://www.takusu.co.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あり

端末～サーバー間で相互に監視信号を一定周期で送受
信する。
端末、サーバーともにこれらの信号を監視し、
異常を検出すれば端末で表示。
サーバーはレポートを発行

さらに一日一回時報音（ピッピッピッ）を送信するので、顧
客がこの時報音を聞くことによりシステム全体の正常動
作を確認することが出来る。
（異常時には別途契約によりメール発行が可能）

2
製造者：Takusu株式会社
         （本体:ユピテル工業株式会社）
         （表示器：株式会社パトライト）

Takusu-Ｓ

本体：Takusu-S（TY-TV13-1）
　　（卓上型，スピーカ内蔵、）
　　（緊急コールボタンおよび子機使用可能）

表示器：FTE-D04

2010年6月1日～
Ａ，Ｂ，Ｃ

サ－バ－予報型

本体：緊急地震速報専用端末
表示器：緊急地震速報用表示器

（事務所向：表示器接続対応）

オープン価格
（参考標準価格370,000
円）
（表示器込み）

～6,000円
（「情報配信料のみです。別途回線使用
料、インターネット使用料などが必要で
す。」）

http://www.takusu.co.jp
http://www.yupiteru.co.jp/produc
ts/eq/index.html

（表示器）http://www.patlite.jp/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あり

端末～サーバー間で相互に監視信号を一定周期で送受
信する。
端末、サーバーともにこれらの信号を監視し、
異常発生時にはサーバーはレポートを発行。
端末は契約により表示器に表示することが可能。

さらに一日一回時報音（ピッピッピッ）を送信するので、顧
客がこの時報音を聞くことによりシステム全体の正常動
作を確認することが出来る。
（異常時には別途契約によりメール発行が可能）

3
製造者：Takusu株式会社
          （ユピテル工業　株式会社）

Takusu-Ｖ　　「一般向け」
TY-TV11-1：
　　（卓上型，スピーカ内蔵、）
　　（緊急コールボタンおよび子機使用可能）

2007年10月1日 Ｃ
緊急地震速報専用端末
（一般家庭／小規模事業所向
：付加機能つき）

Takusu株式会社

4
製造者：Takusu株式会社
          （ユピテル工業　株式会社）

Takusu-ＶⅡA1　「カウントダウン」 2007年10月1日 Ｃ

5
製造者：Takusu株式会社
          （ユピテル工業　株式会社）

Takusu-ＶⅡA2　「曖昧表現」 2007年10月1日 Ｃ

6
製造者：Takusu株式会社
          （ユピテル工業　株式会社）

Takusu-ＶⅡC　「簡易制御」

TY-TV10LA-1*：
（壁取付型、スピーカ別付け、出力リレーつ
き）
（緊急コールボタンおよび子機使用可能）

2007年10月1日 Ａ，Ｂ，Ｃ

緊急地震速報専用端末
（一般家庭／小規模事業所向
：制御用出力リレーおよび緊急
コール付加機能つき）

7
製造者：Takusu株式会社
          （ユピテル工業　株式会社）

Takusu-Ｖplus　「一般向け」

TY-TVPL-10*：
（卓上型／壁取付型，スピーカ内蔵、セキュリ
ティ付加機能つき）
（緊急コールボタンおよび子機使用可能）

2008年7月1日 Ｃ
緊急地震速報専用端末
（一般家庭／小規模事業所向
：セルフセキュリティ機能つき）

8 Takusu株式会社 現地演算サーバ－「ドントこい」 Version 2.21 2008年5月23日
Ａ，Ｂ

端末予報型 Windows用のソフトウェア 350,000円（ソフトのみ）

～6,000円
（「情報配信料のみです。別途回線使用
料、インターネット使用料などが必要で
す。」）

http://www.takusu.co.jp 今後掲載予定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あり
サーバーから15秒毎に送信される死活監視用の電文受
信の監視と、65秒毎にサーバーへ送信する死活監視用
の電文送信で死活監視を行う。切断したときには画面に
表示。

1 ㈱ドリームウェア 緊急地震速報受信装置 SH200-J（V1.52） 2006年7月11日 Ａ，Ｂ，Ｃ 端末予報型 緊急地震速報専用端末 N/A N/A http://www.dpass.jp/
端末からサーバーに向けて3分毎に死活監視を行い、切
断したときに画面およびLEDランプの点滅で表示。

2 ㈱ドリームウェア 緊急地震速報受信装置 SH230-J（V1.03） 2007年3月26日 Ａ，Ｂ，Ｃ 端末予報型 緊急地震速報専用端末 N/A N/A http://www.dpass.jp/
端末からサーバーに向けて3分毎に死活監視を行い、切
断したときにLEDランプ点灯(赤)で表示し、管理者宛てに
メール送信。

TY-TV10LA-1*：
（壁取付型、スピーカ別付け、出力端子つき）
（緊急コールボタンおよび子機使用可能）

緊急地震速報専用端末
（一般家庭／小規模事業所向
：照明制御用出力および緊急コー
ル付加機能つき）

サ－バ－予報型 オープン価格

～500円
（「情報配信料のみです。別途回線使用
料、インターネット使用料などが必要で
す。」）

http://www.takusu.co.jp
http://www.yupiteru.co.jp/produc
ts/eq/index.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あり

端末～サーバー間で相互に監視信号を一定周期で送受
信する。
端末、サーバーともにこれらの信号を監視し、
異常発生時にはサーバーはレポートを発行。
Takusu-Vplusは端末に表示することが可能。

さらに一日一回時報音（ピッピッピッ）を送信するので、顧
客がこの時報音を聞くことによりシステム全体の正常動
作を確認することが出来る。
（異常時には別途契約によりメール発行が可能）

3 ㈱ドリームウェア 緊急地震速報受信装置 SH240-J（V1.2） 2008年2月25日 Ａ，Ｂ，Ｃ 端末予報型 緊急地震速報専用端末 N/A N/A なし H21.7月末で販売終了
端末からサーバーに向けて30秒毎に死活監視を行い、切
断したときに画面およびLEDランプの点滅で表示。

4 ㈱ドリームウェア 緊急地震速報受信装置 EMC-SH210（V1.44） 2008年9月13日 Ａ，Ｂ，Ｃ サーバー演算型 緊急地震速報予測演算装置 N/A N/A http://www.dpass.jp/
端末からサーバーに向けて3分毎に死活監視を行い、
切断したときにパネル上のランプの点滅で表示し、
管理者宛てにメール送信。

5 ㈱ドリームウェア 緊急地震速報受信装置 SH210-J（V1.24） 2008年1月26日 Ａ，Ｂ，Ｃ サーバー演算型 緊急地震速報専用受信端末 N/A N/A http://www.dpass.jp/
サーバー演算装置からの配信経路で異常があった場
合、端末側のLEDランプ（青）点滅で表示。

6 ㈱ドリームウェア
緊急地震速報受信装置
専用オプションユニット

SH210-J-O（V2.11） 2010年8月18日 Ａ，Ｂ，Ｃ N/A
緊急地震速報専用端末用

専用オプションユニット
N/A N/A http://www.dpass.jp/

親機端末との接続障害発生時にLED点滅（赤、緑）で
表示

株式会社ドリーム
ウェア
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

安全・安心サポート
株式会社

エヌ・エス・シー株式
会社

（1）端末基礎機能

音声や表示による報知機能

予測震度及び猶予時間の伝達＊
１

画面表示やライトなど(具体的な
報知内容を記述のこと)

受信してから0.2秒以内に報知または制御を開始 不正な緊急地震速報（予報）を受信した場合の対処方法 動作履歴の保存 耐震固定等地震の揺れへの対策が可能 自己診断機能 外部出力機能 テスト報により試験ができること
端末単独で外部出力の試験がで
きること

端末単独で外部出力の試験機能
を有している

　　有している：○
　　有してしない：×

訓練報により訓練支援の報知が
できる

　　できる：○
　　できない：×

○ 電文が不完全である場合、起動することはありません。
あり、最低３ヶ月の履歴を保存。
設定変更により無制限に保存す
ることが可能

PCの耐震固定器具を使用 あり：障害発生時には異常を通知する
あり：接点数は８以上。接点毎に
閾値設定が可能

○
文字、音声による伝達に加え、震
央から地震波が伝わる様子のア
ニメーション表示機能有

○：テスト電文を受けて接点信号
として出力することが可能

○：テスト電文を受けて制御対象
機器まで含めた一連のテスト機能
を行うことが可能。個別機器毎の
出力テストも可能

○
×

バージョンアップで対応予定

○

過去に受信した地震IDは、受信ログに記録して予報処理
は行わない。
文字化けや必要データの脱落も受信ログに記録して予
報処理は行わない。

あり。
通報履歴・制御出力履歴以外に、
キャンセル報やサーバからの受
信ログに記録する。
受信ログは２年分を保存する。
希望者に対しては、月の初めに
前月分の動作履歴を月次報告書
としてＥメールで提出

１９インチラックへ搭載する場合は専用金
具を用いて搭載し、ラック自体の耐震対策
を利用。
単体で設置する場合は、ＰＣ用の耐震固
定器具を利用して固定する。

端末単体では無し。

但し、サーバーからも、１日に１回の頻度で各端
末に対してハードウェア状態の確認を行い、結果
を弊社の管理者へ通知する仕組みがある。

あり。
接点数５。

５つの接点毎に出力時間を設定
可能。
５つの接点を３グループに分けて
おりそのグループ毎に震度の閾
値設定が可能。

○

端末に内蔵されているスピーカー
で猶予時間と震度を発声。(発声
内容はカウントダウン、曖昧表現
等の4種類標準装備。顧客状況に
合わせ選択。一部発声内容の変
更も可能）

端末の前面に備えているＶＦＤ表
示器で猶予時間と震度を表示。
端末の前面に備えているＬＥＤラ
ンプで震度の目安レベルと制御
出力端子の動作状況を表示。

    ○

サーバーからのテスト電文を受
け、テスト発報を行い、接点信号
を出力することが可能。

    ○

本体のスイッチ操作、またはサー
バーからのテスト電文受信によ
り、テスト発報を行い、制御対象
機器まで含めた一連のテスト機能
を行うことが可能。

○ ○

Takusu株式会社

○
但し、接続される放送機器などの特性により、音声報知

は遅れる場合がある。

サーバーにて保存

（保存期間は、許可事業者として
求められる期間（２年間保存））

端末にて動作したことを示すＬＥＤ
表示あり（表示のリセットはユー
ザーがリセットボタンを押す）

付属金具を用いて固定する。

　　　　　　　　　　　　　　あり：

・サーバーとの通信不可のときは　LED点灯
・故障検知はウォッチドッグタイマー
・停電時はＬＥＤ消灯

　　　　　　　　　あり：

設定震度以上、震度５弱以上、取
り消し報、訓練、到達、など
１２イベントから選択可能

音声ガイダンスあり：
（あいまい表現）
到達予想時間
　①３１秒後以上のとき
　　　ＮＨＫ音（ピロン、ポロン）
　　　　　　　　＋地震が発生しまし
た
　②３０秒～１１秒前の期間
　　　ＮＨＫ音（ピロン、ポロン）
　　　　　　　　＋まもなく地震が来
ます
　③１０秒～到達まで
　　　ＮＨＫ音（ピロン、ポロン）
　　　　　　　　＋すぐに地震が来ま
す

・動作リレーのＬＥＤ表示、
・報知済みのＬＥＤラッチ表示

可能：
（サーバーからテスト電文を送信）

可能：
（サーバーからテスト電文を送信）

× ○

○
サーバーにて保存

（保存期間は、許可事業者として
求められる期間（２年間保存））

・本体：卓上型のため固定具はない
　　（耐震粘着パッドなどを利用して固定可
能）
・表示器は付属金具にて固定

　　　　　　　　　　　　　　あり：

・故障検知はウォッチドッグタイマー
・停電時はＬＥＤ消灯

　　　　　　　　　　あり：

表示器に出力機能あり、設定震
度以上のとき

音声ガイダンスあり：
（あいまい表現と震度、残時間表
現の選択可能）

・赤色大型ＬＥＤによる表示部の
　点滅
・指定の表示器による震度
　と到達時刻のカウントダウン数
字表示ならびに警報音報知

可能：
（サーバーからテスト電文を送信）

可能：
（サーバーからテスト電文を送信）

× ○

卓上型のため固定具はない
　　（耐震粘着パッドなどを利用して固定可
能）

なし
音声ガイダンスあり：
（あいまい表現）

該当しない 該当しない ○

可能 ただし外部出力付の機種の

◎端末では演算しないので該当しない。

◆万一、サーバーからのデータが所定のデータ形式を保
持して遅れて届いた場合には、届いたデータに即した動
作を行う。
（データの遅れ時間は無視される）

◆サーバ～端末間の予報データ量は１パケット以内に収
まるような小さなデータなので、データ欠損は考えにくい。

◆動作の判断に使うデータが欠損している場合はデータ
を廃棄し動作しない。

専用取付台で、壁面に固定可能。
あり：

照明制御用ＳＳ出力
音声ガイダンスあり：
（カウントダウン）

可能：ただし外部出力付の機種の
み

（サーバーからテスト電文を送信）
× ○

専用取付台で、壁面に固定可能。
あり：

照明制御用ＳＳ出力
音声ガイダンスあり：
（あいまい表現）

可能：ただし外部出力付の機種の
み

（サーバーからテスト電文を送信）
× ○

専用取付台で、壁面に固定可能。
あり：

リレー接点出力
音声ガイダンスあり：
（あいまい表現）

可能：ただし外部出力付の機種の
み

（サーバーからテスト電文を送信）
× ○

専用取付台で、壁面に固定可能。 なし
音声ガイダンスあり：
（あいまい表現）

該当しない
○

音声ガイダンスのみ
（外部出力は該当しない）

○

○
古い緊急地震速報を受信したり、電文が壊れている場合

は、破棄して動作しない。
あり：動作ログに保存。保存期間
は無期限

PCの耐震固定器具を使用すれば可能
あり：

サーバーとの接続状態が異常の場合は画面に
表示。

あり：
シリアル経由でTakusu-PⅡへ出

力。
○

PC画面(予想震度・猶予時間の表
示、震央から地震波が伝わる様
子のアニメーション表示)での伝達
とPCスピーカーからの報知音出
力。

ソフトウェア単体でTakusu-PⅡに
対してテスト出力が可能。サー

バーからテスト電文を送信する機
能はない。

ソフトウェア単体でTakusu-PⅡに
対してテスト出力し、制御対象機
器まで含めた一連のテストを行う
ことが可能。サーバーからテスト
電文を送信する機能はない。

○ ○

○ 動作しない
あり：直近４件まで保存（電源、通
信が途絶えた場合はリセットされ
る。）

壁掛けブラケット付属
あり：障害発生時、端末左の上のLEDランプ点
滅。停電時の通知はなし。

あり：接点数２、接点動作は本体
と連動

音声出力端子x１
専用オプションユニットと連動可

能
専用オプションユニットの接点数

は２、接点毎に閾値設定可

○
文字、音声、LEDランプによる伝
達

○：テスト電文を受けて接点信号
として出力すること、および音声
報知が可能

○ ○ ○

○ 動作しない あり：メモリの許す限りログで保存
ラックマウントブラケット付属

サーバーラックに取り付け可能
あり：障害発生時、画面及びメールにて通知。停
電時の通知はなし。

あり：接点数５、本体動作とは別
に個別に閾値設定可能

○

文字、音声、LEDランプによる伝
達
演算結果のメール通知機能、パト
ライト等の外部ネットワーク機器と
の連動可能

○：テスト電文を受けて接点信号
として出力すること、および音声
報知が可能

○ ○ ○

○

サーバーにて保存

（保存期間は、許可事業者として
求められる期間（２年間保存））

　　　　　　　　　　　　　　あり：

・故障検知はウォッチドッグタイマー
・停電時はＬＥＤ消灯

・赤色大型ＬＥＤによる表示部の
点滅

可能：
（サーバーからテスト電文を送信）

株式会社ドリーム
ウェア

連動 能

○ 動作しない
あり：直近４件まで保存（電源、通
信が途絶えても保持。）

壁掛けブラケット付属
あり：障害発生時、端末左上のLEDランプ点滅。
停電時の通知はなし。

あり：接点数１、本体動作とは別
に任意に閾値設定可能

○
文字、音声、LEDランプによる伝
達

○：テスト電文を受けて接点信号
として出力すること、および音声
報知が可能

○ ○ ○

○ 動作しない
受信配信履歴を1年分保存
（古くなったものから消去）

ラックマウントブラケット付属
サーバーラックに取り付け可能

あり：LEDランプ（赤）点灯で表示。停電時
の通知方法はなし。

該当しない ○
本体のLCD上に文字による伝達
あり、演算結果のメール通知機能
あり。

○：テスト電文を受けて受信端末
へ信号を出力することが可能

該当しない 該当しない ○

○ 動作しない
本体は履歴保存機能なし、
但し、オプションユニットとの
組み合わせで対応可能

テープなどで貼り付け固定可能
時計は持たない。
端末異常時には、LED点滅（青）により表
示。

なし
但し、オプションユニットとの連動
により可能。

○ LEDランプ（青）点滅で表示。
○：テスト電文を受けて報知動作
可能

○
×

（オプション製品で対応可能）
○

○ 動作しない
電話録音機との連動により履歴
保存可能

ビス止め可能
時計は持たない。
端末異常時には、LED点滅（赤、緑）により
表示。外部出力不良の検出は不可

あり：接点数２、本体動作とは別
に任意に閾値設定可能
カスケード接続により、接点数最
大10まで増設可能

○
スピーカー接続による音声伝達
およびLED点滅(緑)により表示あ
り。

○：テスト電文を受けて接点信号
として出力することが可能

○ ○ ○
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

安全・安心サポート
株式会社

エヌ・エス・シー株式
会社

（1）端末基礎機能 （2）地震動予報機能 （3）報知・制御出力条件設定機能

緊急地震速報の精度情報による
動作

時刻のズレが日本標準時に対し1
秒以内になるよう自動時刻校正

不正な緊急地震速報（予報）を受
信した場合は地震動予報を行わ
ない

予報履歴の保存し、利用者が参
照可能

気象庁の発表する緊急地震速報
の内容等の変更に対応可能

予測震度や猶予時間の閾値 緊急地震速報(警報)による動作 報知音の選択

予想した震度や猶予時間の報知
表現
具体的な数値を使わない表現に
しているか？
　　利用者側で表示選択できる：
◎
　　している：○
　　していない：×

訓練が実施できる機能を有するこ
と（オペレーターによる訓練も含
む）

利用者の特定する場所での震度
や到達時間の予想

訓練報により訓練用の外部出力
を動作できる

　　できる：○
　　できない：×

端末単独で訓練報知できる

　　できる：○
　　できない：×

訓練電文を受信し、報知を確認で
きること

×
バージョンアップで対応予定

○ ○ ○ あり
あり、ウインドウズの時刻校正機
能とNTPソフトウェアの２重化によ
る校正を実施

過去に起動した地IDと同じ場合は
破棄する。電文が不完全な場合
は起動しない

あり、ソフトウェアの専用画面にて
確認可能。原則として無制限に確

認可能

あり、リモート操作により更新が
可能。別途年間保守契約が必
要。8000円/年

設定機能あり（デフォルトは震度5
弱）、猶予時間がない場合も報知
を行う。報知内容は予報震度と都
道府県を告知

設定機能あり。通常の動作と同じ
設定機能あり（デフォルトはREIC
音、NHK音の設定可能）

◎
設定機能あり（デフォルトは1地点
から報知を実施）

○ ○ ○ ○ あり

ＮＴＰによる時刻補正実施してい
る。
(ハードが保有する時刻精度を評
価して補正時間を決定）

過去に受信した地震IDは、予報
処理を行わない。
文字化けや必要データの脱落も
予報処理は行わない。

あり。（必ず保存する）。
端末が受け取った全ての電文を
保存。
参照はＰＣのＷｅｂブラウザを用い
て端末の設定画面から閲覧可
能。

端末でのデータ保存２年分、Ｗｅｂ
ブラウザで閲覧可能なのは直近
の２ヶ月分、それよりも過去の履
歴を閲覧したい場合は、サポート
窓口に連絡して頂くことで対応。

    あり。

サーバー側で吸収できる範囲の
場合はサーバー側のみて対応可
能。
端末側の対応が必要な場合は、
通信回線経由でソフトウェアの自
動更新が可能。現時点は無償対
応。

予測震度の閾値の設定機能有
り、デフォルトは震度３。
猶予時間の閾値の設定機能無
し。
猶予時間がない場合（マイナス秒
数となる場合）も間に合わなかっ
た場合の通報パターンに変更して
報知を行う。

同一地震ＩＤで複数回送付された
途中に（警報）情報を受けた場合
は、前に（予報）通報を行っていた
場合にも、警報通報に変えて通報
を行い、以降は最後まで警報通
報を継続。
但し警報時の予測震度が設定震
度閾値以下の場合は通報しな
い。
（※震度閾値の設定を震度５弱よ
りも大きい値（５強以上）に設定し
た場合には、警報震度を超える値
を設定しようとしている事を警告
するメッセージを表示して注意を
促している。）
震度閾値以下でも警報情報は必
ず報知させるかどうかの設定機

設定機能あり。
デフォルトは、警報の場合はＮＨＫ
音、予報の場合はＲＥＩＣ音。
利用者による独自の音に変更す
ることも可能。

◎
出荷時はカウントダウン方式に設

定。
他にカウントダウンを行わない曖
昧表現を３タイプ標準で用意して
おり、利用者でも設定変更が可

能。

設定機能あり。
デフォルトは、震央の確からしさ
＝テリトリー法（２点）以上、震源
深さの確からしさ＝テリトリー法
（２点）以上。

Takusu株式会社

ず報知させるかどうかの設定機
能を設けることは、対応可能。

○ × 可能

あり

サーバーから訓練報を送信するこ
とにより可能
（利用者からの所定の申し込みに
より利用者の指定した日時に送
信可能）

あり：サーバー演算方式

サーバーで演算予測、震度が所
定値以上の場合、結果を端末に
送信（契約時に所在地ならびに報
知最低震度を、サーバーに登録）

サーバーにて、自動補正（独立行
政法人、情報通信研究機構のＮＴ
Ｐサーバーに合わしている）

予報業務許可事業者として定め
られている期間（２年間）保存。
利用者の申し出でにより提供可
能

演算式、ならびにデータフォーマッ
トの変更など緊急地震速報予報
に関するコア部分は、サーバーの
ソフトを変更することで対応完了。
また、端末における出力容の変
更や、機能向上ならびに付加機
能の改善などのために端末の
ファームウエアの変更が必要な場
合には、サーバーから通信回線を
通して端末のファーウエアの更新
可能。但し、端末ファームウエア
変更中は当該端末では緊急地震
速報を受信できない。

　　　　　　　　　　　　あり

予測震度：大きな地震（デフォルト
は震度５弱以上）と最低報知震度
（デフォルト震度３）の２種類を設
定可能。
（サーバーにて設定：利用者との
契約時に設置場所と報知震度階
をサーバに登録設定する。途中
変更も可能）

猶予時間：２５５秒以内

可能 なし（ＮＨＫ音のみ） 　　している：○

コード電文３６、３７を使用（コード
電文３５は使用しない）

但し、ＲＫ指示符のデータの確か
らしさ指標（n）２～８のデータを使
用した予報に変更予定

○ × 可能

あり

サーバーから訓練報を送信するこ
とにより可能
（利用者からの所定の申し込みに
より利用者の指定した日時に送
信可能）

あり：サーバー演算方式

サーバーで演算予測、震度が所
定値以上の場合、結果を端末に
送信（契約時に所在地ならびに報
知最低震度を、サーバーに登録）

サーバーにて、自動補正（独立行
政法人、情報通信研究機構のＮＴ
Ｐサーバーに合わしている）

予報業務許可事業者として定め
られている期間（２年間）保存。
利用者の申し出でにより提供可
能

演算式、ならびにデータフォーマッ
トの変更など緊急地震速報予報
に関するコア部分は、サーバーの
ソフトを変更することで対応完了。
また、端末における出力容の変
更や、機能向上ならびに付加機
能の改善などのために端末の
ファームウエアの変更が必要な場
合には、サーバーから通信回線を
通して端末のファーウエアの更新
可能。但し、端末ファームウエア
変更中は当該端末では緊急地震
速報を受信できない。

　　　　　　　　　　　　あり

予測震度：大きな地震（デフォルト
は震度５弱以上）と最低報知震度
（デフォルト震度３）の２種類を設
定可能。
（サーバーにて設定：利用者との
契約時に設置場所と報知震度階
をサーバに登録設定する。途中
変更も可能）

猶予時間：２５５秒以内

可能 なし（ＮＨＫ音のみ）
　　している：○

ただし、表示器では数字表示

コード電文３６、３７を使用（コード
電文３５は使用しない）

但し、ＲＫ指示符のデータの確か
らしさ指標（n）２～８のデータを使
用した予報に変更予定

該当しない × 　　している：○

不正な緊急地震速報（予報）を気
象業務支援センターから受信して
も地震動予報を行わない。

◆過去の情報を受け取った場合：
すでに到達予想時刻を過ぎてい
るので端末に送信しない。

◆演算に必要なデータが欠損し
ている場合：
予報値が算出できないので、端末
に送信しない。

演算式 ならびにデータフォーマッ

○ ×
　　していない：×

○ × 　　している：○

○ × 　　している：○

該当しない ○ 　　している：○

○ × ○ ○ あり

NTPによる時刻校正機能、または
ナウキャストテスト電文による簡
易校正機能。NTPを選択した場
合、時刻校正間隔は設定可能。

古い緊急地震速報を受信したり、
電文が壊れている場合は、破棄し
て動作しない。

あり：PC画面で参照可能。永久保
存。

あり：ソフトウェアの手動更新。

予測震度：設定機能あり
猶予時間：設定機能なし（猶予時
間がない場合も動作する）

設定機能なし：動作しない
設定機能あり：デフォルトはNHK

音
　　していない：×

画面表示については設定機能な
し：1地点の緊急地震速報も使用
する。外部出力については設定
機能あり：デフォルトは1地点の緊
急地震速報は使用しない。

○ ○ ○ ○ あり
サーバーとのヘルスチェック時に
同期確認し補正

動作しない
なし：設定閾値以上で動作した演
算結果のみ保存（動作しなかった
ものは保存しない）。

あり：RS232Cにより手動にてプロ
グラムの変更可能。但し、音声
データは固定の為、変更不可。送
料は利用者負担。

初期値：震度３（震度１～７を任意
に設定可能）、詳細音声（曖昧表
現に変更可能）
猶予時間が無い場合は鳴動しな
い。

なし

端末本体での選択は不可。
オプションユニットでビープ音、
REIC音の選択が可能。（他社サ
ウンドリピータ等の組み合わせで
NHK音の報知が可能）

×
猶予時間10秒以下は、カウントダ
ウンする。

なし：1地点の緊急地震速報より
反応する。

○ ○ ○ ○ あり
サーバーとのヘルスチェック時に
同期確認し補正

動作しない
あり：電文の配信履歴、演算結果
を都度保存している

あり：ＣＦカード交換により対応可
能。但し、音声データは固定の
為、変更不可

初期値：震度３（震度１～７を任意
に設定可能）、詳細音声（曖昧表
現に変更可能）
猶予時間が無い場合「地震震度
Ｘ、ゼロ」と鳴動する。

なし
端末本体での選択は不可。
オプションユニットとの連動なし。

×
猶予時間10秒以下は、カウントダ
ウンする。
オプション製品：◎

あり：初期設定は、1地点の緊急
地震速報を使用する。

コード電文３６、３７を使用（コード
電文３５は使用しない）

但し、ＲＫ指示符のデータの確か
らしさ指標（n）２～８のデータを使
用した予報に変更予定

可能 なし（ＮＨＫ音のみ）可能

あり

サーバーから訓練報を送信するこ
とにより可能
（利用者からの所定の申し込みに
より利用者の指定した日時に送
信可能）

あり：サーバー演算方式

サーバーで演算予測、震度が所
定値以上の場合、結果を端末に
送信（契約時に所在地ならびに報
知最低震度を、サーバーに登録）

サーバーにて、自動補正（独立行
政法人、情報通信研究機構のＮＴ
Ｐサーバーに合わしている）

予報業務許可事業者として定め
られている期間（２年間）保存。
利用者の申し出でにより提供可
能

演算式、ならびにデータフォーマッ
トの変更など緊急地震速報予報
に関するコア部分は、サーバーの
ソフトを変更することで対応完了。
また、端末における出力容の変
更や、機能向上ならびに付加機
能の改善などのために端末の
ファームウエアの変更が必要な場
合には、サーバーから通信回線を
通して端末のファーウエアの更新
可能。但し、端末ファームウエア
変更中は当該端末では緊急地震
速報を受信できない。

　　　　　　　　　　　　あり

予測震度：大きな地震（デフォルト
は震度５弱以上）と最低報知震度
（デフォルト震度３）の２種類を設
定可能。
（サーバーにて設定：利用者との
契約時に設置場所と報知震度階
をサーバに登録設定する。途中
変更も可能）

猶予時間：２５５秒以内

株式会社ドリーム
ウェア

、 」 鳴動す 。

○ ○ ○ ○ あり
サーバーとのヘルスチェック時に
同期確認し補正

動作しない
なし：設定閾値以上で動作した演
算結果のみ保存（動作しなかった
ものは保存しない）。

あり：通信回線経由でソフトの自
動更新が可能。但し、音声データ
は固定の為、変更不可（現在ソフ
トアップデートのサポート終了。）

初期値：震度３（震度１～７を任意
に設定可能）、詳細音声（曖昧表
現に変更可能）
猶予時間が無い場合「地震震度
Ｘ、ゼロ」と鳴動する。

なし
端末本体での選択は不可。
オプションユニットとの連動なし。

×
猶予時間10秒以下は、カウントダ
ウンする。

なし：1地点の緊急地震速報より
反応する。

該当しない ○ ○ ○ あり
サーバーとのヘルスチェック時に
同期確認し補正

動作しない
受信配信履歴を1年分保存
（古くなったものから消去）

V1.4は通信回線経由でソフトの自
動更新が可能。
V1.3はCFカードの交換により対応
可能

受信したすべての緊急地震速報
（予報）電文に対して演算

なし なし
×
震度、猶予秒数をパネル上に表
示。

なし：1地点の緊急地震速報より
反応する。

○
（オプション製品で対応可能）

○ ○ ○ あり 該当しない 動作しない
本体は履歴保存機能なし、
但し、オプションユニットとの組み
合わせで対応可能

あり：専用ケーブルとPC接続にて
対応可能。
但し、音声データは固定の為、変
更不可

初期値：震度３（震度１～７を任意
に設定可能）、詳細音声（曖昧表
現に変更可能）
猶予時間が無い場合は報知動作
しない。

なし
端末本体での選択は不可。
オプションユニットでREIC音の選
択が可能。

×
猶予時間10秒以下は、カウントダ
ウンする。

演算装置に依存する。

○ ○ ○ ○ 該当しない 該当しない 動作しない
電話録音機との連動により履歴
保存可能

あり：専用ケーブルとPC接続にて
対応可能。
但し、音声データは固定の為、変
更不可

初期値：震度３（震度１～７を任意
に設定可能）、詳細音声（曖昧表
現に変更可能）
猶予時間が無い場合「地震震度
Ｘ、ゼロ」と報知動作する。

なし
ビープ音、REIC音の選択が可能
（NHK音は対応不可）

○ 親機に依存する。
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

安全・安心サポート
株式会社

エヌ・エス・シー株式
会社

（3）報知・制御出力条件設定機能

配信・許可事業者の通信能力

気象庁の発表から端末に届くまで
1秒未満

気象業務支援センターから事業
者のサーバーまでの通信回線の
冗長化

サーバーから端末間の論理通信
回線の冗長化

複数サーバーから端末に緊急地
震速報を同時に配信

　している：○
　していない：×

セキュリティ対策(なりすまし防止
等)

100ガル超え緊急地震速報に対
する動作

同一内容の緊急地震速報を複数
受信した場合の動作

同一地震について複数回緊急地
震速報（業）を受信した場合の動
作
緊急地震速報（予報）の続報によ
り緊急地震速報（業）の予想震度
が小さくなる・猶予時間も短くなっ
ても報知を変更しない？

　　変更しない：○　変更する：×

ある地震の緊急地震速報を受信
した後、続けて別の地震の緊急
地震速報を受信した場合の動作

深発地震についての緊急地震速
報(業)に対する動作

キャンセル報を受信した際の動作 訓練報を受信した際の動作 テスト報を受信した際の動作

設定機能なし
排他処理機能あり、ユーザーが
自由に設定可能

○ 予測震度の大きい方を報知
設定機能あり（デフォルトは150km
より深い地震は演算しない）

既に報知した地震に対してのみ、
文字と音声で告知する

設定機能あり（デフォルトは動作しない）
設定機能あり、テスト報を受信した場合は、音声で
「試験」と事前に告知

○ ○ 対応可能 ○
インターネット配信電文の暗号化
実施（AES,RC4,個別キー設定可
能）

設定機能は無いが、予報処理は
行わない。
受信ログとしては記録。

震源震度情報が不明：// となって
いる為、判断して、予報処理は行
わない。

排他処理機能有り。
同一の地震ＩＤかつ同一報目のも
のはサーバー側で排他している。
同一の地震ＩＤでの続報は、各端
末が通報（発声）状況に応じて適
宜判断する。
発声が終わった後に続報が来た
場合は、再度報知する。
発声中に届いた続報によって予
報から警報へ変化した場合は、警
報としての報知を行う。

予報状態での変化は変更しない
が、予報から警報に切り替わった
場合に、通報震度閾値を震度３に
設定して、設置場所が震度４の予
報から、震度３の警報情報を受け
た場合は、警報通報に切り替わ
る。以降は変化しない。
（予報状態の変化の場合は変更
しない。
予報状態から設置場所が警報と
なる情報を受信した最初だけ、通
報震度閾値以上となる警報情報
を受けた場合には警報通報に切
り替わる。）

報知内容が頻繁に変化する事に
よる混乱を避けるために、最初の
報知が完了するまで後続の緊急
地震速報は、受信ログに記録す
るにとどめる。

深発地震は報知しない。

直近で報知した地震に対しての
キャンセル報が出されたときにの
み、キャンセル報が出されたこと
を音声で報知する。

設定機能無し。（現時点では動作しない。）

弊社オペレータによる独自のテスト電文を受けた場
合には必ず動作し、冒頭に「只今から、緊急地震速
報の訓練報を通報します」と音声で報知し、最後に
「只今のは、訓練通報でした。」と音声で報知する。

１２月１日の訓練報には個別配信対応を検討中。

設定機能無し。（現時点では動作しない。）

弊社オペレータによる独自のテスト電文を受けた場
合には必ず動作し、冒頭に「只今から、緊急地震速
報の訓練報を通報します」と音声で報知し、最後に
「只今のは、訓練通報でした。」と音声で報知する。

端末に応答させるかどうかの設定機能を設けること
は、対応可能。

○

×
現在、物理回線は冗長していな

い。
論理回線は冗長している。

　　　　　　　　　　　　×
複数同時接続による冗長は行っ
ていない。サーバーに異常がある
と正常なサーバーへ切り替わる。

    　　　　　　　　　×
但し、利用者の要望に応じて、利
用者の負担の範囲で対応可能。

ＶＰＮを使用した暗号化によって
セキュリティを確保した論理回線
で通信している。

Takusu株式会社

報知しない
端末設置場所における予測震度
階が、１以上大きくなったときに情
報更新する。

　　変更しない：○

①はじめの地震が端末設置場所
に未到達と予測される場合は、新
たな地震の予測震度階が以前の
ものより1以上大きくなった場合に
震度階ならびに到達予想時間を
更新する。
②最新報知した地震が設置場所
にすでに到達したと予測される場
合は、新たな地震として取り扱う。

300km以上の深発地震について
は報知しない。
（揺れが来たのに通知がなかった
というユーザからのクレームが
あったので深さ３００kmまで演算
し、顧客指定の震度階以上の場
合に報知することにした。----
300Kmより深くても体に感じる揺
れがあるという顧客がいたが、深
発地震の精度について説明し了
解を得ている）

地震速報を報知した場合は「地震
発生は誤報と判断されました」の
音声ガイダンスと「キャンセル報

の接点」を出力

音声ガイダンスの前に「訓練」の音声を追加して、
送られた緊急地震速報（業）の内容に応じた動作を
行い、到達予測時刻に「到達を示す破壊音」を流
す。
また、訓練接点を出力するように設定可能。任意の
接点を出力しないようにも設定可能。但しこれらの
接点出力の設定は出荷時設定に限る。

（１）サーバーと端末間の通信が健全であることを確
認する時報信号—顧客と定めた時刻に毎日自動的
にサーバーから端末に送信する。（各端末ごと個別
に設定）
　＜端末の動作＞時報音「ピッピッピッ、ピッピッ
ピッ、ピッピッピッ」が流れる。　　利用者は毎日決
まった時刻にこの時報音を聞くことによってシステム
が正常に動作していることを確認することが出来
る。

（２）動作試験に必要な任意の電文を送る。（サーバ
から必要な端末に対して必要な日時に送る）
　＜端末の動作＞上記電文に応じた動作（たとえば
音声ガイダンスのみ）

○ ○：専用回線 ○：サーバー２重化 　している：○

対応済み：
・電文暗号化
・ルーターとネットワーク機器にて
対応

報知しない
端末設置場所における予測震度
階が、１以上大きくなったときに情
報更新する。

　　変更しない：○

①はじめの地震が端末設置場所
に未到達と予測される場合は、新
たな地震の予測震度階が以前の
ものより１以上大きくなった場合に
震度階ならびに到達予想時間を
更新する。
②最新報知した地震が設置場所
にすでに到達したと予測される場
合は、新たな地震として取り扱う。

300km以上の深発地震について
は報知しない。
（揺れが来たのに通知がなかった
というユーザからのクレームが
あったので深さ３００kmまで演算
し、顧客指定の震度階以上の場
合に報知することにした。----
300Kmより深くても体に感じる揺
れがあるという顧客がいたが、深
発地震の精度について説明し了
解を得ている）

緊急地震速報を報知した場合は
「地震発生は誤報と判断されまし
た」の音声ガイダンスを流す。

音声ガイダンスの前に「訓練」の音声を追加して、
送られた緊急地震速報（業）の内容に応じた動作を
行い、到達予測時刻に「到達を示す破壊音」を流
す。接点出力は通常通りの出力する。

（１）サーバーと端末間の通信が健全であることを確
認する時報信号—顧客と定めた時刻に毎日自動的
にサーバーから端末に送信する。（各端末ごと個別
に設定）
　＜端末の動作＞時報音「ピッピッピッ、ピッピッ
ピッ、ピッピッピッ」が流れる。　　利用者は毎日決
まった時刻にこの時報音を聞くことによってシステム
が正常に動作していることを確認することが出来
る。

（２）動作試験に必要な任意の電文を送る。（サーバ
から必要な端末に対して必要な日時に送る）
　＜端末の動作＞上記電文に応じた動作（たとえば
音声ガイダンスのみ）

○ ○：専用回線 ○：サーバー２重化 　している：○

対応済み：
・電文暗号化
・ルーターとネットワーク機器にて
対応

（１）サーバーと端末間の通信が健全であることを確

画面表示については設定機能な
し：動作する。外部出力について
は設定機能なし：動作しない。

排他処理機能あり
○：画面では報知を変更するが、

外部出力では変更しない。
設定機能なし：常に新しい情報に
更新。

設定機能なし：動作する。ただし、
200km以深の場合は震度予測を
行わないため動作しない。

既に出力した地震に対してキャン
セル報が出されたときのみ動作
する。

設定機能あり：デフォルトでは動作しない。動作する
設定では、Takusu-PⅡに対してTEST種別として出
力するとともに、PC画面でも「訓練報」と表示する。

サーバからのテスト報なし ○
○

専用回線
○

サーバーの二重化 　している：○
対応済み：ルーターとネットワーク
機器にて対応

推定マグニチュードが無効の場合
は動作しない。

区別せず動作する。

　　　　　　　　　　　　×：
予想震度が端末の動作設定閾値
を下回った場合は、報知動作を継
続する

閾値以上の震度に対し猶予時間
の短い地震を報知

現状動作する
2010.6.25以降は、動作しない。

報知動作完了後にキャンセル報
を受信した場合のみ動作。動作
中のキャンセル報には反応しな
い。

冒頭「配信テストです」で鳴動する。端末側での非
動作選択：不可

実際の地震と同じ動作をする。
端末側での非動作選択：不可 ○ ○ 複数の端末を用いれば対応可能 ×

端末側の設定情報を直接書換え
ない限り不可能

推定マグニチュードが無効の場合
は動作しない。

区別せず動作する。

×：
予想震度が端末の動作設定閾値
を下回った場合は、報知動作を継
続する

閾値以上の震度に対し震度が大
きくなった場合の地震を報知

現状動作する
2010.6.25以降は、動作しない。

既に報知した地震に対してキャン
セル報が出されたときのみ動作
する。

冒頭「配信テストです」で鳴動する。端末側での非
動作選択：不可

実際の地震と同じ動作をする。
端末側での非動作選択：不可 ○ ○ ○ ×

端末側の設定情報を直接書換え
ない限り不可能

報知しない
端末設置場所における予測震度
階が、１以上大きくなったときに情
報更新する。

　　変更しない：○
○ ○：専用回線

対応済み：
・電文暗号化
・ルーターとネットワーク機器にて
対応

①はじめの地震が端末設置場所
に未到達と予測される場合は、新
たな地震の予測震度階が以前の
ものより１以上大きくなった場合に
震度階ならびに到達予想時間を
更新する。
②最新報知した地震が設置場所
にすでに到達したと予測される場
合は、新たな地震として取り扱う。

300km以上の深発地震について
は報知しない。
（揺れが来たのに通知がなかった
というユーザからのクレームが
あったので深さ３００kmまで演算
し、顧客指定の震度階以上の場
合に報知することにした。----
300Kmより深くても体に感じる揺
れがあるという顧客がいたが、深
発地震の精度について説明し了
解を得ている）

緊急地震速報を報知した場合は
「地震発生は誤報と判断されまし
た」の音声ガイダンスを流す。

音声ガイダンスの前に「訓練」の音声を追加して、
送られた緊急地震速報（業）の内容に応じた動作を
行い、到達予測時刻に「到達を示す破壊音」を流
す。但し、機種バージョンによっては通常の緊急地
震速報（業）として報知するものもありる。

（１）サーバーと端末間の通信が健全であることを確
認する時報信号—顧客と定めた時刻に毎日自動的
にサーバーから端末に送信する。（各端末ごと個別
に設定）
　＜端末の動作＞時報音「ピッピッピッ、ピッピッ
ピッ、ピッピッピッ」が流れる。　　利用者は毎日決
まった時刻にこの時報音を聞くことによってシステム
が正常に動作していることを確認することが出来
る。

（２）動作試験に必要な任意の電文を送る。（サーバ
から必要な端末に対して必要な日時に送る）
　＜端末の動作＞上記電文に応じた動作（たとえば
音声ガイダンスのみ）

○：サーバー２重化 　している：○

株式会社ドリーム
ウェア

推定マグニチュードが無効の場合
は動作しない。

区別せず動作する。

×：
予想震度が端末の動作設定閾値
を下回った場合は、報知動作を継
続する

閾値以上の震度に対し猶予時間
の短い地震を報知

現状動作する
2010.6.25以降は、動作しない。

既に報知した地震に対してキャン
セル報が出されたときのみ動作
する。

冒頭「配信テストです」で鳴動する。端末側での非
動作選択：不可

実際の地震と同じ動作をする。
端末側での非動作選択：不可

弊社では本端末に向けた配信は
していない。

弊社では本端末に向けた配信は
していない。

弊社では本端末に向けた配信は
していない。

弊社では本端末に向けた配信は
していない。

弊社では本端末に向けた配信は
していない。

推定マグニチュードが無効の場合
は動作しない。

区別せず動作する。

×：
予想震度が端末の動作設定閾値
を下回った場合は、報知動作を継
続する

閾値以上の震度に対し一番新し
い地震を都度更新

現状動作する
2010.6.25以降は、動作しない。

既に報知した地震に対してキャン
セル報が出されたときのみ動作
する。

V1.4は、訓練報の演算結果の配信可否の選択が
可能。
V1.3は訓練報の配信を行わない。

実際の地震と同じ動作をする。
端末側での非動作選択：不可 ○ ○ ○ ×

端末側の設定情報を直接書換え
ない限り不可能

演算装置に依存する。 演算装置に依存する。

×：
予想震度が端末の動作設定閾値
を下回った場合は、報知動作を継
続する

閾値以上の震度に対し一番新し
い地震を都度更新

現状動作する
2010.6.25以降は、動作しない。

既に報知した地震に対してキャン
セル報が出されたときのみ動作
する。

冒頭「配信テストです」で鳴動する。端末側での非
動作選択は不可。

実際の地震と同じ動作をする。
端末側での非動作選択：不可 ○ ○ × ×

端末側の設定情報を直接書換え
ない限り不可能

親機に依存する。 親機に依存する。

×：
予想震度が端末の動作設定閾値
を下回った場合は、報知動作を継
続する

親機に依存する。
現状動作する

2010.6.25以降は、動作しない。

既に報知した地震に対してキャン
セル報が出されたときのみ動作
する。

冒頭「配信テストです」で鳴動する。端末側での非
動作選択は不可。

実際の地震と同じ動作をする。
端末側での非動作選択：可 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

安全・安心サポート
株式会社

エヌ・エス・シー株式
会社

サーバーの機能 サーバーの機能

通信回線
サーバーから端末間の物理通信
回線の冗長化

セキュリティ対策(ウイルス対策
等)

不正な緊急地震速報（予報）を受
信した場合は配信等を行わない

設置環境良好(耐震対策等) 端末毎に接続の確認可能 端末毎に個別配信可能

端末毎に利用者の求めに応じて
訓練報・テスト報配信可能

どちらも配信している：　1
テスト報のみ配信している：　2
訓練報のみ配信している：　3
どちらも配信していない：　×

配信履歴の保存・管理 冗長化 無停電化 保守体制が整備

（4）配信・許可事業者の能力

専用線/インターネット/IP-VPNな
ど、ユーザーの希望に応じる事が
可能

対応可能 ウイルス対策ソフトを導入済み
過去のものは配信する
電文が不正な場合は廃棄してい
る

免震化されたデータセンターに設
置

サーバーから50秒毎に死活監視
を実施。切断時にはメールで通知
する

端末毎に本物、訓練の配信が可
能

3
端末毎の配信記録を最低1年間

保存

複数台のサーバーでデュアル配信が可能。冗長化できな
いユーザーに対しては、ロードバランサーにより冗長化さ
れたサーバーからの配信も可能

停電発生確率が極めて低いデー
タセンターに設置。もし停電した
場合には、データセンターのUPS
でバックアップ

24時間受付（メール）。通常は業
務時間内に電話で受付。サー
バー、PCにはオンサイト保守を付
けて、最大で、翌営業日までには
復旧に入る体制あり。また、日次
チェックによる予防保守も実施

インターネットもしくは専用回線を
使用。　利用者の希望に応じて利
用者の負担の範囲で対応する。
（通常はインターネット回線上でＶ
ＰＮ環境を自動構築して通信。）

×
但し、利用者の要望に応じて、利
用者の負担の範囲で対応可能。

ウィルス対策ソフトおよびファイア
ウォールによって対策済み。

文字化けや必要データの脱落が
あるなど、正しい電文とみなされ
ないものは配信しない。
電文を受信したログは残す。

専門のデータセンター業者の施
設に設置。
耐震化された建物内の耐震固定
されたラックの中に設置。 空調、
大型ＵＰＳ、自家発電設備、有り。

サーバーが各端末との接続状態
の確認を３０分毎に行い、異常を
検知した場合はＥメールで利用者
および設置担当業者等へ切断通
知メールを出してお知らせ。（お知
らせのメールを出すかどうかは利
用者からの指定による。）

緊急地震速報の本物の電文・訓
練報・テスト報は、端末毎に配信
を行うかどうかを設定することが
可能。
独自のテスト電文は、端末を指定
して配信する。

×

但し、気象庁が発報する訓練報
については、１２月１日の訓練実
施までに配信対応を検討中。

サーバーが気象業務支援セン
ターから受けた電文および各端末
がサーバーから受けた電文と計
算結果は、サーバー内に１０年分
以上保存。（消すことはない）

気象業務支援センターから電文を受けるサーバーは、２
台１組でコールドスタンバイの構成になっている。今後、
ホットスタンバイまたは常時冗長化の構成へ強化するこ
とは可能。
各端末へ配信するサーバーは複数台存在し、サーバー１
台あたりの端末接続数上限を決め、余裕のあるサーバー
への振り分けを行い、冗長化と負荷分散を兼ねる。

サーバーを設置しているデータセ
ンターの設備を利用。
商用電源の二重化、自家発電装
置の完備、ＵＰＳによる瞬断回
避、を行っている。

配信センター側システムは、２４
時間・３６５日の保守対応。
ユーザへの一次対応窓口は、販
売特約店が担当。
弊社は販売特約店を支援。電話
受付（就業時間内）、Ｅメール受付
（２４時間）他。
端末の故障には代替機を貸出し
センドバックで対応。
サーバーの故障には、予備サー
バーで継続し、その間に短時間で
修復できる体制を保有していま
す。

Takusu株式会社

ＩＰv4常時接続回線、専用線／イ
ンターネットいずれも対応可能（光
回線、固定IPを推奨）

通信回線を端末ネットワークまで
複数本引くことは費用が許せば可
能であるが、端末のＬＡＮ受信端
子はひとつである。したがって端
末まで完全に２重化することは出
来ない。端末を２台準備すれば可
能である。

対応済み：ルーターとネットワーク
機器にて対応

大手電力系のデータセンターの
ハウジングサービスを利用

可能 可能 1 サーバに保存（最低２年間） サーバ２重化 データセンターで確保

タクスコールセンター（０１２０－６
５４－６６７）にて９：００～１８：００
平日受付別途契約により２４時間
サポート可能外部サポート会社と
提携済み

ＩＰv4常時接続回線、専用線／イ
ンターネットいずれも対応可能（光
回線、固定IPを推奨）

通信回線を端末ネットワークまで
複数本引くことは費用が許せば可
能であるが、端末のＬＡＮ受信端
子はひとつである。したがって端
末まで完全に２重化することは出
来ない。端末を２台準備すれば可
能である。

対応済み：ルーターとネットワーク
機器にて対応

大手電力系のデータセンターの
ハウジングサービスを利用

可能 可能 1 サーバに保存（最低２年間） サーバ２重化 データセンターで確保

タクスコールセンター（０１２０－６
５４－６６７）にて９：００～１８：００
平日受付別途契約により２５時間
サポート可能外部サポート会社と
提携済み

弊社では、特別に契約したユーザ
および弊社の現地演算サーバ「ド
ントこい」には、サーバー演算によ
る演算結果ではなく、気象業務支
援センターからのデータを再配信
していますのでその内容を記載し
ます。

＜通常＞
気象業務支援センターから受信し
た緊急地震速報（予報）電文を所
定の形式に変換して、上記の配
信先に再配信する。

＜異常受信データに対して＞
電文が壊れている（ヘッダに記載
されている電文長と実際の電文
長が異なるなど）場合には破棄し
て下位に流さないようになってい
ます。

それ以外は 特に デ タ内容の

ＩＰv4常時接続回線、専用線／イ
ンターネットいずれも対応可能（光
回線、固定IPを推奨）

　　　　　　　　　　　○
パソコンに二つのＬＡＮ接続口を
設けてなおかつＬＡＮ回線を二重
化すれば可能

対応済み：ルーターとネットワーク
機器にて対応

地震動予報に必要な要素が欠損
した緊急地震速報（予報）を受信
した場合は廃棄し配信や緊急地
震速報（業）に用いない。

大手電力系のデータセンターの
ハウジングサービスを利用

可能 可能 × サーバに保存（最低２年間） サーバ２重化 データセンターで確保

タクスコールセンター（０１２０－６
５４－６６７）にて９：００～１８：００
平日受付別途契約により２４時間
サポート可能外部サポート会社と
提携済み

インターネット回線 複数の端末を用いれば対応可能
ウィルス対策、アクセス制御、ファ
イヤーウォール装置等で対策済

対応可能である
（XML対応時に対応検討予定）

免震かされた建物内でサーバー
ラックに固定、空調、停電時対応
済

３分毎のサーバー端末間の死活
確認を実施。

端末毎に緊急地震速報の本物や
訓練、テスト報の配信設定が可能

2
２年間の端末毎の配信結果を保
存、問合せがあれば閲覧が可能

気象業務支援センターからの緊急地震速報（予報）は２
系二重化システムで受け、１系で配信

施設そのものが無停電対応

メールにて２４時間受付。電話対
応は営業時間中（9：00～18：00）
のみ対応可能。端末故障時は代
替機の貸し出し可能。

インターネット回線 複数の端末を用いれば対応可能
ウィルス対策、アクセス制御、ファ
イヤーウォール装置等で対策済

対応可能である
（XML対応時に対応検討予定）

免震かされた建物内でサーバー
ラックに固定、空調、停電時対応
済

３分毎のサーバー端末間の死活
確認を実施。切断時にメール通知
可能。

端末毎に緊急地震速報の本物や
訓練、テスト報の配信設定が可能

1
２年間の端末毎の配信結果を保
存、問合せがあれば閲覧が可能

気象業務支援センターからの緊急地震速報（予報）は２
系二重化システムで受け、２系で配信

施設そのものが無停電対応

メールにて２４時間受付。電話対
応は営業時間中（9：00～18：00）
のみ対応可能。端末故障時は代
替機の貸し出し可能。

サーバに保存（最低２年間） サーバ２重化 データセンターで確保

タクスコールセンター（０１２０－６
５４－６６７）にて９：００～１８：００
平日受付別途契約により２６時間
サポート可能外部サポート会社と
提携済み

可能 可能 1
Ipv4常時接続回線（光回線を推

奨）

通信回線を端末ネットワークまで
複数本引くことは費用が許せば可
能であるが、端末のＬＡＮ受信端
子はひとつである。したがって端
末まで完全に２重化することは出
来ない。端末を２台準備すれば可

能である。

対応済み：ルーターとネットワーク
機器にて対応

大手電力系のデータセンターの
ハウジングサービスを利用

それ以外は、特に、データ内容の
チェックは行っていないので、受
信先の処理にゆだねられている。

（備考：左記の受信端末に対して
はこの情報は配信していない。）

株式会社ドリーム
ウェア

弊社では本端末に向けた配信は
していない。

弊社では本端末に向けた配信は
していない。

弊社では本端末に向けた配信は
していない。

弊社では本端末に向けた配信は
していない。

弊社では本端末に向けた配信は
していない。

弊社では本端末に向けた配信は
していない。

弊社では本端末に向けた配信は
していない。

2
弊社では本端末に向けた配信は
していない。

弊社では本端末に向けた配信はしていない。
弊社では本端末に向けた配信は
していない。

端末の問い合わせに対してのみ
対応。電話対応は営業時間中（9：
00～18：00）のみ対応可能。メー
ルは２４時間受付可能。

インターネット回線 複数の端末を用いれば対応可能
ウィルス対策、アクセス制御、ファ
イヤーウォール装置等で対策済

対応可能である
（XML対応時に対応検討予定）

免震かされた建物内でサーバー
ラックに固定、空調、停電時対応
済

３分毎のサーバー端末間の死活
確認を実施。切断時にメールで通
知。

演算装置毎に緊急地震速報の本
物や訓練、テスト報の配信設定が
可能、
但し、演算装置の先に接続されて
いる受信端末には個別配信はで
きない。

1
２年間の端末毎の配信結果を保
存、問合せがあれば閲覧が可能

気象業務支援センターからの緊急地震速報（予報）は２
系二重化システムで受け、１系＋冗長1系（同時ではなく
片側のみ）で配信

施設そのものが無停電対応

メールにて２４時間受付。電話対
応は営業時間中（9：00～18：00）
のみ対応可能。端末故障時は代
替機の貸し出し可能。
サーバーは冗長構成されている
が故障時は、予備サーバーにより
切り替え対応可能。（コールドスタ
ンバイ対応）

CATV回線 複数の端末を用いれば対応可能
ケーブル局側に委ねられる。
ウィルス対策、アクセス制御、ファ
イヤーウォール装置を導入済

対応可能である
（XML対応時に対応検討予定）

ケーブル局側に委ねられる。 なし。
サーバーを介さず演算装置単独
で端末毎のテスト配信は可能。

1
ケーブル局側で管理。
殆どの局で配信履歴を長期保存
している。

各ケーブル局からケーブル通信網を通じて配信 ケーブル局側に委ねられる。
各ケーブル局にて２４時間電話対
応。端末故障時は代替機の貸し
出し可能。

該当しない 複数の端末を用いれば対応可能 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない

メールにて２４時間受付。電話対
応は営業時間中（9：00～18：00）
のみ対応可能。端末故障時は代
替機の貸し出し可能。
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

安全・安心サポート
株式会社

エヌ・エス・シー株式
会社

配信・許可事業者によるサポート 配信・許可事業者によるサポート

利用者に連絡する手段あり 利用者の利用方法の把握 気象庁から端末までの配信経路を公開

サーバー端末間の通信手順やデータフォーマットを公
開

　　公開する：○
　　公開しない：×

利用者からの配信状況問い合わせに対応可能
ガイドラインに記された必須項目を全て満たした場合にはその

旨を公開

顧客専用のメーリングリストを作成して、気象庁などの情報を定期的に配
信

顧客導入時に、顧客毎に管理表を作成し、利用形態を把握 配信構成図を渡して明示 ○
保守専用部隊が電話にて対応

24時間対応の場合は、顧客専用のWEB管理画面を提供 ガイドライン利用時には対応

     手段あり。

緊急地震速報配信サービス利用契約時に、窓口担当者を登録し、メール
や電話で連絡可能。

月次報告書（受信ログや通報ログ）を送付。
但し、日常連絡は、販売特約店を介して連絡、緊急時は、顧客の事前登録
担当者へ連絡可能。気象庁からのお知らせ等は、販売特約店へ通達を指
示。

通常は契約特約店を通じて把握。
利用事例の収集も行って居り、必要に応じて特約店や販売店と一緒に
ユーザ企業も訪問。
訓練現場や設置環境、ユーザの意向等の確認も行っている。

検討顧客への提案書等にも必要に応じ盛り込んでおり、利用者にも開示している。
電文の配信経路は、一経路のみ。
気象業務支援センター　→　エヌ・エス・シー株式会社　→　SignalNow（SIG-A）

現時点では文章による明示は無し。今後の対応可能。

○
内容に応じて判断

対応可能

通常は、販売特約店が利用者からの一次問合わせ窓口になって居
り、弊社は販売特約店の回答の補佐をする形で運営している。
その為、適宜販売特約店の研修会を実施している。

直接、弊社の窓口へ電話頂いたお客様のご質問などには、お断りす
ることなく、対応させて頂いております。

ガイドライン制定後には明示を行う。

Takusu株式会社

契約申込書に連絡先（電話とメール）を記入していただくことを要求してい
る。サーバーには複数箇所のメール配信先を記憶可能（緊急地震速報の
メール配信は配信契約が必要）別途、契約により利用者の希望に対応する
ことも可能

・商品説明・提案時に把握
・設置調整時に確認

・営業時に説明。
・ホームページならびにパンフレットに記載

　　公開する：○
　「条件による」
（成りすまし防止などシステムの安全性を保つために、
情報漏えい防止の徹底された、本当に必要な相手先
にのみ可。）

タクスコールセンターにて対応 明示します。

契約申込書に連絡先（電話とメール）を記入していただくことを要求してい
る。サーバーには複数箇所のメール配信先を記憶可能（緊急地震速報の
メール配信は配信契約が必要）別途、契約により利用者の希望に対応する
ことも可能

・商品説明・提案時に把握
・設置調整時に利用状態を確認
・利用申込書にて推察

・営業時に説明。
・ホームページならびにパンフレットに記載

　　公開する：○
「条件による」
（成りすまし防止などシステムの安全性を保つために、
情報漏えい防止の徹底された、本当に必要な相手先
にのみ可。）

タクスコールセンターにて対応 明示します。

あり：契約申込書にて連絡先（電話とメール）を記入していただく。
・設置調整時に把握
・利用申込書にて推察

・営業時に説明
・ホームページならびにパンフレットに記載

　　公開する：○　「条件による」
タクスコールセンターにて対応 明示します。

あり：連絡は当社の代理店・販売店を通じて行うため時間的制約を伴う。
配信先利用者に関しては電話番号、メールアドレスが登録されており直接
通知可能。但し代理店・販売店を通じて行うことを基本的とする。

利用形態は把握していないが代理店・販売店経由で確認可能。
利用者からの問い合わせがなしい限り特に説明していない。取扱説明書には明示していな
い。

×：通信手段、Format の公開は悪意のある攻撃者か
らのターゲットになる可能性があるためセキュリティ上
好ましくないので公開しない。

営業時間中（9：00～18：00）は緊急地震速報や自社端末等の専門的
な知識を有する職員が対応可能。

未定

あり：連絡は当社の代理店・販売店を通じて行うため時間的制約を伴う。
配信先利用者に関しては電話番号、メールアドレスが登録されており直接
通知可能。但し代理店・販売店を通じて行うことを基本的とする。

利用形態は把握していないが代理店・販売店経由で確認可能。 利用者には販売代理店から説明済。取扱説明書には明示していない。
×：通信手段、Format の公開は悪意のある攻撃者か
らのターゲットになる可能性があるためセキュリティ上
好ましくないので公開しない。

営業時間中（9：00～18：00）は緊急地震速報や自社端末等の専門的
な知識を有する職員が対応可能。

未定

・営業時に説明。
・ホームページならびにパンフレットに記載

　　公開する：○
　「条件による」
（成りすまし防止などシステムの安全性を保つために、
情報漏えい防止の徹底された、本当に必要な相手先
にのみ可。）

タクスコールセンターにて対応 明示します。

契約申込書に連絡先（電話とメール）を記入していただくことを要求してい
る。サーバーには複数箇所のメール配信先を記憶可能（緊急地震速報の
メール配信は配信契約が必要）別途、契約により利用者の希望に対応する
ことも可能

・利用申込書にて推察

株式会社ドリーム
ウェア

なし：売り切りの為、利用先の特定ができない。
端末販売経路が複数に枝分かれしていることと配信元が弊社でなしいこ
とから利用形態を把握することは不可能。

弊社では本端末に向けた配信はしていない。 弊社では本端末に向けた配信はしていない。 弊社では本端末に向けた配信はしていない。 販売終了のため予定なし

あり：メール、電話にて直接担当者と連絡が可能。 利用形態は把握している。 現状、特に行っていないが開示することは問題なしい。
×：通信手段、Format の公開は悪意のある攻撃者か
らのターゲットになる可能性があるためセキュリティ上
好ましくないので公開しない。

営業時間中（9：00～18：00）は緊急地震速報や自社端末等の専門的
な知識を有する職員が対応可能。

未定

担当ケーブル局が、エンドユーザーと直接連絡が可能 担当ケーブル局が把握。 現状、特に行っていないが開示することは問題なしい。
×：通信手段、Format の公開は悪意のある攻撃者か
らのターゲットになる可能性があるためセキュリティ上
好ましくないので公開しない。

営業時間中（9：00～18：00）は緊急地震速報や自社端末等の専門的
な知識を有する職員が対応可能。

未定

それぞれの販売形態による。 基本的に把握。 該当しない 該当しない
営業時間中（9：00～18：00）は緊急地震速報や自社端末等の専門的
な知識を有する職員が対応可能。

該当しない
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端末・配信状況調査　 別添　参考

価格 その他
（1）端末基礎機能

販売価格 通信費等運営費(月間) 製品紹介ホームページURL （備考）

端末 製造者（製造元） 製品名
型番

（ｿﾌﾄｳｪｱの場合はﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理番号） 製造年月日
サーバーとの接続監視、通信障害の検知

　　　　　　　　　　　　　　　　　製品の用途

　Ａ　機械・館内放送設備等の自動制御
　Ｂ　オペレーターを介した機械・館内放送設備等の制御
　Ｃ　端末の報知による人の危険回避

演算方式 受信装置の種類
事業者

（許可番号順）

1 日本ﾊﾟﾅﾕｰｽﾞ㈱（㈱アイザック）
緊急地震速報受信装置(SIGNAL
BEET)

ＭＥＩ－５１０(Ver.1.4) 2010年3月1日 Ａ，Ｂ，Ｃ 端末予報型
緊急地震速報専用端末

（壁掛け型)
238,000円税別
リース（あり）

8,000円～税別
http://www.jpu.co.jp
http://www.isaac.co.jp

現時点で製造中止予定なし

端末からサーバに向けて180秒毎に死活監視を行い、切
断したときはLEDランプの点滅で通知。端末障害は、セン
ターで24時間有人監視しており、異常時利用者へ連絡を
行う等のサービスを提供。

2 日本ﾊﾟﾅﾕｰｽﾞ㈱（㈱アイザック）
緊急地震速報受信装置(SIGNAL
BEET Pro)

ＭＥＩ－５１０Ｐ(Ver.1.4) 2010年3月1日 Ａ 端末予報型
緊急地震速報専用端末

（19ｲﾝﾁﾗｯｸ型)
400,000円税別
リース（あり）

8,000円～税別
http://www.jpu.co.jp
http://www.isaac.co.jp

現時点で製造中止予定なし

端末からサーバに向けて181秒毎に死活監視を行い、切
断したときはLEDランプの点滅で通知。端末障害は、セン
ターで24時間有人監視しており、異常時利用者へ連絡を
行う等のサービスを提供。

日本パナユーズ株
式会社
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

日本パナユーズ株
式会社

（1）端末基礎機能

音声や表示による報知機能

予測震度及び猶予時間の伝達＊
１

画面表示やライトなど(具体的な
報知内容を記述のこと)

受信してから0.2秒以内に報知または制御を開始 不正な緊急地震速報（予報）を受信した場合の対処方法 動作履歴の保存 耐震固定等地震の揺れへの対策が可能 自己診断機能 外部出力機能 テスト報により試験ができること
端末単独で外部出力の試験がで
きること

端末単独で外部出力の試験機能
を有している

　　有している：○
　　有してしない：×

訓練報により訓練支援の報知が
できる

　　できる：○
　　できない：×

○
動作の判断に必要な要素が欠損したような電文は廃棄し
動作しない。

あり、端末は5件保存可（ｾﾝﾀｰ側
で端末毎に2年間の履歴を保存）

壁かけ用のねじ止めあり

あり：障害時・通信障害時にランプ点灯で告知。
端末障害は、センターで24時間あり人監視して
おり、異常時利用者へ連絡を行う等のサービス
を提供。

あり、接点数３、接点毎に閾値設
定可
キャンセル報受信時にパルスを
出す制御接点を１所あり

○
端末自体が備えているLEDラン
プ、液晶表示、音声アナウンスに
よる伝達

　　　　　　　　　　　○：
テスト電文を受けて接点信号とし
て出力することが可能。(端末テス
ト発報でも接点出力は可能)

　　　　　　　　　　　○：
テスト電文を受けて対象機器制御
まで含めた一連のテストを行うこ
とが可能。(端末テスト発報でも接
点出力は可能)

○ ○（センター側で設定）

○
動作の判断に必要な要素が欠損したような電文は廃棄し
動作しない。

あり、端末は5件保存可（ｾﾝﾀｰ側
で端末毎に3年間の履歴を保存）

19インチラックにねじ止め

あり：障害時・通信障害時にランプ点灯で告知。
端末障害は、センターで25時間あり人監視して
おり、異常時利用者へ連絡を行う等のサービス
を提供。

あり、接点数３、接点毎に閾値設
定可
キャンセル報受信時にパルスを
出す制御接点を２所あり

○
端末自体が備えているLEDラン
プ、液晶表示、音声アナウンスに
よる伝達

　　　　　　　　　　　○：
テスト電文を受けて接点信号とし
て出力することが可能。(端末テス
ト発報でも接点出力は可能)

　　　　　　　　　　　○：
テスト電文を受けて対象機器制御
まで含めた一連のテストを行うこ
とが可能。(端末テスト発報でも接
点出力は可能)

○ ○（センター側で設定）
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

日本パナユーズ株
式会社

（1）端末基礎機能 （2）地震動予報機能 （3）報知・制御出力条件設定機能

緊急地震速報の精度情報による
動作

時刻のズレが日本標準時に対し1
秒以内になるよう自動時刻校正

不正な緊急地震速報（予報）を受
信した場合は地震動予報を行わ
ない

予報履歴の保存し、利用者が参
照可能

気象庁の発表する緊急地震速報
の内容等の変更に対応可能

予測震度や猶予時間の閾値 緊急地震速報(警報)による動作 報知音の選択

予想した震度や猶予時間の報知
表現
具体的な数値を使わない表現に
しているか？
　　利用者側で表示選択できる：
◎
　　している：○
　　していない：×

訓練が実施できる機能を有するこ
と（オペレーターによる訓練も含
む）

利用者の特定する場所での震度
や到達時間の予想

訓練報により訓練用の外部出力
を動作できる

　　できる：○
　　できない：×

端末単独で訓練報知できる

　　できる：○
　　できない：×

訓練電文を受信し、報知を確認で
きること

○ ○（テスト報で対応）

受信可能
但し気象庁より訓練電文配信に
対し通知を受けた日時前にサー

バで設定。

利用者端末に任意震度、猶予秒
数を設定して配信可能。
配信サーバより任意の端末を選
択し配信が可能。

あり
NTPによる自動校正を３分毎に実

施

動作の判断に必要な重要な要素
が欠損した緊急地震速報（予報）
を受信しても地震動予報を行わな
い。

あり、端末の画面にて参照可能。
5地震分を保存

電文の形式変更等があっても独
自電文に変更し配信しているため
サーバプログラムの改修で対応
可能

設定機能あり（デフォルトは震度
３）猶予時間がない場合は音声ア
ナウンスで報知

設定機能あり
設定機能あり（デフォルトはREIC

音）
◎（特定モードで選択可）

設定機能あり（デフォルトは、１地
点の緊急地震速報は使用しない）

○ ○（テスト報で対応）

受信可能
但し気象庁より訓練電文配信に
対し通知を受けた日時前にサー

バで設定。

利用者端末に任意震度、猶予秒
数を設定して配信可能。
配信サーバより任意の端末を選
択し配信が可能。

あり
NTPによる自動校正を４分毎に実

施

動作の判断に必要な重要な要素
が欠損した緊急地震速報（予報）
を受信しても地震動予報を行わな
い。

あり、端末の画面にて参照可能。
6地震分を保存

電文の形式変更等があっても独
自電文に変更し配信しているため
サーバプログラムの改修で対応
可能

設定機能あり（デフォルトは震度
４）猶予時間がない場合は音声ア
ナウンスで報知

設定機能あり
設定機能あり（デフォルトはREIC

音）
◎（特定モードで選択可）

設定機能あり（デフォルトは、２地
点の緊急地震速報は使用しない）
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

日本パナユーズ株
式会社

（3）報知・制御出力条件設定機能

配信・許可事業者の通信能力

気象庁の発表から端末に届くまで
1秒未満

気象業務支援センターから事業
者のサーバーまでの通信回線の
冗長化

サーバーから端末間の論理通信
回線の冗長化

複数サーバーから端末に緊急地
震速報を同時に配信

　している：○
　していない：×

セキュリティ対策(なりすまし防止
等)

100ガル超え緊急地震速報に対
する動作

同一内容の緊急地震速報を複数
受信した場合の動作

同一地震について複数回緊急地
震速報（業）を受信した場合の動
作
緊急地震速報（予報）の続報によ
り緊急地震速報（業）の予想震度
が小さくなる・猶予時間も短くなっ
ても報知を変更しない？

　　変更しない：○　変更する：×

ある地震の緊急地震速報を受信
した後、続けて別の地震の緊急
地震速報を受信した場合の動作

深発地震についての緊急地震速
報(業)に対する動作

キャンセル報を受信した際の動作 訓練報を受信した際の動作 テスト報を受信した際の動作

設定機能あり（デフォルトは、予測
震度が含まれない電文は採用し
ない）

排他処理機能あり ○
予測震度が１以上大きい演算結
果の場合、猶予秒数が短くなった
場合に都度、通知

提出の補正演算式の演算結果に
より通知

既に報知した地震に対してキャン
セル報が出された時に動作する

デフォルトは動作しない設定。動作する設定では、
訓練報を受けた際には警報音の後に「テストです」
を報知。

デフォルトは動作しない設定。動作する設定では、
テスト電文を受けた際の設定条件で動作。

○ 対応可能 対応可能
×（接続サーバー障害時において
は、端末側が接続先サーバーを
自動選択できる機能を搭載）

インターネット配信電文の暗号化

設定機能あり（デフォルトは、予測
震度が含まれない電文は採用し
ない）

排他処理機能あり ○
予測震度が１以上大きい演算結
果の場合、猶予秒数が短くなった
場合に都度、通知

提出の補正演算式の演算結果に
より通知

既に報知した地震に対してキャン
セル報が出された時に動作する

デフォルトは動作しない設定。動作する設定では、
訓練報を受けた際には警報音の後に「テストです」
を報知。

デフォルトは動作しない設定。動作する設定では、
テスト電文を受けた際の設定条件で動作。

○ 対応可能 対応可能
×（接続サーバー障害時において
は、端末側が接続先サーバーを
自動選択できる機能を搭載）

インターネット配信電文の暗号化
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

日本パナユーズ株
式会社

サーバーの機能 サーバーの機能

通信回線
サーバーから端末間の物理通信
回線の冗長化

セキュリティ対策(ウイルス対策
等)

不正な緊急地震速報（予報）を受
信した場合は配信等を行わない

設置環境良好(耐震対策等) 端末毎に接続の確認可能 端末毎に個別配信可能

端末毎に利用者の求めに応じて
訓練報・テスト報配信可能

どちらも配信している：　1
テスト報のみ配信している：　2
訓練報のみ配信している：　3
どちらも配信していない：　×

配信履歴の保存・管理 冗長化 無停電化 保守体制が整備

（4）配信・許可事業者の能力

専用線／インターネット回線 対応可能
ウイルス対策、意図しない他者の
侵入ソフトの導入済み

地震動予報に必要な要素が欠損
した緊急地震速報（予報）を受信
した場合は廃棄し配信や緊急地
震速報（業）に用いない。

耐震化されたデータセンター（コン
ピュータ専用ビル）で、耐震固定も
実施、無停電化、空調導入済み。

サーバから端末の接続・切断状
況の確認を180秒毎に実施。
利用者に対して切断時の電話・
メール等で通知

端末毎に緊急地震速報の本物や
訓練、テスト報の配信設定が可能

3
２年間の端末ごとに配信した結果
を保存可能

サーバは２台１組の構成で、各サーバはそれぞれ別回線
で気象業務支援センターから緊急地震速報(予報)を受信
している（現在は未対応、対応は可能）

無停電電源装置の導入により瞬
断も生じない

２４時間有人監視による異常時の
電話連絡／端末が故障したとき
には代替端末を貸し出し可能
サーバは２４時間専門的な知識を
有する担当が監視しており、サー
バが故障した際に１日以内に復
旧できる体制あり

専用線／インターネット回線
対応可能

ウイルス対策、意図しない他者の
侵入ソフトの導入済み

地震動予報に必要な要素が欠損
した緊急地震速報（予報）を受信
した場合は廃棄し配信や緊急地
震速報（業）に用いない。

耐震化されたデータセンター（コン
ピュータ専用ビル）で、耐震固定も
実施、無停電化、空調導入済み。

サーバから端末の接続・切断状
況の確認を180秒毎に実施。
利用者に対して切断時の電話・
メール等で通知

端末毎に緊急地震速報の本物や
訓練、テスト報の配信設定が可能

3
２年間の端末ごとに配信した結果
を保存可能

サーバは２台１組の構成で、各サーバはそれぞれ別回線
で気象業務支援センターから緊急地震速報(予報)を受信
している（現在は未対応、対応は可能）

無停電電源装置の導入により瞬
断も生じない

２４時間有人監視による異常時の
電話連絡／端末が故障したとき
には代替端末を貸し出し可能
サーバは２４時間専門的な知識を
有する担当が監視しており、サー
バが故障した際に１日以内に復
旧できる体制あり
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端末・配信状況調査　 別添　参考

事業者

（許可番号順）

日本パナユーズ株
式会社

配信・許可事業者によるサポート 配信・許可事業者によるサポート

利用者に連絡する手段あり 利用者の利用方法の把握 気象庁から端末までの配信経路を公開

サーバー端末間の通信手順やデータフォーマットを公
開

　　公開する：○
　　公開しない：×

利用者からの配信状況問い合わせに対応可能
ガイドラインに記された必須項目を全て満たした場合にはその

旨を公開

緊急地震速報に係るお知らせやサーバ保守によるサービス停止の通知等
をWebサイトにアップ（特別な場合は電話連絡あり）

端末販売時に利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切な利用
について、助言を実施

利用者に対する配信経路は、一経路のみ。
気象業務支援センター　→　日本ﾊﾟﾅﾕｰｽﾞ(株)　→　緊急地震速報受信端末（ＭＥＩ－５１０）
取扱説明書に明示している。

×
9時～18時、緊急地震速報や自社端末等の専門的な知識を有する職
員が対応可能

ガイドライン制定時には対応予定

緊急地震速報に係るお知らせやサーバ保守によるサービス停止の通知等
をWebサイトにアップ（特別な場合は電話連絡あり）

端末販売時に利用者の利用形態を把握し、緊急地震速報の適切な利用
について、助言を実施

利用者に対する配信経路は、一経路のみ。
気象業務支援センター　→　日本ﾊﾟﾅﾕｰｽﾞ(株)　→　緊急地震速報受信端末（ＭＥＩ－５１０Ｐ）
取扱説明書に明示している。

×
9時～18時、緊急地震速報や自社端末等の専門的な知識を有する職
員が対応可能

ガイドライン制定時には対応予定
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